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栄
力
丸
漂
流
記
『
東
西
異
聞　

地
』
複
写
版
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翻
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部
分
）と
解
題

茂　

住　

實　

男

東
西
異
聞　

地

東
西
異
聞
巻
之
三

　

辛
亥
の
年
の
二
月
四
日
と
思
ふ
日
、
此
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ヽ
コ
ー
へ
着
船
す
と
い
へ
ど
も
、　

皇
国
の
父
母
、
妻
子

の
事
の
ミ
こ
ひ
し
く
て
、
帰
国
の
事
を
今
日
や
明
日
や
と
待
け
る
程
ニ
、
い
つ
し
か
住ス

ミ

馴ナ
レ

し
か
バ
、
異
国
の
言
語
も

少
く
さ
と
り
初
め
た
り
き
。
船
中
に
の
ミ
居
る
も
い
ふ
セ
さ
に
、
市
中
或
ハ
山
野
へ
行
て
鬱ウ

ツ

を
は
ら
し
つ
ゝ
、
常
に

東
西
異
聞
巻
之
三

月
日
が
経
ち
少
し
英
語

が
分
か
る
よ
う
に
な
る
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帰
朝
の
程
を
ぞ
待
居
た
る
。

　

或
日
陸
へ
上
て
蒸
気
車
の
機キ

に
て
人
力
を
用
ず
材
木
を
挽ヒ
キ

割ワ
リ

を
見
し
ニ
、
蒸
気
船
の
こ
と
く
湯
気
の
仕
か
け
に
て
、

図
の
ご
と
き
円マ

ル

き
鋸
ノ
コ
ギ
リの
廻
る
処
へ
木
を
当
つ
れ
ハ
大
木
に
て
も
忽
挽
割
る
な
り
。
わ
づ
か
に
五
六
人
に
て
木
を
運ハ
コ

び

或
ハ
縄ナ

ワ

墨ス
ミ

或
ハ
木
を
当
が
ひ
抔
仕
居
た
り
。
其
手テ
　
ギ
ワ際
成
る
事
言
語
ニ
述ノ
ベ

が
た
し
。
猶
、
其
状サ
マ

ハ
図
を
見
て
知
る
へ
し
。

　

さ
て
船
中
の
夷
人
吾
等
を
将イ

て
港ミ
ナ
ト口
へ
度
々
引
網
に
行
た
り
。
後
に
ハ
習
ひ
て
吾
輩
の
ミ
常
も
行
た
り
。
此
塘
網

と
云
ハ
廻
り
三
丁
許
に
て
、
手
操
の
如
く
網
を
引
廻
し
陸
へ
上
り
轆ロ

ク

轤ロ

に
あ
ら
で
手
に
て
引
よ
せ
魚
を
取
な
り
。
其

魚
ハ
鱠キ

ス魚
に
似
て
、
鱗ウ
ロ
コ細
く
油
気
多
き
魚
也
。
其
蟹カ
ニ

、
鯊フ

魚カ

、
鍋ア
カ

蓋ヱ

魚イ

、
海イ
ワ
シ鰮
、
比カ

レ

イ
目
魚
等
也
。
又
多
く
得
し
時
ハ

枝
船
ニ
一
舟
許
も
あ
り
き
。
少
な
き
時
も
二
三
斗ド

許
ハ
あ
り
き
。
又
い
と
多
得
た
り
し
時
ハ
、
二
三
度
も
市
中
へ
売

に
行
し
事
有
し
が
、
グ
ワ
ン
ダ
ア
ラ
銭
二
十
七
八
文
に
う
り
た
り
。
此
代
日
本
銀カ

子

ニ
直
し
大
凡
七
両
許
成
へ
し
。

　

船
中
へ
帰
り
て
始
終
世
話
成
し
呉
る
タ
メ
ス
チ
ヤ
ア
ヱ
に
渡
セ
バ
、
却
又
吾
等
に
グ
ワ
ン
ダ
ア
ラ
二
三
文
極
づ
ゝ

別
呉
た
り
。

さ
れ
ど
吾

等
ハ
厚
き

世
話
ニ
成

ハ
と
て
、

辞ジ

退タ
イ

し
て

返カ
ヘ

し
け
れ

ど
、
強シ

ヒ

て

蒸
気
鋸
の
こ
と

引
き
網
で
魚
を
捕
る

異
国
の
習
わ
し

家屋

蒸気鋸



栄
力
丸
漂
流
記
『
東
西
異
聞
　
地
』
複
写
版
の
翻
刻
（
部
分
）
と
解
題
（
茂
住
）

235

吾
等
ニ
与
へ
何
に
て
も
買
べ
し
と
云
て
受
ず
。
御
恵
に
て
金
銀
な
く
て
も

不フ
ジ
ユ
ウ

従
橫
な
き
由
云
け
れ
ハ
、
タ
メ
ス
チ
ヤ
ア
ヱ
云
け
る
ハ
、
よ
し
や
人
の
呉

ん
と
い
ふ
も
の
ハ
も
ら
ひ
て
後
棄ス

テ

る
と
も
、
一
度
ハ
取
へ
き
也
と
て
、
物
捨

る
手テ

勢ジ
ナ

し
て
教
へ
呉
た
り
。
こ
ハ
彼
国
に
て
ハ
人
よ
り
物
与
れ
バ
、
入
ら
ず

し
て
仮タ

ト
ヒ令
捨
と
も
一
度
ハ
取
る
習ナ
ラ
ハ
シ俗
の
容
子
成
故
、
此
よ
り
吾
抔
も
意
得
て

何
ニ
て
も
与ア

ト

ふ
る
物
ハ
も
ら
ひ
受
る
事
に
そ
仕
た
り
け
る
。

　

扨
、
此
辺
は
魚
類
を
好
ざ
る
ゆ
へ
魚
師
も
稀
に
て
、
魚
多
く
在
、
其
得
し

魚
を
干
物
に
な
し
、
或
ハ
塩シ

ホ

抔
し
て
喰
ひ
た
り
き
。
又
釣
ニ
行
し
事
も
数
度

あ
り
き
。
此
ハ
港
口
に
ハ
あ
ら
て
、
図ヅ

に
あ
ら
は
セ
る
小
島
辺
に
て
釣
す
る
に
、

多
く
釣
得
た
る
時
ハ
五
六
人
に
て
鮴メ

バ
ルに
似
て
赤
き
魚
五
六
寸
よ
り
一
尺
許
成

る
物
四
五
斗
許
釣
り
え
し
事
度
々
有
き
。

　

又
北
の
入
口
の
方
へ
鳥
打
に
二
三
里
許
も
行
た
る
事
も
度
々
有
き
。
鴨カ

モ

、
兎サ
キ（
ま
ま
）、
鴎カ
モ
メ、
鵜
の
類
を
鉄
炮
に
て
打
、

又
鷲ワ

シ

を
生
捕
り
帰
り
船
中
に
て
牛
肉
抔
喰
セ
飼
置
つ
れ
共
、
間
も
な
く
死
た
り
き
。
土
人
に
も
鳥
肉
を
好
ミ
て
猟
を

成
も
の
あ
れ
ど
、
皆
慰

ナ
グ
サ
ミに
て
産
業
に
成
も
の
ハ
見
当
ら
す
。

　

又
洋
外
の
人
、
炮
術
は
上
手
の
由
ニ
聞
つ
れ
と
も
、
然サ

の
ミ
上
手
と
も
思
は
れ
ず
。

　

又
市
中
に
て
尾
の
長
き
猿
を
か
ゐ
置
た
る
を
ミ
し
ニ
、
其
長
き
尾
の
先
ニ
爪ツ

メ

あ
り
て
物
を
巻
取
て
喰
ひ
抔
す
る
さ

ま
、
尾
を
手
の
こ
と
く
自
由
に
遣
ひ
成
也
。

参
考

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の

人
は
魚
類
を
好
ま
な
い

鳥
撃
ち
に
行
く

鉄
砲
の
腕
は
さ
ほ
ど
で

は
な
い

尾
の
長
い
猿

〈
参
考
〉

（尾の長き猿など）
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西
洋
雑
記
に
南
亜
米
里
加
州
伯ブ
ラ
シ
リ
ア

西
児
「
マ
ラ
グ
ナ
ン
」
等
の
地
に
一
種
の
猿
を
産
す
。
名
付
て
「
カ
ヨ
ウ
」

と
云
。
全
（
頭
注
に
よ
る
）
身
毛
甚
多
く
、
灰
白
色
の
長
き
毛
有
、
眼
黒
く
耳
禿カ
ブ
ロに
、
尾
ハ
甚
長
く
、
其
面
貌
恰ア
タ

か

も
老
人
に
肖ニ

た
り
と
云
。

　

又
熊
ハ
多
き
由
に
て
、
市
中
ニ
飼
置
た
る
を
も
度
々
見
た
る
ニ
最
大
成
る
ハ
牛
の
如
き
も
有
。

　

又
名
を
ア
イ
ス
と
云
獣
有
、
荷
ヲ
付
或
ハ
人
を
乗
せ
抔
し
て
、
馬
の
こ
と
し
。
さ
れ
ど
力
よ
わ
し
。
耳
長
く
尾
も

爪ツ
メ

も
牛
の
如
き
も
の
也
。

　

又
市
中
ニ
栗リ

ス鼠
の
ご
と
く
尾
の
太
き
獣
ヲ
飼カ
ヒ

お
け
る
を
見
し
事
有
。
其
形
誠
に
美
し
、
さ
れ
と
名
ハ
知
ら
す
。

　

又
市
中
に
て
火
事
を
二
度
見
た
る
に　

皇
朝
の
ご
と
く
つ
と
め
て
消ケ

さ
ず
し
て
、
皆
々
見
物
し
て
居
た
り
き
。
さ

れ
ど
其
時
ハ
太
火
に
も
成
ら
ず
し
て
止
ぬ
。

　

市
中
の
居
室
ハ
、
図
に
あ
ら
ハ
セ
る
ご
と
く
箱
の
形
に
し
て
屋
根
棟
な
く
、
二ニ

層カ
イ

楼
、
三サ
ン
カ
イ層
楼
、
四シ

階カ
イ

等
も
あ
り

て
、
外
ハ
白
土
の
こ
と
く
塗ヌ

り
た
り
。
家
造
ハ
材
木
を
用
ひ
ず
石
を
積
上
て
建
る
と
あ
り
。
土
を
角
に
練
塊
て
、
焼

て
、
積
上
建
る
も
あ
り
て
、
入
口
ハ
間
中
位
に
て
、
店
ハ
一
間
半
許
も
有
、
又
二
間
許
成
る
も
有
。

　

窓マ
ド

は
硝
子
障
子
に
て
外
ニ
戸
あ
り
。
統
て
戸
、
障
子
と
も
皆
観
音
開
に
し
て
、
内
ハ
板
張
或
ハ
鋪シ
キ

石イ
シ

に
て
、
大
家

ハ
多
く
毛
氈セ

ン

を
其
上
に
鋪
け
る
が
、
土
の
つ
き
た
る
沓ク
ツ

を
は
き
た
る
ま
ゝ
ニ
て
、
其
毛
氈
の
上
を
行
歩
く
成
り
。
さ

れ
ど
雨
天
の
折
ハ
、
入
口
に
椶シ

ユ

櫚ロ

の
毛
に
て
織
た
る
も
の
有
、
夫
に
て
泥ド
ロ

沓ク
ツ

を
拭ノ
ゴ

ひ
て
、
其
沓
の
ま
ゝ
に
て
内
を
行

歩
く
也
。

　

内
の
仕
切
ハ
壁カ

ベ

に
て
襖
フ
ス
マ

容ヤ
ウ

の
物
な
く
、
通
ひ
口
ハ
間
中
ニ
し
て
開
戸
に
て
二
間
、
三
間
、
四
間
と
仕
切
有
と
、
広

さ
同
て
床
、
押
入
等
な
く
、
諸
道
具
ハ
台
の
上
に
並
へ
か
ざ
れ
り
。
閨子

ド
コ
ロ房
ハ
常ツ
子

に
其
間
定
ま
り
て
、
臥
単
ハ
其
儘
そ

『
西
洋
雑
記
』
に
見
る

猿熊ロ
バ

リ
ス
の
よ
う
な
動
物

火
事

家
屋
の
こ
と

箱
の
形
で
、
屋
根
が
な

い窓
は
ガ
ラ
ス
、
戸
・
障

子
は
観
音
開
き

家
の
中
は
土
足

間
取
り
な
ど
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こ
に
畳
ミ
置

也
。
煮
焼
料

理
の
間
ハ
本

家
に
離
れ
て

小
き
所
を
建タ

テ

た
り
。
掛
物

は
な
く
額
を

多
く
懸
て
、

竈カ
マ
トハ
何
れ
の
家
に
て
も
銅
に
し
て
、
足
四
つ
あ
り
、
両
傍
に
牛
肉
或
ハ
小
麦
の
粉
に
て
製
し
た
る
も
の
抔
を
蒸
焼
に

成
所
あ
り
て
、
一
所
を
焼
ハ
湯
も
獣
肉
も
其
他
の
物
も
同
し
く
煮
ゆ
る
仕
か
け
也
。
又
其
竈
の
後
或
ハ
脇
よ
り
烟
を

外
へ
漏
ざ
る
容
に
円マ

ル

樋ト
ヒ

の
如
き
も
の
ニ
て
壁カ
ベ

或
ハ
屋
根
其
処
ニ
従
ひ
て
弁
利
よ
き
処
よ
り
外
へ
漏
を
り
、
浴
室
ハ
な

く
て
細
長
き
盥タ

ラ
ヒに
湯
を
入
つ
か
ふ
な
り
。
市
中
ニ
ハ
銭
湯
あ
れ
ど
、
水
少
き
土
地
な
る
上
ニ
一
人
づ
ゝ
ニ
て
湯
ヲ
か

ふ
る
ゆ
へ
、
一
度
の
価
一
貫
六
百
文
の
銀
銭
一
文
成
よ
し
、
土
人
云
り
。

　

厠カ
ハ
ヤハ
家
の
片
角
に
仕
切
て
、
其
内
へ
図
の
こ
と
き
箱
を
置
て
用
を
な
す
な
り
。
糞フ
ン

を
取
す
つ
る
ハ
人
の
見
ざ
る
や

う
に
夜
の
中
に
海
へ
流
棄ス

テ

る
也
。
此
業
を
成
も
の
ハ
よ
き
価
を
得
る
と
そ
。
異
人
ハ
便
を
な
し
て
も
手
ハ
洗
ハ
ざ
る

な
り
。追

考

　

西
洋
雑
記
に
、
欧
羅
巴
洲
ハ
人
家
皆
石
を
以
て
造
建
す
。
故
に
火
災
絶
て
稀
也
。
其
木
の
ミ
を
も
つ
て
造
る

調
理
場
は
別
棟

浴
室
は
無
く
、
細
長
い

た
ら
い

厠
の
こ
と

〈
追
考
〉

『
西
洋
雑
記
』
に
見
る

囲房

厠
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も
の
ハ
下
賎
の
家
な
り
。
又
彼
方
厠カ
ハ
ヤ、
糞フ
ン

を
掃
除
す
る
に
ハ
か
な
ら
す
夜
を
以
て
し
て
、
白
昼
天
日
の
光
有
る

処
に
て
ハ
決
し
て
糞フ

ン

を
掃
ふ
事
な
し
。
ゆ
へ
に
和
蘭
語
、
拐カ
イ

糞フ
ン

人
を
謂
て
「
ナ
ク
ト
ウ
ヱ
ル
ケ
ル
」
と
い
う
也
。

「
ナ
ク
ト
」
は
夜
也
。「
ウ
ヱ
ル
ケ
ル
」
ハ
業
を
成
す
者
と
い
ふ
ニ
テ
也
と
記
セ
り
。

　

又
万
次
郎
い
ふ
。
厠カ

ワ
ヤハ
穴
を
明
て
其
中
へ
尻
を
落
し
入
用
調
ふ
る
也
。
其
内
に
て
出
物
抔
を
見
る
也
。
又
溜タ
マ

り
の
桶
箱
な
く
土
を
堀
、
窪ク
ボ

め
た
る
ま
ゝ
也
。
小
便
許
小
き
壺ツ
ボ

に
溜
て
雪
隠
へ
移
す
。
又
大
勢
の
入
込
場
に
て

ハ
、
桶
堀
込
て
溜
れ
ハ
取
捨
る
な
り
と
い
へ
り
。

　

又
弥
市
い
ふ
。
サ
ン
ボ
セ
に
ハ
雪
隠
な
く
、
家
の
背
に
少
し
は
な
れ
て
深
さ
三
尺
許
り
、
幅
三
尺
許
、
長
さ

二
十
間
余
も
堀
て
、
両
方
に
は
木
の
生
垣
を
し
、
其
中
へ
行
、
事
す
ミ
て
尻
ヲ
紙
に
て
拭
ひ
、
糞
を
砂
に
て
埋

め
り
。
此
辺
ハ
都ス

ベ

て
砂
地
に
て
、
沓
を
は
き
し
ま
ゝ
両
足
に
て
砂
を
か
け
埋
め
置
な
り
。
猫
も
同
し
仕
形
に
て
、

す
べ
て
手
は
洗
ハ
ず
と
云
り
。

　

扨
、
前
ニ
も
謂
し
ご
と
く
獣
食
よ
り
成
し
異
人
は
、
自
ら
心
も
意
も
又
な
す
業
も
、
禽キ

ン
ジ
ユ
ウ獣に
近
き
事
を
、
此

厠
の
条
に
て
も
知
る
へ
し
。

　

又
異
人
の
身
体
ハ
、
背
高
く
鼻
筋
ハ
通
り
て
小
鼻
と
い
ふ
物
な
し
。
眉
の
傍
り
高
し
て
眼
低
く
ミ
ゆ
。
目
尻
は
高

か
ら
ず
し
て
直
眼
な
り
。
白
玉
ハ
日
本
人
同
容
、
黒
玉
ハ
浅
黄
色
又
赤
茶
の
如
く
な
る
も
有
て
、
す
べ
て
う
る
ミ
た

る
容
に
ミ
ゆ
。
瞳ヒ

ト
ミハ
日
本
人
と
同
し
く
耳
口
も
同
し
。
面
貌
ハ
各サ
マ

異
成
ど
多
く
ハ
面
長
な
り
。
歯ハ

ハ
茶
色
に
し
て
稍ヤ
ヽ

長
く
ミ
ゆ
。
髭ヒ
ゲ

ハ
多
く
す
へ
て
惣
身
の
毛
多
し
。
手
足
ハ
我
と
異
な
ら
す
。
さ
れ
ど
足
の
甲
ハ
常ツ
子

に
沓ク
ツ

を
は
く
故
か
、

先
細
く
し
て
少
し
甲カ

ウ

高
く
、
都
て
惣
身
の
毛
色
赤
し
。

　

陰チ
ン
ポ茎
ハ
十
人
許
も
見
た
り
し
に
、
皆
長
く
し
て
い
つ
れ
も
皆
包
皮
な
り
き
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
家
屋
、
厠

ア
メ
リ
カ
の
厠
（
万
次

郎
）

サ
ン
ホ
セ
の
厠
（
永
住

丸
漂
民
弥
市
）

ア
メ
リ
カ
人
の
身
体
的

特
徴

背
高
く
、
鼻
筋
通
り
…

面
長
で
、
毛
深
い

〳
〵
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参
考

　

三
才
正
蒙
に
も
、
墨メ

キ
シ
コ

是
可
の
土
俗
陰
茎
包
皮
の
者
多
し
と
記
セ
り
。

　

総
て
惣
身
肥
た
る
も
の
少
く
、
日
本
人
の
ご
と
く
手
に
力
拳
な
く
し
て
優ヤ

サ

形カ
タ

な
り
。
手
足
の
先
ニ
ハ
力
有
れ
共
、

惣
身
の
力
量
日
本
人
ニ
ハ
劣
れ
り
。

追ツ
イ

考カ
ウ

　

亥
之
助
云
。「
マ
サ
ツ
ラ
ン
」
の
人
ハ
長
大
也
と
い
へ
共
、
筋
力
弱ヨ
ハ

く
し
て
漂
人
等
ニ
ハ
甚
た
劣
れ
り
。
日

本
人
ニ
比
セ
ば
五
六
寸
も
た
か
か
る
へ
し
。
然
共
脱ヤ

セ
ジ肉ヽ
成
。
さ
て
此
地
の
米
俵
ハ
目
方
僅
に
十
貫
目
許
あ
り
。

吾
等
の
軽
く
取
扱
ふ
を
見
て
甚
た
驚
き
た
り
。
土
人
の
扱
ふ
ハ
他
人
助
力
を
な
し
て
肩
に
揚
運
ふ
も
の
を
剛

ツ
ヨ
キ

者

と
す
。
人
情
、
気
質
も
亦
同
し
く
柔
和
な
り
と
云
へ
り
。

　

さ
て
、
か
く
異
国
人
の　

皇
国
人
に
力
量
の
劣
り
た
る
事
ハ
、
神
典
ニ
其
理
明
か
に
有
事
成
共
、
清
太
郎
の

前
ニ
も
云
ご
と
く
、
異
人
ハ
獣
肉
を
平
食
と
し　

皇
国
の
人
は
美
肥
の
米
を
平
食
と
成
す
ゆ
へ
に
、
か
く
優ユ

ウ
レ
ツ劣

ハ
あ
る
べ
き
理
也
。
人
の
ミ
ニ
非
ず
、
都
て　

皇
国
の
異
国
の
も
の
ニ
比
す
れ
ハ
甚
強
し
。
第
一
土
ハ
肥
て
ね

ば
し
。
又
金
鉄
、
材
木
、
紙
、
五
穀
は
元
よ
り
、
一
切
地
よ
り
生
ず
る
も
の
、
異
国
よ
り
ハ
甚
た
強
く
し
て
堅

き
也
。
此
ハ
神
の
所ミ

シ
ワ
ザ為
に
て
深
き
理
の
有
事
也
。

　

さ
れ
と
薬
種
ハ　

皇
国
よ
り
唐
国
ニ
ハ
勝
り
て
広
東
人
参
、
附
子
、
大
黄
、
麻
黄
、
又
和
蘭
よ
り
ハ
サ
フ
ラ

ン
或
ハ
セ
メ
ン
シ
ー
ナ
、
又
カ
ナ
ノ
フ
ル
抔
、
種
々
の
良
薬
を
産
す
れ
ど
、　

皇
国
ニ
ハ
な
し
と
思
ふ
人
あ
ら
ん
。

此
ハ
異
国
の
書
ニ
心
奪
は
れ
た
る
人
の
云
事
也
。
薬
と
い
ふ
も
の
ハ
偏ヘ

ン
セ
イ性
の
も
の
に
て
、
偏
寒
、
偏
暑
の
土
地

に
ハ
偏
性
の
薬
草
多
く
有
も
の
也
。
又
和
蘭
よ
り
渡
る
薬
ハ
多
く
製
薬
な
り
。

〈
参
考
〉

『
泰
西
三
才
正
蒙
』

総
身
の
力
量
は
日
本
人

に
劣
る

〈
追
考
〉

永
住
丸
漂
民
亥
之
助
の

ア
メ
リ
カ
人
観

皇
国
は
人
や
物
す
べ
て

に
お
い
て
異
国
に
勝
る

皇
国
に
良
薬
無
し
と
思

う
の
は
異
国
に
心
奪
わ

れ
た
人
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さ
て
偏
地
ニ
ハ
偏
性
の
薬
種
あ
り
と
い
へ
共
、
前
に
云
け
る
ご
と
く
、　

皇
国
に
て
ハ
無
用
の
も
の
也
と
い

ふ
理
を
あ
ら
〳
〵
い
は
ん
。
先
病
の
起
る
元
ハ
古
事
記
ニ
、
時ト

キ

置オ
カ

師シ

ノ
神
、
次
ニ
和ワ

豆ツ

良ラ

比ヒ

能ノ

宇ウ

斯シ

能ノ

神
、
次

飽ア
キ

咋ク
ヒ

之
宇
斯
の
神
と
あ
り
て
、
第
一
飲
食
、
次
に
意
よ
り
、
次
ニ
不
正
の
気
よ
り
起
り
て
、
海
内
ハ
此
三
門
よ

り
成
も
の
也
。
故
ニ
異
国
人
の
蒸
餅
、
魚
鳥
獣
の
肉
よ
り
起
る
病
と
、　

皇
国
人
の
米
食
よ
り
起
る
病
と
ハ
お

の
ず
か
ら
い
た
く
異
な
り
、
又
偏
寒
偏
暑
砂
地
の
不
正
の
気
よ
り
起
る
病
と
、　

皇
国
の
中
正
平
和
の
気
よ
り

起
る
病
と
ハ
、
又
自
ら
異
也
。
又
異
人
の
気
質
と　

皇
国
人
の
気
質
と
ハ
自
ら
異
成
ハ
、
病
も
又
自
ら
異
成
へ

き
理
成
を
や
。

　

さ
れ
バ
薬
も
異
な
ら
ざ
れ
ハ
、
病
ハ
治
セ
ざ
る
も
の
な
り
。
故
ニ　

皇
国
人
ハ
皇
国
の
美
し
く
肥
た
る
土
地

の
薬
な
ら
で
ハ
治
し
が
た
き
も
の
な
り
。
扨
、
力
量
を
評
セ
ん
と
て
斯
長
々
し
く
記
た
る
を
笑
ふ
人
も
有
へ
け

れ
ど
、
広
信
か
例
の
好
事
成
ハ
、
是
猶
九
牛
の
一
毛
ヲ
記
也
。

　

髪
ハ
半
よ
り
後
を
一
寸
許
に
切
揃
へ
、
前
ハ
左
右
に
分
て
耳
の
辺
に
て
切
揃
へ
た
り
。
惣
身
の
色
ハ
日
本
人
よ
り

白
く
し
て
、
痘
痕
有
も
の
一
人
も
見
当
ら
ず
。

参
考

　

万
次
郎
云
。
か
の
国
に
て
も
種

ウ
ヘ
ボ
ウ
ソ
ウ
痘
ハ
専
ら
流
行
す
。
其
法　

皇
国
へ
流
行
た
る
も
さ
し
て
異
成
事
な
し
。
彼カ
ノ

国
ニ
て
ハ
種
痘
す
れ
ハ
天
行
痘
ハ
憂
へ
ず
と
云
り
と
な
ん
。
さ
れ
バ
異
人
の
痘
痕
な
き
ハ
此
故
な
ら
ん
。

　

女
ハ
大
体
男
同
や
う
成
共　

皇
国
の
女
よ
り
ハ
背セ

高
く
し
て
肥
た
る
も
の
ハ
稀
也
。
多
く
ハ
優
形
也
。

　

髪
ハ
惣
髪
ニ
て
、
前
ハ
左
右
に
わ
け
耳
の
辺
へ
解
卸ヲ

ロ

し
、
夫
よ
り
上
へ
上
ケ
、
後
の
髪
と
一
ツ
ニ
集
め
根
を
く
ゝ

り
て
、
笄

カ
ウ
ガ
イ

容
の
物
に
て
天ア
タ
マ窓
な
り
ニ
ま
わ
り
た
る
髷ワ
ケ
ド
メ留
を
根
括
り
の
前
に
当
、
髪
先
ま
で
円エ
ン

坐ザ

の
こ
と
く
ニ
、
又

皇
国
の
病
と
異
国
の
病

は
原
因
が
異
な
る

皇
国
の
病
に
は
皇
国
の

薬
が
効
く

髪
は
前
後
左
右
を
切
り

揃
え
、
色
白
で
、
痘
痕

無
し

〈
参
考
〉

ア
メ
リ
カ
の
種
痘
（
万

次
郎
）

ア
メ
リ
カ
女
性
は
背
高

く
優
形

髪
は
総
髪
で
…
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委
し
き
事
ハ
見
当ト
ヾ
メす
。

　

耳
ニ
ハ
金
銀
抔
に
て
造
り
た
る
輪ワ

を
二
つ
許
さ
く
る
な
り
。

　

化
粧
ハ
セ
ず
、
歯
も
染
ず
、
眉
も
落
さ
ず
。

　

又
土
人
の
語
る
を
聞
ニ
、
唐
国
ニ
て
度
々
遊
女
を
翫
ひ
た
る
に
、
唐
人
の
玉
門
ハ
皆
小
な
り
と
い
へ
り
。
然
れ
ハ

此
地
の
女
は
唐
国
の
よ
り
も
玉
門
大
成
ら
ん
と
お
し
は
か
ら
れ
て
い
と
お
か
し
。

　

又
大
便
を
な
す
ニ
、
前
の
図
の
こ
と
き
も
の
ニ
腰
を
か
け
て
成
也
。
又
紙
ハ
字
の
有
紙
ニ
て
も
忌
ざ
る
也
。
さ
れ

と
唐
人
ハ
文
字
を
学
び
て
字
有
紙
に
て
ハ
拭
は
ざ
る
な
り
。
又
男
の
小
便
を
成
す
ハ
日
本
同
や
う
ニ
て
立
な
か
ら
す

れ
と
、
女
ハ　

皇
国
の
小
女
の
ご
と
く
蹲ツ

ク
バ
ウ踞
て
成
す
也
。

　

す
へ
て
異
人
ハ
肌
を
あ
ら
は
す
事
を
恥
る
。
暑
中
と
い
へ
と
も
肌
ぬ
か
ず
。
沐
浴
ハ
二
月
ニ
一
度
許
し
て
居
、
恒ツ

子

ハ
顔
手
足
を
洗
ふ
の
ミ
に
て
、
其
上
獣
肉
を
食
ふ
故
、
身
体
の
臭ク
サ

き
事
此
方
の
屠エ
タ

家
ニ
も
譬
へ
が
た
し
。

耳
飾
り

化
粧
無
し
、お
歯
黒
無
し

ア
メ
リ
カ
女
性
と
唐
国

女
性

大
小
便
の
仕
方

肌
の
露
出
を
恥
じ
る

　弥
メ

利
リ

堅
ケ

人
ア メ リ カ

髪
先
を
挟ハ
サ

ミ
、
又

曲
り
て
天ア

タ
マ窓
に
そ

ひ
た
る
荒
櫛ク

シ

を
前

ニ
さ
し
其
余
掻カ

ン

頭ザ
シ

や
う
の
物
な
し
、

其
外
少
女
、
中
女

抔
の
結ユ

ヒ

や
う
は
聊

異
る
容
な
れ
共
、
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統
て
亜
米
里
加
諸
州
の
人
情
ハ
淳
朴
に
し
て
、
多
く
詐イ
ツ
ハり
は
い
は
ず
。
人
に
な
さ
け
有
て
よ
く
世
話
を
な
し
、
又

夫
婦
ハ
中
睦ム

ツ
マし
く
、
父
子
兄
弟
の
道
正
し
く
、
又
人
と
喧
嘩
口
論
の
事
稀
成
と
も
、
酒
に
酔
時
ハ　

皇
国
人
よ
り
喧

嘩
口
論
多
き
様
也
。

追
考

　

万
次
郎
云
。
酒
ハ
イ
ヱ
テ
レ
国
よ
り
渡
る
、
さ
れ
と
上
党
の
人
ハ
飲
す
、
下
党
の
も
の
は
か
り
飲
む
な
り
と

云
へ
り
。
さ
れ
は
か
く
酒
乱
多ヲ

ヽ

き
故
、
上
党
の
も
の
は
飲
さ
る
と
見
へ
た
り
。
斯
酒
に
乱
れ
安
き
ハ
酒
の
厚
味

成
る
に
あ
ら
す
、
精
力
薄
き
故
な
ら
ん
か
。
酒
の
事
ハ
下
条
ニ
猶
委
敷
く
記
ス
。

　

君
臣
の
道
定
か
に
ハ
し
ら
ね
ど
も
、
先
船
中
の
容
子
を
見
る
ニ
、
下
々
ハ
能
く
大
将
を
崇ア

ガ

む
れ
共
、
大
将
ハ
高
慢

な
ら
さ
る
故
、
君
臣
の
道
ハ　

皇
国
の
ご
と
く
き
ハ
や
か
に
見
へ
ず
。

追
考

　

皇
国
の
天
皇
ハ　

天
照
大
神
よ
り
今
ニ
皇
統
連
綿
と
し
て　

皇
国
の
天
皇
に
お
は
し
ま
す
の
ミ
に
あ
ら
ず
、

万
世
界
の
総
帝
に
お
は
し
ま
す
也
。
故
に
下
が
下
迄
君
臣
の
道
正
し
く
、
異
国
ハ
こ
れ
に
反
し
て
古
よ
り
今
ニ

ア
メ
リ
カ
人
は
純
朴
、

正
直
、
世
話
好
き

夫
婦
は
仲
睦
ま
じ
い

酒
が
入
る
と
喧
嘩
口
論

が
多
い

〈
追
考
〉

酒
は
下
等
の
者
が
飲
む

（
万
次
郎
）

君
臣
の
道

〈
追
考
〉

君
臣
の
道
、
皇
国
は
正

し
く
、
異
国
は
正
し
か

ら
ず

米
ア メ リ カ

利堅女

至
統
定
ま
ら
ず
し
て
其
国
々
の
ミ
の
か
り
の
小
王
成
故
、

下
が
下
迄
君
臣
の
道
正
し
か
ら
ず
。
委
き
事
ハ
下
ニ
記
ス
。

　

又
支
配
人
よ
り
夫
々
に
役
を
命
ゼ
さ
れ
ハ
仮
令
眼
前
ニ
す

べ
き
事
を
も
見
捨
て
過
す
国
風
俗
也
。
人
に
物
を
贈
り
て
う

け
ざ
る
時
ハ
大
ニ
怒
る
。
仮
令
入
ら
ぬ
物
に
て
も
与
へ
た
る

物
ハ
必
受
る
国
の
習
俗
也
。
人
に
恥
し
め
ら
れ
て
も　

皇
国

ア
メ
リ
カ
の
習
俗
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人
の
こ
と
く
腹
立
し
く
ハ
思
は
ぬ
様サ
マ

也
。
都
て
上
下
共
平
日
の
人
情
を
見
る
ニ
、
都
て
勇
気
ハ
日
本
人
ニ
劣ヲ
ト

り
て
ミ

ゆ
。

追
考

　

皇
国
人
の
猛
勇
成
る
事
ハ
異
国
人
も
よ
く
し
り
た
る
事
、
諸
書
ニ
見
え
た
り
。
其
一
二
を
挙
て
い
は
ん
。
西

洋
人
の
記
し
た
る
鎖
国
論
に
日
本
人
に
一
箇
の
気
象
あ
り
。
我
是
を
号ナ

ヅ
ケて
胆
気
な
り
と
や
い
は
ん
、
英
勇
な
り

と
や
い
わ
ん
。
讐
敵
の
為
に
打
敗
ら
れ
打
負
た
る
の
時
ハ
、
怨
を
得
て
報
ふ
る
事
能
さ
る
の
時
ニ
至
り
て
、
精

神
泰タ

イ

然セ
ン

と
し
て
己
か
腹
を
切
割
き
て
自
殺
す
る
事
を
難カ
タ

し
と
セ
ず
。
其
生
命
を
軽
賎
す
る
事
か
く
の
ご
と
し
。

其
内
乱
の
事
跡
ニ
於
て
実
ニ
駭ヲ

ト
ロく
へ
き
事
充ジ
フ

満マ
ン

セ
り
。
さ
れ
ハ
其
時
其
人
各
々
勇
気
第
一
た
ら
ん
事
を
希
ひ
し

事
明
白
な
り
。

　

其
史
記
の
載
る
処
に
よ
り
て
義
経
、
清
盛
、
楠
、
阿
部倍

か

の
仲
麻
呂
抔
い
へ
る
人
、
及
ひ
其
余
名
誉
の
人
の
大

武
功
あ
り
し
話
を
聞
も
の
ハ
何
れ
も
日
本
自
讃
す
る
事
、
か
の
羅ロ

ー
マ媽
人
タ
ミ
ユ
ツ
子
イ
ス
ラ
ホ
ヲ
及
び
ホ
ラ
ツ

チ
イ
マ
タ
リ
テ
ス
に
於
る
か
ご
と
く
、
成
へ
き
事
を
信
知
す
べ
し
。
こ
ゝ
に
従
来
我
か
談
話
せ
し
所
の
当
下
の

一
証セ

ウ

と
す
る
ニ
足
る
へ
き
ハ
、
か
の
薩
摩
の
国
の
産
な
る
七
人
の
若
士
か
、
賤
き
「
異
国本
ノ
マ□ヽ
」
於
て
、
別
て
和

蘭
人
の
前
に
於
て
、
希
有
の
働

ハ
タ
ラ
キを
成
セ
し
に
て
ぞ
有
け
る
。
其
事
左
ニ
し
る
す
が
ご
と
し
。

　

寛
永
七
年
の
こ
と
成
り
き
。
其
頃
迄
ハ
日
本
も
未
だ
四
方
の
通
路
自
在
に
て
、
国
人
何
れ
の
国
へ
も
随
意
に

通
商
し
た
る
折
成
し
がか

ハ
、
我
一
箇
の
小
船
交
易
の
為
ニ
台タ
イ

湾ワ
ン

に
行
け
り
。
後
に
こ
そ
台
湾
の
地
、
支
那
人
に

取
れ
て
今
に
至
る
迄
支
那
の
所
有
た
れ
。
其
頃
ま
で
ハ
猶
和
蘭
人
の
地
に
し
て
、
当
時
ハ
和
蘭
産
成
る
ピ
ー
ト

ル
モ
イ
ツ
台
湾
の
刺
吏
た
り
し
か
、
遺イ

恨コ
ン

あ
り
て
の
事
に
や
有
け
ん
。
彼
小
船
に
て
渡
り
来
た
る
日
本
人
を
バ

勇
気
は
日
本
人
に
劣
る

〈
追
考
〉

皇
国
人
は
猛
勇

薩
摩
若
侍
七
人
の
台
湾

で
の
武
勇
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痛
く
励ハ
ゲ

し
く
取
扱
ひ
け
れ
ハ
、
日
本
人
謂
へ
ら
く
、
我
身
こ
そ
ハ
あ
れ
都
て
ハ
我
君
の
恥チ

辱ジ
ヨ
クに
こ
そ
と
て
、
国

に
帰
り
て
其
君
に
大
ニ
歎
き
訴
へ
け
る
ハ
、
都
て
忌イ

マ

々
し
き
恥
辱
を
殊
ニ
ハ
ナ
ン
バ
ニ
イ
に
受
て
、
然
も
又
報ム
ク

ふ
へ
き
様
な
か
り
け
る
と
訴
へ
た
り
。

　

こ
ゝ
に
彼
の
君
い
み
し
く
怒
り
し
け
る
か
、
其
訴
へ
た
る
人
共
曰
、
我
君
よ
、
君
も
し
我
等
に
君
の
讐ア

タ

を
報ム
ク

ふ
る
事
を
ゆ
る
し
賜
は
ず
ハ
、
我
等
長
く
君
の
侍ジ

衛エ
イ

た
る
事
能
ハ
す
。
我
等
願
く
ハ
彼
凶
賊
か
首
を
と
り
来
ら

ん
か
、
又
生
な
か
ら
君
の
前
ニ
給
て
参
ら
ハ
君
そ
れ
随
意
ニ
適
当
の
爵
を
加
へ
給
へ
。
我
等
七
人
あ
ら
ハ
事
足

り
ぬ
へ
し
。
海
路
の
危キ

険ケ
ン

成
る
、
城
郭
の
堅
固
な
る
、
侍
衛
の
衆
多
成
彼
が
為
に
防
禦
成
す
と
も
、
如
何
で
か

我
憤フ

ン

悱ヒ

の
鋭エ
イ

利リ

成
る
に
堪
ん
。
彼
等
ハ
南
蛮
人
な
り
、
我
等
ハ
日
本
人
な
り
、
神
孫
也
と
云
て
、
つ
い
ニ
請
求

め
て
許
容
を
得
て
け
り
。
是
実
に
大
胆
の
拳
な
り
と
い
へ
と
も
、
謹キ

ン

審シ
ン

に
し
て
勇
気
と
機
変
と
を
兼
て
、
遂
ニ

此
拳
を
為
得
た
り
。

　

さ
て
折
し
も
海
路
順
に
し
て
恙ツ

ヽ
ガな
く
台
湾
に
至
り
、
刺
吏
と
相
見
て
即
一
斉セ
イ

に
刃
を
抜
て
威
を
示
し
、
彼
を

即
時
ニ
擒ト

リ
コに
し
て
白
昼
に
お
の
が
船
へ
捕
へ
来
り
。
彼
か
衛
士
、
家
族
目
前
に
あ
れ
共
、
威
僅本
ノ
マ
ヽに
敵
対
す
る

も
の
な
か
り
し
と
有
。
豈
美
談
な
ら
ず
や
。

　

此
他　

皇
国
の
武
勇
な
る
事
と
も
多
く
ケ
ン
フ
ル
挙
つ
れ
と
、
さ
の
ミ
記
さ
す
。

　

此
に
さ
つ
ま
人
と
い
へ
る
ハ
、
崎
陽
の
浜
田
兄
弟
及
び
其
党
と
七
人
な
り
と
そ
。
又
亥
之
助
云
、
メ
キ
シ
コ

の
カ
ン
ホ
と
云
も
の
ゝ
宅
へ
、
英イ

吉キ

利リ

須ス

の
公
吏
二
人
来
た
り
て
酒
抔
を
出
し
た
る
に
、
其
時
亥
之
助
給
仕
人

成
り
し
か
、
我
客
体
の
異
成
る
カ
ン
ホ
に
日
本
人
な
る
事
を
聞
て
、
日
本
人
は
と
も
す
れ
バ
人
を
切
る
と
て
忌

嫌
ひ
た
り
。
亭
主
、
い
な
日
本
人
成
と
武
士
に
あ
ら
ざ
れ
ハ
人
を
切
ら
す
、
此
も
の
ハ
商
人
の
類
な
り
と
い
ひ

イ
ギ
リ
ス
人
、
日
本
人

の
武
勇
を
恐
れ
る
（
亥

之
助
）
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け
れ
ハ
、
安
心
し
て
酒
を
飲
た
り
と
い
へ
り
。
又
唐
国
に
て
伊イ

吉キ

利リ

須ス

人
、
亥
之
助
ニ
云
け
る
に
ハ
、
吾
日
本

ハ
行
た
く
思
ふ
、
さ
れ
と
日
本
へ
行
バ
、
定
て
日
本
人
吾
を
切
な
ら
ん
と
、
戯タ

ワ
ムれ
云
た
り
と
な
ん
云
へ
り
。

　

さ
て
此
三
条
ハ
異
人
の
言
ひ
し
事
に
て
、
日
本
人
の
武
勇
成
る
事
ハ
、
万
世
界
の
異
人
ハ
よ
く
知
り
た
る
事

也
。
此
故
ニ　

皇
国
人
ハ
猶
よ
く
武
勇
を
励
ミ
武
を
異
人
共
ニ
示
す
べ
し
。
ゆ
め
〳
〵
太
平
な
り
と
て
武
を
な

ゆ
る
び
ぞ
。

　

又
し
ば
〳
〵
闘ト

ウ

諍ソ
ウ

す
る
を
見
し
に
、
物
を
持
て
打
合
ふ
事
な
く
、
拳コ
ブ
シを
握
て
突
合
ふ
の
ミ
。
さ
れ
ど
傍
な
る
人
見

て
居
て
多
く
ハ
さ
ゝ
ゆ
る
事
な
か
り
き
。
一
方
負マ

ケ

け
ぬ
れ
ハ
其
侭
や
ミ
て
、
雌シ

雄ユ
ウ

を
決ケ
ツ

す
る
に
い
た
ら
ず
。
誠
ニ
鶏

の
蹴ケ

合
ふ
が
如
き
の
ミ
。
さ
れ
と
公
吏
の
眼
に
か
ゝ
る
時
ハ
制
す
る
也
。

追
考

　

異
人
ハ
鉄
炮
を
主
と
し
て
刀
剣
を
傍
に
す
れ
ハ
、
か
ゝ
る
喧ケ

ン

嘩ク
ワ

の
時
も
突
合
ふ
の
ミ
也
。
又
死
刑
も
炮
刑
或

ハ
絞
刑
ニ
て
、
刀
を
以
て
す
る
刑ケ

イ

な
し
。
此
は
元
よ
り
耶ヤ

ソ蘇
教
成
る
故
、
刀
剣
に
て
破
切
す
る
事
忌
な
り
。

　

彼
土
の
衣
服
ハ
、
襯
ハ
莫メ

リ
ヤ
ス

大
小
の
筒
袖
ニ
て
、
裾
よ
り
被
り
頭
を
出
し
、
襟エ
リ

な
く
し
て
、
胸
ハ
牡
丹
ニ
て
留
め
、

其
上
ニ
ハ
長
ケ
ハ
襯
同
や
う
ニ
て
筒
袖
也
。
但
し
、
袖
口
有
、
是
を
牡
丹
ニ
て
留
、
襟エ

リ

ハ
首
の
廻
り
ば
か
り
有
、
胸

ハ
牡
丹
ニ
て
留
む
。
こ
れ
ハ
絹
の
ご
と
き
木
め
ん
に
て
、
名
は
シ
ヨ
イ
チ
と
云
。
其
上
に
ハ
袖
の
な
き
も
の
に
て
、

前
ハ
天ヒ

ロ
ー
ド

鵞
絨
、
哆ラ

羅シ

呢ヤ

或
ハ
繻
子
抔
ニ
て
、
後
ハ
蝋
引
に
て
多
く
ハ
鼠
色
、
前
ハ
牡
丹
の
数
、
十
を。
ば
か
り
あ
り
て

留
る
也
。
か
く
三
重
着
た
る
上
ニ
又
繻
子
容
の
も
の
ニ
て
風エ

リ
マ
キ領
を
す
。
又
其
上
ニ
少
し
長
き
筒
袖
の
羽
織
の
ご
と
き

の
物
、
表
ハ
哆
羅
呢
、
裏
ハ
絹
抔
色
々
有
。
袖
口
に
牡
丹
十
四
五
用
ゆ
。
名
ハ
コ
ー
ツ
と
い
ふ
。

　

足
ハ
組
な
き
股
引
容
の
も
の
ニ
て
牡
丹
ニ
て
留
む
。
名
を
ツ
ラ
ー
シ
ヽ
と
云
。
又
上
履
は
哆
羅
呢
の
を
用
。
是
も

ア
メ
リ
カ
人
の
闘
争
は

拳〈
追
考
〉

異
人
は
刀
剣
よ
り
鉄
砲

ア
メ
リ
カ
人
の
衣
服

シ
ャ
ツ

コ
ー
ト

ズ
ボ
ン
下
（draw

ers

）
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牡
丹
ニ
て
留
む
。
名

は
ド
ロ
ー
ツ
と
云
。

　

足
袋
ハ
俣マ

タ

な
く
し

て
多
く
莫メ

リ
ヤ
ス

大
小
な
り
。

名
は
シ
ト
ケ
シ
ス
と

い
ふ
。
沓
ハ
革カ

ハ

に
て

つ
く
り
、
俣
な
き
足

袋
の
ご
と
し
。
紐
ハ

前
に
て
穴
六
ツ
許
両

方
ニ
有
て
、
一
筋
の

紐
の
両
端
を
ひ
け
バ

縫
合
て
し
ま
る
也
。

其
踵キ

ビ
スは
革
三
枚
也
。

名
ハ
シ
ユ
ウ
ス
と
い

ふ
。
又
上
に
履
沓
あ

り
。
下
ハ
同
し
事
成

れ
と
臑ス

子

迄
あ
る
也
。

名
ハ
ブ
ウ
ツ
と
い
ふ
。

ズ
ボ
ン
（trousers

）

ア
メ
リ
カ
人
の
履
き
物

ス
ト
ッ
キ
ン
グ

シ
ュ
ー
ズ

ブ
ー
ツ

襯
ハダギ

　前面

袴上履前面 袴下履前面

外覆前面 外
ウ ハ ギ

套前面

帽
＊一部省略 
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褌コ
ン

ハ
用
ひ
す
。

　

上
官
の
公
吏
ハ
外
覆
の
肩
に
金
糸
の
房
を
飾カ

ザ

り
付
、
又
腕
に
金
糸
ニ
て
、

か
く
の
如
き
物
付
た
る
公
吏
も
あ

り
。
其
外
ソ
ウ
シ
ヨ
の
印
ま
た
股
引
に
も
印
あ
れ
と
下
ニ
謂
ふ
べ
し
。

参
考

　

亥
之
助
云
。
上
官
の
も
の
ハ
左
右
の
肩
に
金
の
針
金
の
房
抔
の
餝カ

ザ

り
を
付
て
中
官
以
下
ハ
右
の
肩
一
方
に
付

て
、
下
人
ハ
金
を
用
ひ
ず
。
又
股
引
の
縫
目
ニ
哆ラ

羅シ

呢ヤ

を
縫
込
ミ
て
武
士
の
し
る
し
と
す
。
国
々
に
て
色
ニ
違チ
ガ

ひ
あ
り
。
此
墨メ
キ
シ
コ

是
可
ハ
赤
色
、
南
亜
米
里
加
ハ
黄
色
、
伊
吉
里
斯
ハ
鼠
色
、
和
蘭
ハ
白
か
と
思
へ
り
。

　

女
の
服
ハ
、
襯ハ

ダ
キハ
仕
立
形
男
と
同
容
に
絹
に
て
し
た
る
莫メ
リ
ヤ
ス

大
小
な
り
。
色
ハ
白
或
ハ
桃
色
、
其
外
套ウ
ハ
ギハ
仕
立
形
男

と
同
容
に
て
、
胸
の
牡
丹
ハ
あ
ら
わ
れ
ぬ
や
う
に
す
。
繻
子
、
天
鵞
絨
等
を
用
ゆ
。
襟エ

リ

に
ハ
哆ラ

羅シ

呢ヤ

の
容
な
る
も
の

ニ
て
、
首
輪
の
こ
と
く
鰭ヒ

レ

あ
る
も
の
を
少
し
出
セ
り
。

　

さ
て
腰
ハ
珠ジ

ユ
ス
ブ
ク
ロ

数
袋
の
口
の
ご
と
く
紐
を
し
め
て
、
大
小
の
用
を
成
す
時
ハ
左
右
へ
口
を
開
ハ
開
く
る
也
。
腰
に
巻

も
の
あ
り
。
太フ

ト

く
腰
帯
容
の
も
の
ニ
て
、
羽
二
重
を
蝋ロ
ウ

引
に
し
て
烟
管
筒
の
如
く
空
に
し
て
底
あ
り
。
一
方
よ
り
息イ
キ

を
吹
込
ハ
、
其
筒
に
息イ
キ

こ
も
り
て
ふ
と
く
成
る
時
、
捻子
ジ

に
て
留
め
、
夫
を
腰
ニ
ま
き
、
前
に
て
牡
丹
留
と
す
。

　

さ
て
此
物
に
て
腰
太
く
ミ
ゆ
る
を
美
と
す
る
也
。
其
上
に
ハ
袴
の
ご
と
く
ニ
し
て
俣マ

タ

な
く
細
く
襞ヒ
ダ

を
多
く
取
た
る

も
の
を
腰
帯
の
上
ニ
服
す
。
つ
と
め
て
腰
の
太
き
事
を
よ
し
と
す
。

　

沓
は
男
と
同
し
く
陰イ

マ
キ布
ハ
用
ず
。
下
賤
の
も
の
も
廉
ま
な
る
の
ミ
に
て
仕
立
形
ハ
同
し
。

　

冠
ハ
図
の
ご
と
し
。

　

食
時
ハ
日
に
三
度
の
外
食
ハ
ず
。
平
日
の
食
物
ハ
前
に
い
ひ
し
ご
と
く
、
小
麦
の
粉
に
て
造
り
た
る
鶏カ

ス
テ
ラ

蛋
糕
や
う

上
官
の
肩
に
金
糸
の
房

〈
参
考
〉

ズ
ボ
ン
に
武
人
の
印
あ

り
（
亥
之
助
）

ア
メ
リ
カ
人
女
性
の
衣

服
な
ど

腰
太
く
見
え
る
を
美
と

す
る

食
事
と
食
べ
物
の
こ
と
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の
物
、
又
蒸パ

餅ン

、
牛
肉
或
ハ
豆
を
煮
れ
ど
、
其
外
種
々
に
て
、
吾
国
の
ご
と
く
飯
菜
の
分
ち
な
く
、
何
物
に
て
も
各

好
ミ
た
る
物
を
食
し
て
、
腹
さ
へ
満
れ
バ
よ
し
と
す
る
国
風
也
。
米
は
外
国
よ
り
来
れ
共
、
好
ミ
て
ハ
食
は
ず
。
牛

肉
ハ
塩
漬
も
あ
り
。
又
牛
肉
に
塩
を
ふ
り
か
け
蒸
焼
に
し
て
も
食
し
、
又
塩
煮
に
し
て
も
食
ふ
。
芋イ

モ

と
牛
と
塩
煮
に

し
、
或
ハ
油
に
て
揚
抔
し
、
其
外
種
々
の
料
理
あ
り
。
魚
ハ
骨
を
去
り
、
塩
と
豕
の
油
と
を
加
へ
て
煮
、
或
ハ
小
麦

粉
ニ
塩
を
入
れ
、
是
を
付
て
や
き
抔
も
す
る
。
其
外
調
味
品
々
あ
れ
ど
、
吾
国
と
異コ

ト
ニし
て
生
魚
の
鱠ナ
マ
スハ
毒
な
り
と
て

食
ハ
ず
。

参
考

　

亥
之
助
い
ふ
。
彼
土
に
て
ハ
魚
は
小
骨
迄
も
能
抜
さ
り
て
喰
ふ
。
或
日
、
生
魚
の
鱠ナ

マ
スを
食
し
居
た
れ
ハ
、
カ

ン
ポ
と
い
ふ
人
、
生
魚
ハ
毒
な
り
、
食
ふ
ま
じ
と
制
し
た
り
き
。

　

菜
類
ハ
蕪
、
大
根
、
芋
、
蓮
根
、
生
姜
、
苣
、
蕃ト

ウ
ガ
ラ
シ椒、
分
葱
、
芥
子
、
葱
、
穀
類
ハ
小
麦
、
蕎
麦
等
其
他
種
々
あ

れ
ど
、
こ
と
〳
〵
く
ハ
記
さ
す
。

　

酒
ハ
諸
州
よ
り
来
り
て
種
々
あ
り
。
味
ハ
焼
酎
に
美ミ

淋リ
ン

を
和
し
た
る
が
如
し
。
皆
冷
飲
に
て
、
温
め
た
る
ハ
飲
す
。

　

統
て
箸ハ

シ

ハ
用
ひ
ず
。
匙サ
シ

、
熊ク
マ

手デ

、
小
刀
、
此
三
品
に
て
食
す
る
也
。

　

又
金
、
銀
、
幣ヘ

イ

、
色
々
有
。
金
銭
六
角
ニ
て
指
渡
一
寸
、
重
さ
大
凡
十
二
匁
許
に
て
、
価
、
吾
国
の
十
二
両
二
歩

ば
か
り
ニ
当
る
べ
し
。
名
を
ヘ
フ
チ
ダ
ア
ラ
と
云
。
又
金
銭
形
円
く
重
さ
六
匁
ば
か
り
、
名
を
テ
ン
テ
フ
ア
イ
ダ
ー

ラ
と
云
。
又
金
銭
形
円
く
お
も
さ
二
匁
八
分
斗
り
、
名
を
テ
ン
ダ
ー
ア
と
云
。
又
金
銭
形
円
く
お
も
さ
一
匁
四
分
許
、

名
を
フ
ア
イ
ダ
ー
ラ
と
云
。
又
銀
銭
形
円
く
お
も
さ
七
匁
許
、
名
を
グ
ワ
ン
タ
ー
ラ
と
い
ふ
。
又
銀
銭
形
円
く
お
も

さ
三
匁
五
分
許
、
名
を
ア
ヤ
フ
ダ
ラ
と
云
。
又
銀
銭
形
円
く
お
も
さ
一
匁
七
分
許
、
名
を
コ
ワ
タ
と
い
ふ
。
又
銀
銭

生
魚
の
膾
は
毒
と
し
て

食
さ
ず

〈
参
考
〉

メ
キ
シ
コ
で
も
生
魚
の

膾
は
毒
（
亥
之
助
）

野
菜
、
芋
、
麦
な
ど

酒食
事
は
匙
、
熊
手
、
小

刀
で

貨
幣
の
こ
と
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形
円
く
お
も
さ
八
分
五
厘
許
、
名
を
知
ら
ず
。
又
銅
銭
太ヲ
ヽ
ヒ（
大
か
）
さ
八
分
斗
り
、
是
を
百
合
セ
て
一
貫
六
百
文
の
ク

ワ
ン
タ
ア
ラ
の
銀
銭
の
価
と
成
。
又
唐
国
に
て
十
文
ニ
通
用
し
て
名
を
テ
ン
セ
ン
と
云
銅
銭
あ
り
。

　

紙
銭
ハ
用
ひ
ず
。

　

金
に
小
玉
あ
り
て
、
掛
目
に
て
通
用
す
。

　

右
金
銀
の
価
ハ
、
彼
人
、
唐
国
へ
渡
り
て
物
買
ひ
た
る
時
始
て
知
り
た
り
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ヽ
コ
ー
に
て
ハ
知
ら

ず
。

　

あ
る
日
、
一
貫
六
百
文
の
グ
ワ
ン
タ
ー
ラ
に
て
密蜜

か

柑
を
買
し
ニ
二
ツ
呉
た
り
。
又
同
銭
ニ
て
毛
織
の
繻ジ
ユ
サ
ン衫
を
買
ふ

ニ
、
一
枚
呉
た
り
。
此
由
を
異
人
ニ
問
ひ
け
れ
ハ
、
蜜
柑
ハ
五
六
十
里
も
遠
方
よ
り
来
る
故
、
腐ク

サ

れ
易
く
し
て
貴
し
。

毛
お
り
も
遠
方
よ
り
船
来
す
と
い
へ
共
、
此
ハ
腐
ら
ぬ
ゆ
へ
な
り
と
い
へ
り
。

参
考

　

婆ハ

心シ
ン

秘ヒ

稿カ
ウ

と
云
書
に
、
亜
墨
利
加
の
銭
図
あ
り
。
今
こ
ゝ
に
図
に
合
セ
見
る
へ
し
。
又
万
次
郎
云
、
金
を
コ

チ
ル
と
い
ふ
あ
り
。
此
銭
、
一
文
銀
銭
十
文
ニ
当
る
。
金
銭
一
文
を　

皇
国
の
銭
ニ
直
し
て
、
三
十
貫
文
と
成

る
。
又
銀
銭
一
文
ハ
三
貫
文
ニ
当
る
。
又
銀
銭
シ
ル
バ
タ
ラ
と
い
ふ
有
。
此
銭
、
一
文
銅
銭
の
百
文
ニ
あ
た
る
。

銅
銭
の
名
を
シ
エ
ン
ツ
と
云
、
此
一
文　

皇
国
銭
の
三
文
ニ
あ
た
る
。
又
銀
札
を
ペ
パ
マ
子
と
云
。
白
き
紙
ニ

て
長
さ
五
寸
、
幅
三
寸
位
也
と
云
へ
り
。
又
弥
市
の
説
并
ニ
図
あ
れ
と
略
ス
。

　

又
獄
有
て
、
罪
人
は
桎

ア
シ
ガ
セを
は
め
て
土
石
な
と
を
も
た
セ
、
其
他
種
々
の
力
役
を
事
と
す
。
船
中
の
罪
人
ハ
両
手
を

括
り
て
釣
さ
け
梯ハ

シ
ゴに
登
ら
セ
て
久
し
く
置
も
有
。
又
船
中
ニ
も
獄
あ
り
て
、
度
々
入
牢
し
た
る
を
見
た
り
き
。

〈
参
考
〉

『
婆
心
秘
稿
』
に
見
る

ア
メ
リ
カ
の
銭
図

皇
国
の
貨
幣
に
換
算

罪
人
と
罰
、
獄
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追
考

　

図
志
通
解
に
い
ふ
。
国
中
法
を
犯
す
の
大
成
物
ハ
反ム

叛ホ
ン

人
、
人
殺
し
、
強ヲ
ヒ
ハ
ギ劫
、
放
火
等
な
り
。
さ
れ
ど
国
を

立
し
よ
り
以
来
反ム

叛
を
起
セ
し
も
の
一
人
も
な
く
、
又
人
を
殺
す
も
の
ハ
毎
年
多
少
定
ま
ら
ず
。
強
劫
ハ
年
毎

ニ
あ
り
。
又
放
火
ハ
二
十
六
部
中
に
毎
年
五
六
人
に
ハ
過
す
。
又
強
姦
は
毎
年
二
三
人
あ
り
。
情
姦
も
ま
た

時
々
あ
り
。
其
外
争
論
、
喧
嘩
等
あ
り
。

　

先
馬マ

沙サ

諸ソ

些
の
一
部
を
以
て
言
へ
ハ
、
法
を
犯
し
て
監ニ
ウ
ロ
ウ禁
す
る
も
の
、
文
政
四
年
七
十
一
人
、
同
五
年
八
十

四
人
、
同
六
年
九
十
一
人
、
同
七
年
百
七
人
、
同
八
年
八
十
六
人
、
同
九
年
九
十
六
人
、
同
十
年
八
十
一
人
、

同
十
一
年
八
十
人
、
同
十
二
年
百
四
人
、
天
保
元
年
七
十
九
人
、
同
二
年
百
十
五
人
、
同
三
年
七
十
一
人
、
同

四
年
七
十
六
人
、
同
五
年
百
十
九
人
。
文
政
四
年
よ
り
天
保
五
年
ま
て
十
四
年
の
間
監
禁
す
る
も
の
、
合
セ
て

千
二
百
六
人
な
り
。

　

又
天
保
五
年
の
百
十
九
人
を
委
し
く
言
は
ん
ニ
ハ
、
窃セ

ツ

盗ト
ウ

す
る
も
の
八
十
八
人
、
又
己
か
名
を
か
く
し
偽ギ

造ゾ
ウ

〈
追
考
〉

『
新
国
図
志
通
解
』
に

見
る
ア
メ
リ
カ

建
国
以
来
謀
反
を
企
て

た
者
無
し

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州

の
犯
罪
例

亜墨利加銭図
蛮名「ダールトル」 

＊一部省略
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を
成
す
も
の
十
人
、
強オ
ヒ
ハ
ギ劫
す
る
も
の
四
人
、
放
火
す
る
も
の
一
人
、
争
闘
す
る
も
の
五
人
、
情マ
オ
ト
コ姦
す
る
も
の
六

人
、
強
姦
す
る
も
の
二
人
、
脱ダ

ツ
ソ
ウ逃
し
て
又
捕
へ
ら
れ
た
る
も
の
一
人
、
人
を
殺
し
た
る
も
の
二
人
な
り
。

　

又
刑
法
ハ
三
刑
あ
る
の
ミ
。
一
人ま

ま

ハ
絞シ
メ

殺
、
二
ハ
監ヱ
イ
ロ
ウ禁
、
三
ハ
罰ク
ハ
リ
ヤ
ウ贖な
り
。
其
外
桀ハ
リ

首ツ
ケ

、
充エ
ン
ト
ウ軍
、
拷
タ
ヽ
キ
バ
ラ
ヒ
打
等
の

刑
な
し
。
凡
反
叛
、
殺
人
、
海
盗
、
強
劫
、
放
火
等
ハ
絞
死
の
刑
也
。
又
昔
ハ
法
を
犯
す
も
の
甚
た
多
く
し
て

牢ロ
ウ

よ
り
出
る
と
い
へ
共
、
又
犯
悪
を
成
す
事
前
よ
り
甚
だ
し
。
是
ニ
よ
り
て
中
古
よ
り
規キ

模ボ

を
改
め
二
十
六
部

の
監ロ

ウ
ノ
ウ
チ内の
犯
人
を
両
途
に
分
ち
、
善
き
も
の
ハ
広
き
監
に
入
、
悪
し
き
も
の
ハ
狭
き
監
と
し
、
倶
に
相
見
さ
る

容
に
な
し
て
事
業
を
な
さ
し
む
。

　

又
サ
ン
テ
イ
の
礼
拝
日
に
ハ
学
問
を
な
さ
し
む
。
故
に
監ロ

ウ

よ
り
出
て
後
ハ
前
非
を
あ
ら
た
め
、
又
業
を
習
ひ

し
ゆ
へ
生
涯
安
穏
に
暮
す
と
な
ん
云
り
。

　

又
万
次
郎
云
、
亜
米
里
加
州
に
て
ハ
法
を
犯
す
も
の
甚
た
鮮ス

ク

な
し
。
人
を
殺
し
た
る
も
の
ハ
死
刑
と
す
。
其

為
、
悪
業
を
な
し
た
る
も
の
あ
れ
バ
所
々
に
建
札
を
出
し
、
日
限
を
定
め
て
云
、
こ
の
仕
業
な
し
た
る
も
の
な

り
、
殺
す
べ
き
や
い
な
や
と
衆
人
に
し
ら
セ
、
入
札
セ
し
め
て
刑
法
を
定
む
る
也
。

　

又
入
監
中
諸
業
ヲ
な
ら
は
し
む
ゆ
へ
に
、
追
放
の
後
、
生
業
の
基
と
な
る
事
多
し
。

　

ま
た
絞カ

ウ

刑ケ
イ

ハ
柱
を
建
て
細
縄
を
つ
け
、
高
三
四
尺
許
な
る
箱
を
置
、
其
上
へ
罪
人
を
あ
け
、
右
細
縄
を
首
に

か
け
置
、
罪
の
次
第
を
読
終
る
や
否
や
箱
を
取
バ
、
其
侭
首
絞
り
て
死
る
な
り
と
い
へ
り
。

　

又
彼
国
に
て
ハ
一
日
二
十
四
分
の
一
を
一
時
と
す
。
故
に
昼
夜
二
十
四
時
な
り
。
異
人
、
吾
等
に
云
、
日
輪
ハ
三

百
六
十
五
日
に
東
へ
一
周
し
、
又
地チ

球キ
ウ

ハ
一
昼
衣夜
か

二
十
四
時
に
東
へ
一
周
す
。
こ
れ
を
疑
ヒ
、
日
輪
か
昼
夜
二
十
四

時
に
西
へ
一
周
す
る
も
の
と
思
ひ
、
又
地
球
が
動ウ

ゴ

か
ざ
る
も
の
と
思
へ
ハ
、
こ
れ
を
見
る
べ
し
と
て
、
蝋
燭
ニ
火
を

刑
法
の
こ
と

日
曜
日
の
礼
拝
日
に
は

罪
人
に
学
問
を
さ
せ
る

法
を
犯
す
者
は
少
な
い

（
万
次
郎
）

ア
メ
リ
カ
は
二
十
四
時

間
制
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と
も
し
、
左
よ
り
右
へ
周メ
グ

ら
し
見
セ
て
、
も
し
日
輪
か
如
斯
動
き
周
る
も
の
成
ら
ハ
、
日
輪
ハ
矢
よ
り
も
疾
き
理
な

れ
ハ
、
日
輪
の
後
へ
か
く
火
光
を
引
く
べ
き
ニ
、
然
も
な
き
ハ
、
日
輪
ハ
動
す
し
て
地
球
の
一
昼
夜
二
十
四
時
に
東

へ
一
周
し
て
、
日
輪
の
動
さ
る
事
を
知
る
へ
し
と
云
り
。

　

又
地
球
機
を
出
し
火
を
上
に
と
も
し
地
球
を
ま
ハ
し
て
今
ハ　

皇
国
ハ
朝
成
又
伊
吉
利
須
辺
ハ
午
刻
な
ら
ん
と
、

地
球
を
動
か
し
て
地
動
成
事
ヲ
指サ

シ
ヲ
シ点
ゆ
。

参
考

　

観
象
図
説
ニ
視
動
、
実
動
と
い
ふ
事
有
。
譬
へ
ハ
船
に
の
り
て
川
を
下
る
ニ
船
の
行
事
を
知
ら
す
。
反
て
岸

の
退
く
か
と
思
ふ
。
こ
れ
を
視
動
と
い
ふ
。
其
実
ハ
岸
退
く
ニ
あ
ら
す
し
て
、
船
行
く
な
り
。
此
を
実
動
と
い

ふ
と
あ
り
て
、
他
の
動
く
を
し
ら
す
し
て
日
輪
動
く
と
思
ふ
ハ
視
動
な
り
。

委
し
き
事
ハ
本
書
を
見
て
知
る
へ
し
。
又
異
人
の
灯
火
を
以
て
地
動
を
さ
と
し
た
る
ハ
め
づ
ら
し
き
よ
き
譬
へ

也
。

　

又
毎
年
月
々
の
日
数
定
ま
り
て
三
十
日
の
月
あ
り
、
又
三
十
一
日
の
月
も
有
。
二
月
の
ミ
二
十
八
日
な
り
。
さ
れ

と
閏
年
ハ
二
十
九
日
な
り
。
又
一
年
の
日
数
ハ
三
百
六
十
五
日
に
定
ま
り
て
、
四
年
目
三
百
六
十
六
日
な
り
。
此
を

閏
年
と
云
。

参
考

　

此
暦
法
、
西
洋
に
て
正
、
三
、
五
、
七
、
八
、
十
、
十
二
、
此
七
月
ハ
三
十
一
日
也
。
又
四
、
六
、
九
、
十

一
、
此
四
月
ハ
三
十
日
也
。
二
月
ハ
平
年
二
十
八
日
、
閏
年
ハ
二
十
九
日
也
。
彼
の
国
の
正
月
元
日
は　

皇
国

の
冬
至
よ
り
十
一
、
二
日
目
也
。
今
乙
卯
の
年
を
彼
国
の
千
八
百
五
十
五
年
と
す
。

〈
参
考
〉

『
遠
西
観
象
図
説
』

視
動
と
実
動

閏
年
の
こ
と

〈
参
考
〉

西
洋
の
暦
法
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亜
米
里
加
暦　
　

皇
国
暦

正
月
元
日　
　
　

寅
十
一
月
十
四
日
ニ
当
ル

二
月
一
日　
　
　

十
二
月
十（

十
六
日
か
）
六
ニ
当
ル

三
月
一
日　
　
　

卯
正
月
十
四
日
ニ
当
ル

四
月
一
日　
　
　

二
月
十
六
日
ニ
当
ル

五
月
一
日　
　
　

三
月
十
六
日
ニ
当
ル

六
月
一
日　
　
　

四
月
十
八
日
ニ
当
ル

七
月
一
日　
　
　

五
月
十
九
日
ニ
当
ル

八
月
一
日　
　
　

六
月
廿
日
ニ
当
ル

九
月
一
日　
　
　

七
月
廿
一
日
ニ
当
ル

十
月
一
日　
　
　

八
月
二
十
二
日
ニ
当
ル

十
一
月
一
日　
　

九
月
二
十
三
日
ニ
当
ル

十
二
月
一
日　
　

十
月
廿
三
日
ニ
当
ル

　

又
正
月
元
旦
、
五
節
句
等
の
式
な
し
。
ホ
ー
テ
ジ
ユ
ラ
イ
、「
ケ
シ
メ
シ
」「
サ
ン
デ
イ
」、
此
三
ツ
の
式
あ
る
の
ミ
。

参
考

　

万
次
郎
云
。
正
月
又
五
節
句
等
の
規ギ

式シ
キ

な
く
、
月
毎
ニ
七
日
目
々
々
は
上
下
共
ニ
家
業
を
休
む
の
ミ
也
。
是

を
カ
ア
ド
と
い
ふ
と
な
ん
云
り
。

　

又
彼
地
ハ
通
歳
大
体　

皇
国
の
九
月
頃
の
時
候
成
共
、
二
月
ハ
袷
に
繻ジ

ユ

絆バ
ン

、
其
余
ハ
単ヒ
ト
ヘ
モ
ノ衣ニ
て
も
居
ら
る
ゝ
也
。

ア
メ
リ
カ
暦
と
皇
国
暦

＊�

１
８
５
５
年
1
月

1
日
は
安
政
元
年
寅

十
一
月
十
三
日
に
当

た
る
。
以
下
同
様
に

皇
国
暦
は
各
1
日
繰

り
上
げ
る
の
が
正
し

い
ア
メ
リ
カ
の
休
日

〈
参
考
〉

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
は
通
年

皇
国
の
九
月
頃
の
気
候
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追
考

　

此
地
ハ
北
緯イ

四
十
二
度
の
地
な
り
と
い
ふ
。
さ
れ
ハ　

皇
国
の
津
軽
、
松
前
辺
と
同
容
な
る
べ
き
に
、
さ
も

な
く
て
常ツ

子

に
九
月
頃
と
い
ふ
ハ
信
か
た
く
思
ふ
人
も
有
ら
ん
。
さ
れ
と
寒
暖
ハ
度
数
に
て
ハ
量
ら
れ
ず
。
坤
輿

図
識
ニ
も
熱
帯
の
地
ニ
さ
の
ミ
熱子

ツ

な
ら
さ
る
地
あ
り
。
又
寒
帯
の
地
ニ
寒
な
ら
さ
る
地
あ
（
頭
注
に
よ
る
）
り
。
又

彼
土
ハ
氷
海
の
寒
風
を
受
ざ
る
地
に
て
年
中
暖
成
も
の
也
。
此
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ヽ
コ
ー
は
東
北
共
高
山
ニ
て
屏

風
を
立
た
る
如
き
国
形
に
て
、
寒
風
を
う
け
ざ
る
故
か
く
成
ら
ん
。
又
異
域
寒
暖
の
説
は
三
才
正
蒙
其
他
諸
書

ニ
記
し
た
れ
ハ
、
今
ハ
略リ

ヤ
クス
。

　

彼
土
ニ
在
し
も
久
し
け
れ
ど
、
逗
留
中
雷
ハ
聞
す
。
雨
ハ
三
四
度
の
ミ
降
り
た
り
。
風
ハ
多
く
申
の
方
よ
り
吹
也
。

さ
れ
ど
大
風
ハ
然
ら
ず
。

追
考

　

図ヅ

志シ

通ツ
ウ

解カ
イ

ニ
、
ア
メ
リ
カ
州
の
寒
暑
風
雨
を
委
敷
い
へ
る
章
有
。
略
し
て
大
旨
を
記
ス
。
一
年
の
四
時
同
し

か
ら
ず
。
毎
月
の
寒
暑
も
又
異
な
り
、
故
ニ
万
物
の
生セ

イ

育イ
ク

自
ら
斉ヒ
ト

し
か
ら
ず
。
其
大
略
土
地
の
美
悪
を
知
ら
ん

と
欲
セ
は
、
必
ま
づ
寒
暑
風
雨
の
候カ

ウ

を
知
る
故
ニ
一
寒
暑
針
を
設モ
ウ

け
、
年
月
日
を
以
て
之
を
明
ら
か
に
す
れ
ハ
、

則
其
寒
暑
を
知
る
へ
し
。
風
信
を
知
ら
ん
と
欲
セ
バ
、
必
須ス

ヘ
カ
ラ
ク
年
月
日
を
以
て
是
を
記
す
へ
し
。
方マ
サ

に
其
大
略
を

知
る
へ
し
。

　

馬マ

サ

ソ

サ

沙
諸
些
部
は
波ハ

士
頓
城
の
如
き
毎
年
北
風
三
十
日
、
西
風
四
十
九
日
、
西
北
風
四
十
三
日
、
東
風
三
十
二

日
、
東
南
風
十
六
日
、
南
風
三
十
七
日
、
西
南
風
八
十
八
日
有
。

　

華ワ
シ
ン
ト
ン

盛
頓
城
に
在
て
ハ
北
風
五
十
六
日
、
西
北
風
八
十
七
日
、
東
風
十
六
日
、
東
北
風
三
十
五
日
、
東
南
風
二

〈
追
考
〉

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
気

候カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
は

雷
を
聞
か
ず
雨
少
な
く

〈
追
考
〉

ア
メ
リ
カ
の
気
候（『
新

国
図
志
通
解
』）

ボ
ス
ト
ン
の
気
候

ワ
シ
ン
ト
ン
の
気
候
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十
四
日
、
南
風
四
十
日
、
西
南
風
五
十
五
日
、
西
風
五
十
六
日
。

　

累ラ
ウ
シ
ア
ナ

斯
安
部ブ

の
巴ハ
ト
ン
ニ
イ
ロ

頓
而
碌
城
ニ
在
て
ハ
、
十
一
月
内
北
風
ハ
則
三
十
九
日
、
西
風
七
日
、
東
北
風
十
一
日
、
東

風
五
十
九
日
、
東
南
風
十
六
日
、
南
風
七
十
一
日
、
西
南
風
十
五
日
、
西
風
一
百
四
十
六
日
。

　

土
地
の
美
悪
も
又
知
る
へ
し
。
雨
の
多
少
を
知

（
知
ら
ん
と
、か
）

ら
ん
欲
セ
ハ
、
須
く
上
年
毎
月
日
有
天
の
星
辰
、
雲
霧
を
記

し
て
考
へ
て
之
を
知
る
へ
し
。
馬マ

サ

ソ

サ

沙
諸
些
省
波ホ

士ス

頓ト
ン

城
に
在
て
ハ
、
毎
年
ニ
約
二
百
二
十
四
日
天
晴
。
八
十
四

日
雲
ヲ
起
し
雨
を
下
す
。
二
十
四
日
雪
を
降
ら
す
。
華
盛
頓
城
ニ
在
て
ハ
毎
年
天
晴
二
百
二
十
二
日
。
雲
を
興

す
事
五
十
八
日
、
雨
を
降
す
事
七
十
二
日
、
雪
を
ふ
ら
す
事
十
三
日
。

　

累ラ
ウ
イ
ン
ア
ナ

斯
安
の
巴ハ
ア
ト
ン
ニ
イ
ロ

頓
而
碌
城
に
在
て
ハ
、
十
一
月
内
天
晴
百
六
十
二
日
、
雲
を
起
す
事
七
十
六
日
、
雨
を
下
す
事

九
十
七
日
、
雪
を
降
す
ハ
則
な
し
と
記
と
有
て
、
彼
国
に
て
ハ
あ
ら
か
じ
め
定
り
あ
れ
と
、

　

皇
国
ハ
御
神
の
御
は
か
ら
ひ
ニ
て
、
海
岸
抔
は
時
成
ら
す
暴ボ

ウ

浪ロ
ウ

、
逆ゲ
キ

風フ
ウ

、
烈レ
ツ

雨ウ

有
て
、
時
候
不
和
な
る
国
な

り
と
て
、
異
人
の
恐
る
ゝ
国
な
り
。
又
ケ
ン
プ
ル
か
鎖
国
論
に
云
へ
る
は
、
日
本
ハ
東
方
隔
絶
の
境
に
あ
り
、

造
化
又
是
に
恵
む
に
勝
れ
て
、
暴
猛
老危

か

険
の
海
を
以
て
し
て
、
殆
行
て
至
る
へ
か
ら
ず
。
攻
て
克カ
タ

べ
か
ら
ざ
る

の
地
た
る
事
を
行
セ
し
ぬ
。
是
ゆ
へ
に
、
南
方
諸
国
よ
り
渡
来
す
る
海
舶
周
歳
の
内
多
く
ハ
暴
風
、
逆
浪
を
犯

す
の
時
ニ
し
て
、
我
徒
の
舶
行
に
用
ゆ
へ
き
の
日
ハ
僅ワ

ヅ
カニ
少
許
の
間
成
の
ミ
。
厳
石
多
き
海
岸
に
接セ
ツ

す
る
ニ
、

曲
隈
浅
水
充
満
セ
る
の
海
を
以
し
、
大
舶
を
お
く
る
処
な
し
。
但
ニ
一
箇
の
佳カ

港コ
ウ

有
て
、
稍
著
大
な
る
舶
を
も

容イ
ル

る
ゝ
ニ
宜
し
。
こ
れ
を
長
崎
港
と
い
ふ
と
い
へ
り
。

　

猶
風
の
事
ハ
、
下シ

モ

の
神
風
の
条
ニ
詳ク

ハ密
し
く
記
ス
。

　

清
太
郎
云
。
墨シ（

ま
ま
）キ
シ
コ

是
可
に　

皇
国
人
の
子
ニ
て
名
ハ
知
ら
ず
。
此
人
今
墨
是
可
の
「
ソ
ー
ジ
ヨ
」
と
な
り
て
鳥テ
ツ
ホ
ウ
ウ
チ

銃
子

バ
ト
ン
ル
ー
ジ
ュ
の
気
候

皇
国
は
天
然
の
要
害
に
守

ら
れ
た
、
異
人
の
恐
れ
る

国『
鎖
国
論
』

長
崎
港

メ
キ
シ
コ
に
い
る
皇
国
人
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成
共
、
才
勇
あ
り
て
、
諸
人
畏
服
す
る
由
。
此
地
ニ
て
「
タ
メ
ス
チ
ヤ
ア
エ
」
か
た
れ
り
。
又
唐
国
の
上
海
に
て
も

乙
吉
い
ふ
。　

皇
国
人
の
子
、
今
墨メ

キ
シ
コ

是
可
国
ニ
あ
り
て
、
合
衆
国
ニ
墨メ
キ
シ
コ

是
可
の
地
を
う
ば
わ
れ
た
る
を
取
か
へ
さ
ん

と
て
勇
ミ
居
る
由
、
語
り
き
。

追
考

　

万
次
郎
云
。
合
衆
国
と
墨
是
可
と
の
間
ニ
「
テ
シ
タ
」
と
云
国
あ
り
。
此
を
二
国
よ
り
争
ひ
て
鳥
銃
を
放
合

ふ
を
沖
よ
り
見
た
り
と
い
へ
り
。
然
ハ
此
時
の
事
な
ら
ん
。

　

近
世
外
国
々
に
ハ
奇
成
薬
有
て
、
鏡カ

ヾ
ミに
其
薬
を
ぬ
り
て
万
象
の
影
を
う
つ
せ
バ
、
即
染
着
て
永
く
消
滅
セ
す
と
云
。

己
か
肖

シ
ヤ
ウ

像ゾ
ウ

、
父
母
妻
子
及
び
兄
弟
朋
友
抔
の
像
を
う
つ
し
持
た
る
も
の
多
し
。

　

其
術
の
大
略
を
聞
ニ
、
畳
八
枚
敷
計
成
る
室
の
表
三
方
を
聞開

か

き
て
明
を
取
、
其
中
央
ニ
椅イ

子ス

あ
り
、
其
前
ニ
一
尺

七
八
寸
許
成
台
の
上
に
箱
を
の
す
。
か
く
て
此
室
悉
素
色
ニ
す
。
蓋

ケ
ダ
シ

彩
色
有
も
の
ハ
鏡
に
色
の
う
つ
ら
ん
事
を
恐

る
ゝ
成
る
べ
し
。
さ
て
移
さ
ん
と
す
る
其
人
を
、
彼
椅
子
ニ
倚
て
顔
色
、
衣
服
を
整

ト
ヽ
ノ
アへ
し
め
、
其
術
は
彼
方
の
暗ア
ン

室

の
内
ニ
て
彼
奇
薬
を
鏡
面
ニ
ぬ
り
、
鏡
面
を
覆ヲ

ヽ

ひ
て
持
来
り
、
箱
の
内
へ
押
直
し
其
覆
を
取
ハ
、
や
が
て
其
眉
目
鬚シ
ユ

髪ハ
ツ

よ
り
衣
服
の
紋
ニ
至
る
ま
て
微
細
ニ
移
り
て
、
其
影
宛
ア
タ
カ
モ

生セ
イ

動ド
ウ

す
る
か
と
疑
は
る
。
古
今
医
統
ニ
載ノ
セ

た
る
画
写
鏡

法
抔
と
ハ
同
年
の
談
ニ
あ
ら
す
。
父
母
没
後
ニ
も
鏡
を
開
け
バ
、
生
存
の
日
に
相
見
る
が
如
し
。

　

其
他
珍
禽
、
奇
獣
、
異イ

華ク
ワ

、
怪
ク
ワ
イ

木ボ
ク

、
何
に
て
も
後
世
に
得
が
た
き
物
ハ
必
う
つ
し
止
て
蔵
む
と
い
ふ
。
か
く
て
年

月
を
経
て
鏡
く
も
れ
ハ
研ト

ギ

清
め
し
む
る
ニ
、
曇ク
モ

り
ハ
去
り
て
、
其
影
依
然
と
し
て
益
鮮ア
ザ

明ヤ
カ

也
と
ぞ
。

　

又
大
舶
軍
艦
に
ハ
必
大
鏡
を
齎モ

タ
ラし
て
外
国
の
津
へ
着
毎
ニ
鏡
を
捧サ
ヽ

げ
て
影
を
引
き
城
郭
、
市
店
、
民
居
、
村
落
、

悉
く
模モ

写シ
ヤ

し
て
去
る
と
い
へ
り
。

〈
追
考
〉

ア
メ
リ
カ
と
メ
キ
シ
コ

の
争
い
（
万
次
郎
）

写
真
の
こ
と

写
真
の
撮
り
方

写
真
の
父
母
は
生
き
て

い
る
か
の
よ
う
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又
此
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ヽ
コ
ー
の
山
ハ
、
日
本
と
大
抵
同
容
成
共
、
不
毛
の
山
多
し
。
川
ハ
至
て
少
な
し
。
地
ハ
砂

地
多
し
。
又
溜
り
池
ハ
あ
れ
ど
造
池
ハ
な
し
。
井
戸
ハ
市
中
に
て
一
ツ
よ
り
見
当
ら
ず
。
金
銀
ハ
小
魚
よ
り
多
く
出

て
鉄
も
多
し
。
又
黄
銅
も
相
応
に
有
。
真シ

ン

鍮チ
ユ
ウハ
少
く
、
又
此
辺
の
地
を
見
る
ニ
山
七
分
、
平
地
ハ
三
分
ニ
て
、
地
を

開
け
ハ
何
程
に
て
も
田
地
ハ
出
来
る
な
り
。
さ
れ
共
雨
少
く
池
川
の
水
な
き
土
地
な
る
故
、
水
も
の
ハ
出
来
か
た
か

ら
ん
。

　

又
田
ハ
見
当
ら
ず
。
畑
有
て
芋イ

モ

、
葱子
ブ
カ、
蕪
、
大
根
等
ハ
見
た
れ
ど
、
稲
麦
抔
外
容
の
も
の
見
当
ら
ず
。

追
考

　

万
次
郎
云
。
ニ
ヨ
ロ
カ
辺
の
畑
作
の
内
、
大
根
漸
く
此
節
渡
り
て
大
指ユ

ビ

位
ニ
出
来
た
る
を
人
々
珍
し
か
り
て

ミ
せ
廻
り
し
也
と
い
へ
り
。

　

畑
ハ
馬
ニ
て
す
き
、
鍬ク

ワ

ハ
利ト
ン

鍬グ
ワ

の
こ
と
く
風
呂
な
く
、
鋤ス
キ

ハ
日
本
の
鋤
よ
り
小
く
見
ゆ
。
墨メ
キ
シ
コ

是
可
ニ
ハ
米
両
度
出

来
、
南
亜
米
里
加
ニ
ハ
綿
多
し
。
ニ
ヨ
ロ
カ
ハ　

皇
国
同
様
ニ
て
、
五
穀
其
他
も
皇
国
ニ
同
し
と
異
人
い
へ
り
。

追
考

　

万
次
郎
い
ふ
。
麦
、
蕎
麦
等
を
刈
に
ハ
、
柄エ

の
長
き
尋
余
も
有
。
大
鎌
に
て
一
間
程
つ
ゝ
一
鎌
に
薙カ
リ

取
る
也
。

其
跡
を
こ
ま
ざ
ら
へ
の
様
成
物
に
て
か
き
集
め
、
こ
な
す
を
は
車
を
馬
に
踏
ま
わ
さ
す
様
ニ
仕
か
け
て
こ
な
す

也
と
い
へ
り
。

　

孫
市
云
。
亜
米
里
加
の
内
に
米
を
作
る
所
も
あ
り
と
聞
及
べ
り
。
さ
れ
共
此
辺
に
て
ハ
見
当
ら
ず
。
小
麦
ハ

沢
山
ニ
有
と
い
へ
り
。
此
辺
と
い
ふ
ハ
墨
是
可
の
内
マ
リ
タ
ラ
の
事
也
。

　

亥
之
助
云
。
墨
是
可
の
サ
ン
ホ
セ
の
近
国
の
年
中
旱カ

ン

魃ハ
ツ

な
る
故
、
川
水
沢
山
の
地
成
ら
て
ハ
稲
作
り
は
な
ら

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
地
勢

不
毛
の
山
と
砂
地

金
銀
鉄
は
多
い

稲
麦
は
見
当
た
ら
ず

〈
追
考
〉

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
辺
の
畑

作
（
万
次
郎
）

畑
は
馬
で
鋤
く

〈
追
考
〉

畑
作
な
ど
（
万
次
郎
）

メ
キ
シ
コ
の
畑
作
（
孫

市
）

メ
キ
シ
コ
の
畑
作
（
亥

之
助
）
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ず
。
さ
れ
と
川
か
ゝ
り
便
利
の
地
ハ
、
二
月
に
植
、
五
月
に
苅
取
、
跡
へ
又
植
、
八
月
九
月
の
頃
刈
取
な
り
と

あ
り
て
、
墨
是
可
ハ
赤
道
に
近
き
国
に
て
雨
降
る
事
稀
成
故
、
稲
ハ
生
り
が
た
し
と
ミ
ゆ
。
さ
れ
ど
水
あ
る
地

ハ
熱
国
な
る
故
、
両
度
も
作
ら
る
ゝ
と
ミ
ゆ
。
さ
れ
ど　

皇
国
の
ご
と
く
産
す
る
ニ
ハ
あ
ら
す
。
又
坤
輿
図
識
、

土
産
穀
類
最本

ノ
マ
ヽを
上
と
す
と
す（
ま
ま
）

れ
と
あ
れ
と
、
此
又
信
し
が
た
し
。
又
ニ
ヨ
ロ
カ
に
て
ハ
、
米
は
皇
国
同
様
ニ

産
す
と
い
へ
共
、
万
次
郎
か
説
に
ハ
、
米
ハ
唐
天
竺
よ
り
精
米
ニ
て
渡
る
由
成
ハ
、
是
又
信
し
か
た
し
。

　

又
一
年
も
居
た
れ
ど
蚊
ハ
た
え
て
居
ず
。
日
蝕
ハ
六
月
廿
八
日
と
思
ふ
日
に
見
た
り
。
月
蝕
ハ
十
月
に
見
た
り
。

北
極
ハ
少
し
高
く
見
ゆ
。
三
日
月
ハ
彼
国
の
十
日
頃
よ
り
十
四
五
日
の
間
に
ミ
ゆ
。

追
考

　

三
日
月
の
出
る
ハ　

皇
国
と
同
し
事
成
共
、
前
ニ
も
記
し
た
る
如
く
彼
国
の
朔
日
、　

皇
国
と
異
成
故
成
ハ

也
。

　

亜
米
里
加
の
国
王
は
十
六
人
ニ
て
廻
り
持
成
よ
し
ニ
聞
け
り
。
又
今
王
の
前
王
の
名
を
ホ
ー
シ
テ
ン
、
其
前
王
を

ワ
ー
シ
テ
ン
と
云
。

追
考

　

万
次
郎
云
。
亜
米
里
加
の
王
城
ハ
、
ヌ
ヨ
ラ
カ
と
云
所
に
あ
り
て
、
王
ハ
四
年
目
ニ
代
り
合
ふ
也
。
其
王
を

撰
ぶ
は
、
諸
国
へ
出
張
仕
居
る
人
の
中
よ
り
力
量
、
才
智
、
学
問
等
に
勝
れ
、
下
々
よ
く
帰
服
な
す
人
を
撰
ひ

て
、
四
年
の
王
と
な
す
。
さ
れ
ど
万
人
よ
く
帰
服
す
る
時
ハ
年
限
満
る
と
い
へ
共
、
又
四
年
王
を
勤
む
也
。
今

の
王
の
名
を
テ
ヘ
ヲ
と
い
ふ
。
王
位
ニ
居
る
内
ハ
一
日
ニ
凡
銀
銭
千
六
百
枚
許
を
領レ

ウ

し
、
又
王
位
を
退
く
時
ハ

此
を
持
て
安
逸
ニ
暮
す
な
り
と
い
へ
り
。

日
蝕
、
北
極
星
、
三
日

月〈
追
考
〉

三
日
月

ア
メ
リ
カ
の
国
王
の
こ

と〈
追
考
〉

国
王
は
選
挙
、
任
期
は

原
則
四
年
（
万
次
郎
）
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又
海
国
図ヅ

志シ

に
、
初
王
華ワ
シ
ン
ト
ン

盛
頓
ハ
、
今
乙
卯
を
距サ
ル

事
五
十
六
年
前
寛
政
十
二
庚
申
年
ニ
卒
ス
。
其
翌
享
和
の

元
年
よ
り
文
化
元
年
迄
四
年
、
阿ア

費ヒ

遜ソ
ン

王
と
な
る
。
其
翌
十
年
よ
り
文
政
三
年
ま
て
八
年
の
間
、
馬マ

底テ
イ

遜ソ
ン

王
位

を
勤
む
。
又
翌
十
一
年
よ
り
天
保
三
年
ま
で
四
年
の
間
、
阿ア

タ
ン
ス

丹
士
の
子
王
位
と
な
る
。
ま
た
翌
四
年
よ
り
同
十

年
よ（

ま
ま
）り
八
年
の
間
、
杳ヨ
ウ
キ
ソ
ン

其
遜
王
位
を
勤
む
。
翌
十
一
年
よ
り
泛ハ
ン
ヒ
ヤ
ウ
リ
ン

標
倫
と
い
ふ
も
の
王
位
と
な
る
と
あ
り
て
、
其

後
ハ
記
さ
ず
。
此
図ヅ

志
ハ
十
余
年
前
の
書
成
る
故
成
ハ
也
。

　

扨
、
両
証
の
ご
と
く
国
王
ハ
下
賤
の
も
の
と
い
へ
ど
も
力
量
、
才
智
、
学
徳
あ
り
て
、
諸
人
帰
服
す
る
も
の

成
ハ
、
忽
国
王
と
成
る
也
。
又
「
ホ
ー
シ
テ
ン
」「
ワ
ー
シ
ン
テ
ン
」
の
二
名
ハ
解
とま

ま

す
。

　

今
王
の
名
を
喜
代
蔵
「
フ
ー
リ
フ
リ
ヘ
ル
モ
ー

（
ー
」と
、か
）と聞
た
り
と
云
り
。
丑
の
六
月　

皇
国
へ
奉
り
し
書
ニ
ハ
大

合
衆
国
大
統
領
姓
斐ヒ

ル
モ
ー
ル謨、
名
美ミ
ル
ラ
ル
ド

辣
達
と
記
し
あ
れ
ば
、
今
王
の
名
ハ
美
辣
達
成
る
へ
し
。「
フ
ワ
フ
リ
ヘ
ル

モ
ー
」
と
い
ふ
ハ
、「
フ
ワ
リ
フ
リ
」
は
姓
成
る
や
官
成
る
や
解
し
か
た
け
れ
バ
、「
ヘ
ル
モ
ー
」
ハ
彼ペ

ル
リ理
成
ら

ん
か
。

　

又
国
王
ハ
十
六
人
ま
わ
り
持
成
と
い
へ
る
ハ
、
二
十
六
人
の
聞
誤
ニ
て
、
海
国
図
志
ニ
首
領
を
立
、
国
法
ヲ

設
る
の
止タ

ヽ

十
三
部
有
、
寛
政
三
年
辛
亥
年
華ハ
ナ

満マ

部ブ

を
増
し
、
同
四
年
大
基
部
を
建
つ
。
同
八
年
典
尼
両西
か

部
を
増

す
。
享
和
二
年
阿ア

□イ

阿ヲ

部ブ

を
増
す
。
文
化
十
一
年
累
新
安
部
を
増
す
。
同
十
二
年
引イ
ン

底テ

安ア

部
を
増
す
。
同
十
三

年
美
士
細
比
部
ヲ
増
。
同
十
四
年
伊イ

リ
イ
ス

理
奈
部
を
増
す
。
文
政
元
年
亜
喇
羅
麻
部
を
増
す
。
同
二
年
緬マ
イ
子

部
を
増
す
。

同
三
年
美
蘇
里
部
を
増
す
。
天
保
七
年
美
是
可
及
ひ
阿ア

ル
カ
シ

干
蘇
部
を
増
、
通
計
二
十
六
部
、
戸
口
凡
千
三
百
余
万

あ
り
と
記
し
有
て
、
十
六
人
ハ
二
十
六
人
の
聞キ

ヽ

誤
ニ
て
、
此
二
十
六
部
ニ
国
王
の
才
徳
あ
る
も
の
を
四
年
毎
ニ

撰
ひ
て
一
部
毎
の
首
領
と
成
、
又
四
年
毎
ニ
其
二
十
六
部
よ
り
諸
人
帰
服
す
る
も
の
一
人
を
撰
ひ
て
王
と
成
也
。

歴
代
の
国
王（『
海
国
図

志
』）

身
分
低
く
と
も
力
量
な

ど
あ
れ
ば
国
王
に
選
ば

れ
る

今
の
国
王
は
フ
ィ
ル
モ

アア
メ
リ
カ
の
州
数
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さ
れ
ど
坤
輿
図
識
に
共
和
政
治
州
と
称
す
る
も
の
三
十
一
国
云
々
と
あ
り
、
又
万
次
郎
ハ
三
十
四
州
成
る
由

い
へ
り
。
此
二
説
ハ
伝
聞
の
誤
成
ら
ん
。
今
ハ
図
志
の
説
に
よ
る
。

　

扨
、
此
書
中
に
国
王
と
記
す
ハ
、
漂
民
の
話
ニ
随
ひ
て
記
し
つ
れ
ど
、
自
ら
記
セ
る
書
に
も
い
へ
る
ご
と
く

大
統
領
ニ
て
、
国
王
ニ
ハ
あ
ら
ず
。
此
を
天
下
ニ
通
称
セ
る
は
異イ

人
の
書
に
、
万
世
界
ニ
五
帝
国
あ
り
、　

皇

国
帝
、
都ト

児ル

格コ

帝
、
独ド

逸イ
ツ

帝
、
魯
西
亜
帝
、
支
那
帝
、
此
五
国
の
ミ
也
と
有
。
さ
れ
ど
払
蘭
西
も
偽ギ

帝
ナ
ポ
レ

オ
ン
卒
し
て
後
帝
国
ニ
成
し
と
云
説
も
あ
れ
ど
、
未
だ
実
証
ヲ
聞
か
ず
。

　

其
次
ハ
王ワ

ウ

爵シ
ヤ
クに
て
、
王
国
と
称
す
る
国
は
英
吉
利
須
、
孛フ
ロ
イ
セ
ン

漏
生
、
第ラ

那子

瑪マ

爾ル

加カ

、
伊イ

斯ス

把ハ

泥ニ

亜ヤ

、
波ホ

爾ル

杜ト

瓦カ

爾ル

、
意イ

太タ

里リ

亜ア

抔
の
国
々
を
、
王
国
と
ハ
云
也
。
又
和
蘭
も
本
ハ
侯コ
ウ

爵シ
ヤ
クの
国
成
け
る
が
、
文
化
年
中
払
蘭
西
国

偽
帝
、
兵
乱
を
起
セ
し
時
、
和
蘭
国
の
太
子
「
フ
リ
ン
ハ
シ
テ
オ
イ
ク
ワ
ル
テ
レ
フ
リ
ス
」
と
云
も
の
勇
猛
ニ

て
、「
ヘ
リ
ア
リ
シ
セ
」
の
地
に
て
、
敵
の
鉄
炮
ニ
当
り
て
手
負
た
る
を
も
事
と
も
セ
ず
、
払
蘭
西
勢
を
追
崩ク

ヅ

せ
し
故
、
偽ギ

帝テ
イ

「
ナ
ホ
レ
ヲ
ン
」
の
勢
惣
敗
軍
と
成
、
其
功
に
よ
り
て
、
魯
西
亜
帝
よ
り
王
爵
を
免
セ
し
よ
り
、

王
国
と
ぞ
成
り
に
け
る
。

　

さ
て
か
く
何
程
強
国
ニ
て
も
帝
国
の
免
し
な
け
れ
ハ
、
自
ら
王
国
と
ハ
成
が
た
く
、
又
支
那
国
ハ
阿
片
煙
一

条
の
兵
乱
、
近
年
ハ
洪コ

ウ
（
頭
注
に
よ
る
）
秀シ
ウ

泉セ
ン

の
内
乱
ニ
て
、
帝
爵
を
除
と
い
ふ
説
有
れ
と
、
此
又
実
証
を
聞
す
。

又
南
北
の
亜
米
里
加
諸
州
は
、
近
年
独
立
の
国
と
成
た
れ
共
、
国
の
首
長
と
も
い
ふ
べ
き
者
ハ
、
大
統
領
役
ニ

て
王
爵
ニ
ハ
あ
ら
ず
。
故
ニ
北
亜
米
里
加
国
も
、　

皇
国
よ
り
王
爵
の
勅
許
を
下
し
賜
は
ら
む
事
を
望
ミ
居
る
由
、

風
聞
あ
り
。

　

さ
て
異
人
ハ　

皇
国
を
帝
爵
の
国
成
と
独ド

イ
ツ逸
、
都ト

児ル

格コ

、
魯
西
亜
、
支
那
抔
の
賤
き
国
と
ひ
と
し
な
ニ
云
成

ア
メ
リ
カ
は
国
王
に
非

ず
、
大
統
領

帝
国

王
国

帝
国
と
王
国

天
皇
は
万
世
界
の
一
大

君
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る
ハ
、
不イ

須ナ

也シ

凶コ

目メ

汚キ
タ
ナ
キ穢
言
ひ
さ
ま
成
れ
ば
、　

皇
国
は
鎖
国
成
る
故
、
何
事
ニ
ま
れ
異
国
へ
ハ
知
ら
し
賜
は

ぬ
国
法
成
れ
ば
、
い
と
も
尊
く　

皇
国
の
天
皇
ハ
万
世
界
の
一
大
君
に
ま
し
ま
す
事
を
知
ら
ざ
る
ハ
理
也
。
よ

し
や
異イ

人
ハ
兎
も
角
も
あ
れ
、
か
ゝ
る
目
出
度
鎖
国
に
生
れ
な
が
ら
、
汚
イ（
ま
ま
）タ
ナ
キ穢
異
国
魂
と
成
り
て
、
支
那
の
孔

丘
抔
の
道
を
尊
信
す
る
も
の
ハ
、　

皇
国
を
東
夷
の
国
抔
と
賤
し
め
謗ソ

シ

り
て
、
唐
国
を
称メ

デ美
、
又
印イ
ン

度ド

の
釈シ
ヤ

迦カ

の
道
を
学
ふ
も
の
は
、
神
を
賤
め
、
仏
を
尊
信
す
。
又
蘭
学
を
成
輩
ハ
、
西
洋
の
事
と
だ
に
い
へ
ハ
、
何
事
ニ

ま
れ
よ
き
と
思
ふ
。
此
等
の
愚
盲
人
に
、　

皇
国
ハ
異
国
ニ
ま
さ
り
て
尊
く
、
又
皇
国
の
天
皇
ハ
異
国
の
帝
抔

い
ふ
も
の
と
ハ
甚
異
ニ
し
て
、
万
世
界
の
一
大
君
に
ま
し
〳
〵
上
も
な
き
尊
き
天
皇
に
な
も
お
は
し
ま
す
事
の

大
略
を
記
し
て
、
彼
愚
盲
人
等
を
警
し
諭サ

ト

さ
ん
。

　

天ア
メ

地ツ
チ

開ワ
カ
ル闢ヽ
の
正
説
ハ　

皇
国
に
の
ミ
伝
は
り
た
り
。
さ
れ
ど
此
開
闢
は　

皇
国
の
ミ
わ
か
る
ゝ
に
ハ
あ
ら
ず
。

万
世
界
の
開
闢
ニ
て
、
異
国
ハ
神
の
産
賜
ふ
国
ニ
ハ
あ
ら
ず
。
自
ら
泥
砂
塩
水
の
凝コ

り
て
成
り
し
国
也
。　

皇

国
ニ
ハ
さ
ニ
あ
ら
ず
、
御
神
の
生
成
し
玉
ふ
国
成
ゆ
へ
に
、
万
世
界
第
一
の
本
ツ
国
也
。
も
と
つ
国
成
ゆ
へ
古

伝
説
も
異
国
ニ
ハ
伝
は
ら
さ
れ
ど
、　

皇
国
ニ
ハ
正
し
く
今
に
伝
は
り
た
り
。

　

扨
、
天
地
ハ
斯
開
け
ぬ
れ
ど
、
狭サ

バ
ヘ蝿
成
す
荒
振
神
の
ミ
に
て
、
其
を
治
め
賜
ふ
万
世
界
の
大
君
の
な
か
り
け

る
故
、
今
も
千
万
国
を
御
照
し
ま
し
ま
す
天
照
大
御
神
、
高
御
産
巣
日
神
の
御
勅
命
を
以
て
、
千
万
の
国
の
本

国
た
る
豊ト

ヨ

葦ア
シ

原ワ
ラ

の
中
つ
国
ハ
吾
子
孫
の
君
と
成
り
て
、
千
万
の
国
を
治
む
べ
き
国
成
と
て
、
御ミ

孫マ
コ

日ヒ

子コ

番ホ

能ノ

邇ニ
ヽ
キ
ノ

々
芸
命
に
、
汝
往
て
八ア
メ
ノ
シ
タ紘治
む
へ
し
、
天
津
日
嗣
の
隆
ま
さ
ん
事
天
壌ジ
ヤ
ウと
共
ニ
窮キ
ワ
マり
な
け
む
と
宣
て
、
大
御

手
に
天
つ
璽
を
棒
持
し
て
邇ニ

ヽ
キ
ノ

々
芸
命
ニ
宣
賜
ひ
て
、
此
国
に
天
降
し
賜
ふ
ゆ
へ
ニ
、
吾
天
皇
ハ
た
ゞ
皇
国
の
大

君
に
お
は
し
ま
す
の
ミ
に
あ
ら
す
、
世
界
万
国
の
総
大
君
に
な
も
お
は
し
ま
し
て
、
此
邇ニ

ヽ
キ
ノ

々
芸
命
よ
り
今
ニ
皇

異
国
魂
と
な
り
た
る
者

は
「
愚
盲
人
」

皇
国
は
万
世
界
第
一
の

本
つ
国

天
照
大
御
神

高
御
産
巣
日
神

邇
邇
芸
命
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統
連
綿
た
る
事
、
御
神
勅
の
こ
と
く
天
地
の
道
き
は
ミ
、
日
月
の
照
す
限
り
ハ
幾
千
世
を
経フ

る
と
も
動
き
ま
さ

ぬ
、
万
世
界
の
大
君
ニ
な
も
お
は
し
ま
し
て
、
い
と
も
奇ク

ス

し
く
尊
く
上
も
な
き
大
君
ニ
ま
し
ま
す
也
。

　

斯
目
出
度　

皇
国
に
生
れ
な
が
ら
、
異
国
の
賤
し
き
王
と
ひ
と
し
く
思
ふ
ハ
、
な
げ
き
て
も
な
げ
き
足
は
ぬ

愚グ

盲モ
ウ

人
に
こ
そ
あ
り
け
れ
。
異
人
す
ら　

皇
国
の
天
皇
を
「
ケ
ー
ス
ラ
レ
ケ
ン
ユ
ル
ツ
ケ
イ
ヅ
ル
」
と
尊
ミ
奉

り
言
ふ
也
。
此
ハ
鎖
国
論
ニ
あ
り
て
、
世
に
出
賜
ふ
世
の
間
の
帝
と
い
ふ
意
に
て
、
吾
神
典
を
し
ら
ぬ
異
人
す

ら
か
く
崇ア

ガ

め
奉
る
を
、
吾ワ
ガ

大
后
の
尊
く
ま
し
ま
す
事
を
知
ら
ぬ
は
、
異
人
ニ
も
劣
り
た
る
愚
盲
人
ニ
て
、
異
国

の
帝
と
い
ふ
一
二
を
云
ハ
ん
に
ハ
、
先
唐
国
の
帝
と
い
ふ
も
の
ハ
、
本
韃ダ

ツ

靼タ
ン

よ
り
出
て
、
何イ
カ

な
る
も
の
の
子
孫

と
も
知
れ
ざ
る
も
の
成
と
、
威
あ
り
て
明ミ

ン

の
国
を
う
ば
ひ
取
得
て
、
終
ニ
帝
と
な
り
た
る
も
の
ニ
て
、
本
は
賤

し
き
奴
な
り
。

　

又
魯
西
亜
帝
ハ
羅ロ

ー
マ媽
人
、
都
児
格
帝
ハ
韃
靼
よ
り
出
て
、
皆
淸
帝
の
ご
と
く
賤
し
き
奴
よ
り
起
り
て
、
終
ニ

国
を
も
奪
ひ
取
て
勢
あ
れ
ハ
、
諸
人
恐
怖
し
て
帝
と
も
い
へ
と
、　

皇
国
の
ご
と
く
掛
ま
く
も
あ
や
ニ
尊
き
天

照
大
御
神
の
御
孫
ニ
て
、
今
ニ
動
ま
さ
ず
皇
統
連
綿
と
し
て
、
万
世
界
の
総
大
君
ニ
な
も
お
は
し
ま
す
天
皇
と
、

一
並
ニ
思
ふ
へ
か
ら
ず
。

皇
国
ハ
何
事
も
異
国
へ
知
ら
し
賜
ハ
ぬ
国
法
な
る
故
、
か
ゝ
る
尊
き
大
君
の
神
代
よ
り
皇
国
ニ
隠
れ
ま
し
ま
す

事
を
、
異
人
の
知
さ
り
し
も
理
也
。
然
る
を
数
万
年　

皇
国
ニ
溟ク

ヾ
モ
リ涬
て
き
ざ
し
を
含
ミ
賜
ふ
大
君
も
万
世
界
に

あ
ら
は
れ
賜
ふ
大
御
代
成
ハ
、
い
と
も
う
れ
し
く
よ
ろ
こ
ば
し
き
事
譬
ん
方
な
く
、
芽メ

出
度
大
御
世
に
ぞ
あ
り

け
る
。
か
ゝ
る
故
、
よ
し
あ
る
事
を
よ
く
〳
〵
考
へ
さ
と
り
て
、
異
人
と
の
応
接
ニ
夢ユ

メ

々
天
皇
の
御
威
徳
を
お

と
し
奉
る
べ
か
ら
ず
。

唐
国
の
帝
は
韃
靼
の
出

自ロ
シ
ア
帝
は
ロ
ー
マ
の

出
自

ト
ル
コ
帝
は
韃
靼
の
出

自
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又
か
し
こ
に
て
皇
国
の
十
一
月
中
頃
と
も
思
し
き
頃
、「
ケ
シ
メ
シ
」
と
い
ひ
て
馳
走
し
て
会
食
セ
し
日
あ
り
。

「
ケ
シ
メ
シ
」
と
ハ
何ナ

ン
ノ事
成
よ
し
異
人
に
問
け
れ
ば
、
昔
亜
米
里
加
国
の
始
て
開
き
し
日
に
て
、
当
亥
年
ま
て
千
八

百
五
十
一
年
と
な
り
て
、
此
日
は
上
下
と
も
此
の
ご
と
く
に
祝
ふ
と
語
れ
り
。

追
考

　

亜
米
里
加
国
の
開
闢
と
い
へ
ど
此
国
の
開カ

イ

闢ビ
ヤ
クニ
あ
ら
す
。
此
ハ
西
洋
の
中
興
革カ
ク

命メ
イ

の
事
ニ
て
、
此
亜
米
里
加

国
ハ
二
巻
ニ
も
記
し
ご
と
く
、
今
乙
卯
を
距サ

る
事
百
九
十
四
年
前
、
万
治
年
中
に
初
る
。
英イ

キ

リ

ス

吉
利
須
人
此
地
に

人
種
を
移
せ
し
よ
り
年
々
に
開
け
し
国
成
ハ
、
何
事
も
皆
西
洋
の
教
道
に
化
り
た
る
国
也
。
故
ニ
此
開
闢
と
い

ふ
も
西
洋
の
革
命
の
事
ニ
て
、
此
国
の
開
闢
ニ
非
す
。
因
ニ
去
異
国
の
開
闢
の
事
を
諸
書
に
よ
り
て
大
旨シ

を
い

は
ん
。

　

先
支
那
国
に
て
は
梁

リ
ヨ
ウ

旱カ
ン

安ア
ン

の
任ジ
ン

肪ボ
ウ

術ジ
ユ
ツ

異イ

記キ

に
曰
、
昔
盤
古
氏
之
死
也
頭
為
二
四
岳
一
目
為
二
日
月
一
脂
膏
為
二

江
海
一
毛
髪
為
二
草
木
一
又
秦
漢
之
間
の
俗
説
に
盤
古
氏
頭
為
東
岳
腹
為
二
中
岳
一
左
臂
二
南
岳
一
右
臂
為
二
北
岳
一

足
為
二
西
岳
一
、
と
有
。
又
先
儒
の
説
に
、
盤
古
氏
泣
為
二
江
何
一
気
為
レ
風
声
為
レ
雷
目
瞳
為
電
、
と
あ
り
。
又

古
説
ニ
盤
古
氏
喜
為
レ
晴
怒
為
レ
陰
、
と
有
。

　

又
呉コ

楚ゾ

の
間
の
説
ニ
、
盤
古
氏
夫
妻
陰
易陽
か

之
初
也
な
ど
ゝ
有
。
此
は
全
く　

皇
国
の
古
伝
説
を
訛
ア
ヤ
マ
ツて
伝
へ
た

る
も
の
な
ら
ん
。

　

又
西
洋
に
て
ハ
、
造ム

ス
フ
ノ
カ
ミ

物
主
天
地
を
造
成
し
て
後
、
二
塊
の
土
を
以
て
人
の
象
を
造
る
。
男
を
亜ア
タ
ム当
と
い
ひ
、

女
を
厄ヱ

譏ク

と
い
ふ
。
此
万
民
の
始
祖
也
。
是
よ
り
一
千
六
百
五
十
七
年
後
亜ア

細シ

亜ヤ

、
欧ヨ
ウ

羅ロ
ツ

巴パ

、
亜ア

弗フ

利リ

加カ

等
百

五
十
日
の
間
大
洪
水
ニ
て
、
人
民
残
り
な
く
溺ヲ

ボ
レ死
す
。
此
事
を
聖
徳
の
諾ノ
ア
ク厄
と
い
ふ
も
の
、
前
ニ
知
り
て
、
大

ク
リ
ス
マ
ス
の
こ
と

〈
追
考
〉

ア
メ
リ
カ
の
起
こ
り

支
那
の
起
こ
り

ア
ダ
ム
と
イ
ブ
―
西
洋

万
民
の
始
祖

ノ
ア
の
箱
舟
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な
る
箱
船
を
造
り
て
此
災
を
避
く
。
此
子
孫
又
蕃バ
ン

茂モ

し
て
一
大
洲
と
成
る
。
此
を
新
世
界
と
云
。

　

又
開
基
よ
り
三
千
九
百
四
十
七
年
に
当
り
て
、
如レ

ン
デ
ヤ

徳
亜
国
に
一
人
の
女
子
あ
り
て
、
夢
に
神
霊
聖
徳
の
男
子

を
孕ハ

ラ

む
。
其
聖
王
誕タ
ン

生ジ
ヤ
ウの
次
の
年
を
以
て
、
中
興
革カ
ク

命メ
イ

の
元
年
と
な
す
也
。
さ
れ
ど
都ト

児ル

格コ

ハ
嗎マ

哈ゴ

黙メ

多ト

の
法

教
な
る
故
、
嗎マ

哈ゴ

黙メ

多ト

黙メ
ツ

加カ

と
い
ふ
地
よ
り
追
放
セ
ら
れ
し
年
を
以
て
紀
元
第
一
年
と
定
む
。

　

さ
て
本
文
に
亜
米
里
加
の
開
闢
と
い
ふ
ハ
、
此
革
命
の
事
を
云
な
り
。
さ
て　

皇
国
の
開
闢
は
前
条
ニ
も
粗ホ

ヾ

記キ

せ
し
ご
と
く
、　

皇
国
の
ミ
の
開
闢
に
あ
ら
す
。
一
地
球
、
万
世
界
の
開
闢
な
り
。
又　

皇
国
の
人
ハ
皆
神

の
御
末
ニ
て
万
国
の
異
人
に
勝
り
た
る
事
ハ
、　

皇
国
人
ハ
い
ハ
ず
共
、
夷
人
い
よ
〳
〵
も
の
ニ
記
し
云
へ
る

事
な
り
。

　

さ
て
異
人
の
始
祖
ハ
前
ニ
も
記
し
た
る
ご
と
く
、
土
人
形
よ
り
成
た
る
人
種
な
れ
ハ　

皇
国
人
に
ハ
劣ヲ

ト

り
た

る
事
、
広
信
の
言
を
得
ず
し
て
知
り
玉
ふ
べ
し
。
此
一
条
に
諸
書
引
証
数
多
あ
り
て
言
足
は
ぬ
心
地
す
れ
ど
、

長
文
な
ら
ん
事
を
思
ひ
て
略
す
。

　

亜
米
利
加
ハ
国
広
く
し
て
人
民
少
な
く
、
又
異
国
人
多
く
来
た
り
て
住
す
と
聞
け
り
。

追
考

　

海
国
図
志
に
、
国
中
地
広
く
人
希
成
。
近
年
是
を
計
る
ニ
、
寛
政
二
庚
戌
年
ニ
在
て
、
戸イ

ヘ

僅
に
三
百
九
十
二

万
九
千
八
百
廿
七
口
。
天
保
元
庚
寅
年
計
る
ニ

　

白シ
ロ
ヲ
ト
コ
男
五
百
卅
五
万
三
千
零レ
イ

九
十
二
人
、
九
十
歳
以
上
百
歳
ニ
至
る
者
二
千
有
四
十
一
人
、
百
歳
以
上
の
者
三

百
有
一
人
。

　

白シ
ロ
オ
ミ
ナ
女
三
百
十
六
万
八
千
五
百
三
十
二
人
、
九
十
歳
以
上
百
歳
ニ
至
る
者
二
千
五
百
二
十
三
人
、
百
歳
以
上
の

イ
エ
ス
の
誕
生

異
人
は
皇
国
人
に
劣
る

ア
メ
リ
カ
は
国
土
広
く
、

移
住
者
が
多
い

〈
追
考
〉

ア
メ
リ
カ
の
人
口（『
海

国
図
志
』）

エ
ウ
ロ
ツ
ハ
人
ノ
タ
子

エ
ウ
ロ
ツ
ハ
人
ノ
タ
子
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者
二
百
三
十
八
人
。

　

黒ク
ロ
オ
ト
コ
男
十
五
万
三
千
一
百
八
十
四
人
、
百
歳
以
上
の
者
二
百
六
十
九
人
。

　

黒ク
ロ
オ
ミ
ナ
女
十
六
万
五
千
七
百
八
十
人
、
百
歳
以
上
の
者
三
百
八
十
六
人
。

　

奴シモ
オ
ト
コ
僕
百
有
一
万
二
千
零
七
十
五
人
、
百
歳
以
上
の
者
七
百
四
十
八
人
。

　

奴
婢
九
十
九
万
五
千
五
百
四
十
四
人
、
百
歳
以
上
の
者
六
百
七
十
六
人
。

　

白シ
ロ
メ
ク
ラ
瞎
人
三
千
九
百
七
十
四
名ニ
ン

。

　

黒ク
ロ
メ
ク
ラ
瞎
人
千
四
百
七
十
名ニ
ン

。

　

白
の
聾

ツ
ン
ホ

唖ヲ
シ

人
五
千
三
百
六
十
三
名ニ
ン

。

　

黒
の
聾
唖
人
七
百
四
十
三
名
。

　

統
て
共
ニ
千
有
二
百
八
十
六
万
六
千
九
百
十
九
人
と
あ
り
。
又
同
書
二
十
六
部
の
事
を
い
へ
る
条
ニ
ハ
、
天

保
七
年
に
計
る
に
千
三
百
余
万
（
頭
注
に
よ
る
）
口
と
あ
り
て
、
聊
た
が
へ
り
。
又
坤
輿
図
識
に
ハ
人
口
を
記
さ
ず
。

　

さ
て
合
衆
国
ハ
土
地
善
か
ら
さ
る
国
成
ど
も
、
大
凡　

皇
国
を
十
七
、
八
部
も
兼
合
た
る
大
国
也
。
さ
れ
ど

百
余
年
前
よ
り
開カ

イ

墾コ
ン

し
た
る
国
成
故
、
人
口
少
き
な
り
。
皇
国
ハ
十
七
、
八
分
の
一
分
の
国
成
り
と
い
へ
共
、

人
口
衆
多
な
る
事
ハ
又
此
に
倍
す
。
弘
化
年
中
ニ
計
る
ニ
、
人
口
二
千
二
百
九
十
一
万
七
千
八
百
三
十
、
内
男

子
千
三
百
八
十
一
（
頭
注
に
よ
る
）
万
八
千
六
百
五
十
四
口
、
女
子
千
二
百
九
万
九
千
百
七
十
六
口
と
有
。
此
ハ
皆

土ヂ
ヅ
キ着
の
人
の
ミ
ニ
て
、
其
心
勇
猛
な
る
ゆ
へ
彼
国
人
に
比
す
れ
は　

皇
国
ハ
十
倍
す
。
其
上
彼
国
人
ハ
、
諸
州

よ
り
合
衆
し
た
る
人
な
る
ゆ
へ
、
兵
乱
生
死
の
場
に
至
り
て
ハ
衆
人
心
一
致チ

成
が
た
し
。　

皇
国
人
、
異
国
人

を
敵
と
す
る
時
ハ
、
大
八
洲
国
ニ
生
れ
た
る
も
の
皆
味
方
ゆ
へ
、
皆
心
一
致
す
。

ク
ロ
ン
ホ
ノ
タ
子

ク
ロ
ン
ホ
ノ
タ
子

ア
メ
リ
カ
の
広
さ
は
皇

国
の
十
七
、
八
倍
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さ
れ
と
異
国
の
道
を
学
ひ
て
異
国
を
尊
信
す
る
も
の
は
、
や
ゝ
も
す
れ
ハ　

皇
国
の
事
ハ
何
に
ま
れ
悪
し
き

と
思
ひ
て
、
吾
産
国
の
学
ひ
を
謗ソ

シ

る
奴
あ
り
。
此
は
吾
国
の
主
を
謗
り
て
、
他
国
の
主
を
称ホ
メ
ル美
な
り
。
其
内
心
、

生
死
の
場
所
ニ
至
り
て
ハ
計
り
か
た
か
ら
ん
と
思
ひ
つ
れ
ど
も
、
こ
の
異
国
魂
の
奴
ハ
兎
も
角
も
あ
れ
、　

皇

国
ハ
人
口
多
く
其
上
勇
猛
に
し
て
、
心
一
致
仕
安
し
。
又
亜
墨
利
加
は
人
口
少
く
、
其
上
合ヨ

リ

衆ア
ヒ

に
て
心
惰ダ

弱
ジ
ヤ
ク

成
ハ
、
心
一
致
仕
難
し
。

　

又
万
一
吾
海
岸
に
て
兵
乱
に
及
ぶ
と
も
、
彼
ハ
客
船
に
て
、
吾
ハ
主
陸
成
ハ
守
る
ニ
利
有
。
又
彼
ニ
大
艦
大

炮
あ
れ
と
、
吾
ニ
弓
、
槍
、
刃
の
妙
術
あ
り
。
大
炮
は
筒
の
大
小
、
恰カ

ク

好カ
ウ

、
薬
の
多
少
ニ
よ
り
て
遠
近
定
ま
ら

す
と
い
へ
共
、
遠
間
に
て
ハ
薬
の
力
及
び
が
た
し
。
中
筒
ハ
二
十
間
よ
り
四
五
十
間
を
要
と
す
。
又
弓
ハ
二
十

間
内
七
八
間
の
敵
を
防
く
に
ハ
、
其
早
業
鳥
銃
に
勝
る
。
又
其
よ
り
近
く
進
む
時
ハ　

皇
国
固
有
の
鎗
、
長
刀
、

剱
の
奇
術
有
。
総
て
遠
間
の
業
ハ
退
く
に
利
有
。
短
き
物
の
業
ハ
進
む
ニ
利
有
。

　

さ
れ
ど　

皇
国
ニ
は
大
艦
無
け
れ
ハ
、
弓
、
槍ヤ

リ

、
剣ケ
ン

あ
り
と
い
へ
共
進
ミ
が
た
く
、
故
ニ
異
船
を
近
付
打
に

利
あ
ら
ん
。
さ
れ
ど　

皇
国
も
異
国
の
ご
と
く
大
鑑艦

か

、
大
炮
を
製
造
成
て
其
業
を
得
て
進
退
奇
正
の
術
を
心
の

ま
ゝ
ニ
な
す
時
ハ
、
合
衆
惰
弱
の
異
人
と
も
軍
艦
数
万
に
て
吾
海
岸
へ
責セ

メ

来
る
共
、
赤
子
の
大
人
に
敵
す
る
ご

と
く
恐
る
ゝ
に
足
ら
ず
。

　

此
ハ
異
人
も
兼
て
知
居
る
事
と
見
え
て
、
若
日
本
人
大
艦
、
大
炮
を
造
り
て
、
其
業
を
熟

ジ
ユ
ク

得ト
ク

す
る
時
ハ
、
乕ト
ラ

に
翼ツ
バ
サを
生
た
る
こ
と
く
也
と
、
常ツ
子

ニ
異
国
人
い
へ
れ
バ
、
大
艦
、
大
炮
は
実
ニ
海
防
主
用
の
も
の
な
ら
ん
。
猶

海
防
策
ハ
六
の
巻
ニ
詳
密
ニ
記
す

　

亜
米
利
加
の
軍
船
ハ
本
ハ
払フ

ラ
ン
ス

蘭
西
国
よ
り
伝
へ
て
、
今
ハ
軍
艦
九
十
艘
あ
り
。
又
英
吉
利
須
ハ
九
百
艘
あ
る
よ
し

異
国
を
学
ぶ
者
は
皇
国

を
謗
る
傾
向
が
あ
る

皇
国
人
は
勇
猛
、
ア
メ

リ
カ
人
は
惰
弱

ア
メ
リ
カ
の
大
艦
大
砲

は
恐
れ
る
こ
と
は
な
い

大
艦
大
砲
は
海
防
に
必

要ア
メ
リ
カ
軍
艦
は
フ
ラ

ン
ス
譲
り
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聞
た
り
。

追
考

　

軍
艦
本
ハ
払
蘭
西
国
よ
り
伝
へ
た
り
と
い
へ
る
ハ
、
英
吉
利
須
と
戦
争
の
時
、
払
蘭
西
国
よ
り
合
衆
国
の
加

勢
ヲ
成
し
た
り
。
其
時
貰
ひ
た
る
を
云
な
ら
ん
。

　

又
船
数
は
坤
輿
図
識
の
補
に
よ
れ
ハ
、「
フ
レ
カ
ツ
ト
舶
」
加カ

農ノ
ン

炮
四
十
四
坐
よ
り
三
十
六
坐
、
或
ハ
三
十

二
坐
、
又
ハ
二
十
六
門
よ
り
二
十
門
ニ
至
る
者
合
し
て
二
十
三
艘
。
又
一
本
ニ
文
政
十
二
年
所
レ
記
「
フ
レ
カ

ツ
ト
」
舶
四
十
八
艘
、
其
大
な
る
者
迦カ

農ノ
ン

炮
九
十
門
を
備
ふ
と
有
。

　

又
「
ス
ル
ー
ペ
ン
船

（
船
」か
）大
熕
十
八
坐
を
備
ふ
る
者
三
艘
。
又
文
政
十
二
年
記
せ
る
処
十
七
艘
と
あ
り
。

　
「
マ
リ
ツ
キ
舶
」
大
熕
十
八
坐
の
者
二
艘
。「
ス
コ
ー
子
ル
」
舶
、
熕
口
十
二
門
よ
り
十
四
門
ニ
至
る
者
五
艘
。

　
「
カ
レ
イ
エ
ン
」
船
七
艘
、
其
船
卒
船
奴
を
合
セ
て
七
千
五
百
三
十
二
名
、
又
文
政
十
二
年
の
記
載
ニ
ハ
船

卒
二
万
四
千
八
百
人
、
其
俸
金
一
歳
中
ニ
一
百
二
十
三
万
六
千
「
チ
ユ
カ
ト
」、
又
文
政
十
一
年
ニ
至
り
て
ハ

二
層
の
楼
船
尋
常
大
熕
七
十
四
坐
を
備
ふ
へ
き
を
、
本
州
人
ハ
九
十
座
を
備
ふ
と
な
り
。
爾
来
軍
艦
を
造
る
事

一
一ま

ま

年
ハ
一
年
よ
り
も
多
し
。
其
船
材
造
法
も
日
を
追
て
堅
実
と
成
る
其
諸
舶
を
常
ニ
加
拿
太
の
大
湖
に
維ヰ

繋ケ
イ

し
て
非
常
ニ
備
ふ
と
云
と
有
。

　

又
海
国
図
志
ニ
文
化
十
二
乙
亥
年
始
て
水
師
を
管

ク
ワ
ン

領レ
ウ

す
る
官
を
立
つ
。
兵
船
甚
多
か
ら
ず
。
而
る
に
英
吉
利

須
と
戦
を
交
る
事
三
年
地
険
に
心
斉ヒ

ト

し
く
水
戦
練
習
ニ
其
名
終
ニ
著
は
る
。
原モ
ト

大
兵
船
十
五
艘
、
中
兵
船
廿
五

艘
ニ
、
兵
船
一
十
三
艘
、
火
烟
輪
兵
船
一
艘
を
設
く
。
近
年
船
用
に
敷
さ
る
に
よ
り
兵
船
を
造
修
し
復
船フ

ナ

廠グ
ラ

七

彫
刻
場
二
所
を
設
て
歴
年
水
師
に
支
発
す
る
銀
二
百
三
十
一
万
八
千
員
、
船
を
修
す
る
銀
百
有
六
万
五
千
員イ

ン

、

〈
追
考
〉

『
坤
輿
図
識
補
』

フ
リ
ゲ
ー
ト
艦

ス
ル
ー
プ
船

〈
ス
ク
ー
ナ
ー
船
〉
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津
貼
銀
七
十
八
万
二
千
員
、
船
廠
を
修
す
る
銀
七
十
九
万
八
千
一
百
二
十
五
員
、
水
上
費
用
銀
四
十
三
万
八
千

七
百
四
十
九
員
、
南
極
を
巡シ

ユ
ン
リ（
ま
ま
）

査
す
る
費
用
銀
三
十
万
員
、
需
に
共
す
る
銀
五
百
九
十
万
有ア
マ
リ奇
（
ま
ま
）
と
記
セ
り
。

　

又
万
次
郎
い
ふ
。
軍
艦
の
大
な
る
も
の
を
三
段ダ

ン

船
と
い
ふ
。
石
火
矢
七
十
挺
づ
ゝ
三
段
に
備
へ
左
右
ニ
発ハ
ナ

つ

や
う
の
仕
掛
あ
り
て
、
檣
ハ
三
本
、
帆
三
十
端タ

ン
（
頭
注
に
よ
る
）、
水
主
五
百
九
十
人
乗
。
二
段
船
ハ
七
十
挺
つ
ゝ

二
段
に
備
へ
あ
り
。
人
数
三
百
人
乗
、
檣
三
本
な
り
。
小
船
筒
数
二
十
四
挺
、
人
数
百
五
十
人
乗
、
檣
二
本
、

帆
二
十
端
也
と
い
ふ
と
云
へ
り
。

　

此コ
レ

等ラ

の
説
ニ
よ
り
て
見
れ
は
、
年
毎
ニ
船
数
増
し
て
多
く
と
も
少
な
き
ニ
は
降
ら
す
。
又
英
吉
利
須
軍
艦
の

数
ハ
文
化
十
一
年
記
ス
処
に
よ
れ
ハ
、
軍
艦
大
小
八
百
二
十
四
艘
と
あ
り
。
猶
詳ク

ワ
シ密
き
事
ハ
坤
輿
図
識
の
補
ニ

あ
り
き
て
、
異
国
ハ
兵
船
多
く
し
て
航カ

ウ

海
の
業
を
常
と
成
す
故
、
水
練
船
軍
は
よ
く
習
練
な
し
居
れ
ど
、　

皇

国
ハ
異
船
造
り
こ
れ
ま
て
御
制
禁
ニ
て
、
武
士
ハ
馬
上
ハ
心
得
居
れ
と
、
船
中
の
業
ハ
元
よ
り
船
ニ
乗
た
る
事

稀
成
ゆ
へ
、
横
渡
し
の
川
船
に
さ
へ
砕
て
嘔
吐
を
な
す
武
士
の
世
成
ハ
、
何
許
大
艦
製
造
あ
り
て
も
船
に
乗
馴ナ

レ

ざ
る
時
ハ
、
高
名
を
成
す
猛
勇
の
武
士
も
戦
ハ
ず
し
て
忽
病
人
と
な
り
、
生
死
の
堺
に
至
る
へ
し
。

　

此
事
ハ
林
子
平
も
海
国
兵
談
に
呉
々
い
ハ
れ
た
る
こ
と
ニ
て
、
吾
珍
し
く
い
ふ
ニ
ハ
あ
ら
ず
。
先
哲
の
糟ソ

ウ

粕ハ
ク

を
な
め
て
い
ふ
也
。

　

此
事
ニ
付
て
漂
民
清
太
郎
の
噺
あ
り
。
さ
る
時
国
の
士
な
り
け
る
ハ
従
者
十
人
許
召
連
船
に
乗
ら
れ
し
が
、

武
国
成
る
国
柄
ゆ
へ
、
陸
ニ
て
ハ
い
と
権
威
強
く
扱
は
れ
た
る
が
、
船
に
乗
て
二
里
許
沖
へ
乗
出
し
け
れ
ハ
、

忽
船
に
砕
て
煩
悶
転テ

ン

倒ド
ウ

し
て
嘔
吐
を
な
し
け
れ
バ
、
今
ま
で
美
々
し
き
衣
類
も
嘔
吐
の
為
に
目
も
あ
て
ら
れ
ぬ

有
様
と
な
り
、
い
と
あ
わ
れ
に
細
き
声
ニ
て
、
徒カ

士チ

よ
若
党
よ
と
呼
つ
れ
ど
も
、
皆
同
じ
さ
ま
に
な
り
。

メ
ク
リ
シ
ラ
ベ

軍
艦
の
こ
と
（
万
次
郎
）

イ
ギ
リ
ス
軍
艦
の
数

『
坤
輿
図
識
補
』

『
海
国
兵
談
』

海
上
の
訓
練
も
必
要

（
清
太
郎
）
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漸
草
履
取
と
も
思
し
き
跟シ
モ
ベ随
一
人
か
く
ま
て
砕
ざ
り
つ
る
か
、
此
も
の
一
人
ニ
て
顔
の
汚ヨ
ゴ

れ
を
拭ノ
ゴ

ひ
抔
し
て

看
病
し
た
る
有
様
、
陸
に
て
ハ
天
晴
美
々
し
く
権
威
強
か
り
し
武
士
も
、
忽
か
く
な
り
た
ま
ふ
事
の
あ
ハ
れ
さ

よ
と
て
、
船
中
の
者
と
も
気
の
毒
が
り
し
と
な
ん
語
り
き
。

　

武
士
も
常
に
乗
馴
た
ら
ん
ニ
ハ
か
く
ハ
あ
ら
ざ
る
ま
じ
も
の
を
、
横
渡
の
川
船
の
ミ
な
ら
て
ハ
乗
た
る
事
な

き
武
士
多
き
世
な
る
ゆ
へ
、
か
く
砕
た
る
も
理
也
。

　

さ
れ
と
昔
ハ
知
ら
ぬ
唐
国
迄
も
、
公
の
御
使
に
や
こ
と
な
き
人
等
の
行
か
ひ
給
ひ
し
事
、
古
き
書
共
ニ
見
ゆ
。

又
中
古
ニ
も
忍
々
に
行
た
る
も
の
も
あ
り
し
と
見
え
て
、
唐
国
ニ
も　

皇
国
人
海
岸
抔
ニ
て
乱
妨
な
し
け
る
を
、

和
冦
と
ゝ
な
へ
て
い
た
く
恐
れ
て
、　

皇
国
へ
訟ウ

ツ
タへ
来
り
し
事
抔
見
え
た
り
。

　

ま
た
海
国
兵
談
に
、
異
国
の
武
備
志
ニ
も
海
冦
を
防ボ

ウ

禦ギ
ヨ

す
る
手
段
や
う
の
さ
ま
あ
れ
ど
も
、
是
ハ
唐
山
ニ
て
、

倭ワ

寇カ
ウ

と
名
付
て
日
本
の
海
賊
船
を
防
く
仕
形
に
し
て
、
甚
手
軽カ
ル

き
事
ど
も
也
。
是
を
吾
国
防
禦
の
手
本
と
ハ
成

が
た
し
と
い
へ
る
も
、
此
事
也
。

　

又
采サ

イ

覧ラ
ン

異イ

言ゲ
ン

ニ
、
慶
長
十
三
年
呂ロ

宋ソ
ン

ニ
賜
ふ
所
の
御
制
札
に
、
近
年
到
二
其
国
一
日
本
人
作
二
悪
逆
一
輩
有
如
二

呂
宋
法
度
一
可
レ
被
二
成
敗
一
也
於
二
日
本
一
無
二
隔
心
一
、
云
々
。
こ
れ
を
見
れ
ハ
、
国
初
の
頃
吾
邦
人
数
々
彼
国

ニ
至
り
て
海
賊
セ
し
に
依
て
彼
国
よ
り
是
を
告
し
と
見
ゆ
と
有
。

　

又
寛
永
の
頃
、
浜
田
弥
兵
衛
、
渋
田
八
右
衛
門
等
七
人
、
台タ

イ

湾ワ
ン

へ
押
渡
り
て
、
城
主
を
擒ト
リ
コに
仕
た
る
事
、
前

巻
に
記
し
ご
と
く
、
又
長
崎
荒
木
宗
太
郎
、
広
南
へ
渡
り
て
国
王
に
謁エ

ツ

し
、
国
王
の
娘
を
妻
ニ
も
ら
ひ
う
け
て

帰
り
し
事
抔
も
有
。
其
他
諸
書
に
引
証
と
な
す
べ
き
事
数
多
あ
れ
と
略
す
。

　

又
其
頃
渡
海
セ
し
船
ハ
唐
船
造
り
ニ
て
、
彼
宗
太
郎
の
家
に
船
図ツ

を
秘
蔵
セ
る
を
、
守
重
の
安
南
紀
略
に
写

倭
寇

『
海
国
兵
談
』

『
采
覧
異
言
』

寛
永
頃
ま
で
は
海
外
へ

『
安
南
紀
略
』
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し
た
る
を
見
る
に
、
後
篇
に
図
す
唐
船
の
如
く
に
し
て
、
帆
数
大
小
五
ツ
あ
り
。
さ
れ
ど
堅
固
成
事
ハ
唐
船
よ

り
今
の
製
造
の　

皇
国
船
の
方
勝
り
た
り
と
見
え
て
、
肥
後
の
寿
三
郎
等
を
送
り
来
り
し
異
人
の
云
る
に
、
日

本
の
船
ハ
二
三
十
尺
の
長
さ
に
し
て
、
幅ハ

ヾ

ハ
六
尺
よ
り
八
尺
許
、
舳
先
ハ
尖ト
ガ

れ
り
。
是
ニ
よ
り
て
ミ
れ
ハ
、
日

本
の
船
ハ
、
支
那
の
船
よ
り
も
堅
固
に
造
修
セ
る
事
ハ
明
な
り
と
い
へ
り
。

　

さ
て
中
古
迄
ハ
か
く
大
洋
へ
乗
出
て
航
海
の
業
も
よ
く
知
得
た
る
を
、
寛
永
十
三
年　

皇
国
よ
り
異
国
へ
渡

海
一
切
厳ゲ

ン

禁キ
ン

た
る
旨
、
被
仰
出
し
よ
り
、
海
岸
の
ミ
な
ら
ず
ハ
渡
海
な
さ
ぬ
世
と
な
り
け
れ
ハ
、
業
と
な
す
水

主
も
航
海
の
術
未
熟
に
し
て
、
軍
用
ニ
立
が
た
く
、
武
士
ハ
面ヲ

モ

楫カ
ヂ

、
取ト
リ

楫カ
ヂ

だ
に
知
ら
す
。
か
ゝ
る
世
成
れ
ハ
、

船
練
の
業
を
常
ニ
習
ひ
置
度
事
也
。
此
又
海
防
の
主
要
成
ら
ん
。

　

広
信
が
愚
按
に
ハ
、
諸
大
名
参
勤
交
代
の
道
中
費ヒ

金
ニ
て
大
軍
艦
を
造
り
て
、
諸
士
を
渡
海
な
さ
し
め
れ
バ

船
ニ
も
乗
馴
、
終
に
船
業
も
覚
え
、
軍
用
ニ
も
立
ぬ
べ
く
思
ふ
。
こ
ハ
異
船
或
問
に
委
し
く
記
す
。

　
「
ニ
ヨ
ウ
ヨ
ラ
カ
」
ハ
亜
米
里
加
の
都
府
に
て
、
市
中
も
広
く
美
々
し
く
し
て
、
何
一
ツ
だ
に
足
ハ
ぬ
事
な
く
、

繁
花
の
地
の
由
聞
け
り
。

参
考

　

坤
輿
図
識
補
に
、
寛
政
三
年
の
頃
、
此
州
英
吉
利
の
所
属
を
離
れ
、
新
に
不
羈キ

独
立
の
国
と
成
る
。
是
時
に

丁ア
タ
リて
、
闔カ
ウ

府
の
首
府
と
な
し
、
大ダ
イ

政ジ
ヤ
ウ

庁テ
ウ

を
営イ
ト
ナむ
べ
き
地
形
を
択ヱ
ラ

ふ
ニ
、「
子
ウ
ヨ
ル
ク
」
府
、「
ホ
ス
ト
ン
」

府
の
如
き
ハ
、
人
火家

か

稠テ
ウ

密ミ
ツ

の
互
市
場
成
共
、
大
政
庁
を
置
き
征
伐
軍
旅
の
大
事
を
議ギ

し
、
敵
を
防
ぎ
守シ
ユ

禦ギ
ヨ

を
堅

固
に
す
る
形
勢
の
地
に
あ
ら
す
。
是
に
於
て
、
新
に
土
木
の
役
を
興ヲ

コ

し
て
、
此
府
を
造ソ
ウ

築チ
ク

し
、
此
を
話ワ

聖シ
ン

東ト
ン

と

名
づ
く
。

日
本
船
は
支
那
船
よ
り

堅
固

海
外
渡
航
の
全
面
禁
止

（
寛
永
十
二
年
）

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
繁
華

の
地

〈
参
考
〉

『
坤
輿
図
識
補
』

首
府
を
築
造
し
ワ
シ
ン

ト
ン
と
名
付
け
る
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其
府
の
広ヒ
ロ
サ袤
、
英
吉
利
須
里
方
ニ
て
一
百
箇
里
方
積
、
其
市
街
ハ
縦
横
に
往
還
を
通
す
。
其
道
路
の
幅
一
百

三
十
尺
若
く
ハ
一
百
六
十
尺
、
其
街
数
縦
横
各
九
十
よ
り
一
百
町
に
至
る
家
造
ハ
、
西
洋
の
時
風
に
擬ギ

し
、
其

次
序
整セ

イ

正
ニ
し
て
一
線セ
ン

の
曲
折
な
し
。
大
政
庁
ハ
阜
岡
の
上
ニ
建
つ
。
其
他
の
政
所
、
工
作
場
及
ひ
囹ロ

ウ圄
の
造

築
は
、
甚
た
堅
実
ニ
し
て
宏コ

ウ

麗レ
イ

也
。
但
、
其
初
て
築
き
し
両
三
年
の
間
ハ
、
一
市
街
も
人
家
櫛
比
せ
す
。
彼
此

ニ
散
在
し
互
ニ
有
無
を
通
す
る
に
不
便
成
し
と
い
ふ
と
有
。
此
府
の
広ヒ

ロ
サ袤
、
英
吉
利
里
法
ニ
て
、
一
百
箇
里
方

積
と
い
ふ
ハ
、　

皇
国
の
三
里
半
十
五
町
四
十
間
四
方
と
成
る
。
又
周シ

ウ

囲イ

ハ
、
十
四
里
半
十
一
丁
と
成
る
。
さ

れ
と
皇
国
の
東
都
に
ハ
及
ハ
す
。

　

其
他
諸
州
吾
東
都
よ
り
広
大
な
る
府
ハ
、
亜
細
亜
州
ニ
て
ハ
唐
国
の
北
京
な
り
。
城
外
共
周メ

グ
リ囲
三
十
四
里
八

合
な
り
。
又
亜
米
里
加
州
ニ
て
ハ
、
墨
是
可
の
府
周
囲
二
十
六
里
余
也
。
又
亜
弗
里
加
州
ニ
て
ハ
、
厄ヱ

日ジ
ツ

多ト

国

の
該カ

イ

禄ロ

に
て
外
郭
よ
り
中
央
迄
一
日
半
路
あ
り
。
斯
天
下
第
一
の
大
城
な
り
。
其
他
八
紘コ
ウ

通
志
抔
を
見
れ
ば
、

吾
東
都
よ
り
広
大
な
る
ハ
見
当
ら
ず
。

　

又
「
ケ
ン
プ
ル
」
が
鎖
国
論
に
い
へ
る
ハ
、
日
本
の
宏
麗
な
る
言
語
ニ
も
及
ば
ざ
る
所
也
。
然
く
不
大
の
域

に
し
て
か
ゝ
る
莫
大
の
人
数
を
い
る
ゝ
事
、
殆ホ

ト
ン
ト理
外
な
り
と
思
へ
る
人
も
あ
り
な
ん
。
其
諸
太
路
の
ご
と
き
は
、

村
落
城
郭
連
続
し
て
殆
一
列
な
る
か
如
く
、
僅
に
か
の
一
郷
を
出
れ
バ
、
即
又
こ
の
一
郷
に
入
る
。
行
て
数
里

を
経
れ
ど
も
、
唯
々
一
条
の
街
市
ニ
有
る
か
ご
と
く
に
し
て
、
実
ハ
衆
村
の
合
衆
セ
る
事
を
知
ら
す
。
此
只
上

古
別
村
成
り
し
を
以
て
、
今
ハ
合
一
し
た
れ
ど
も
、
旧キ

ウ

に
よ
り
て
其
名ナ

を
異
ニ
す
る
の
ミ
。
又
其
地
城
邑
多
し
。

其
著
大
な
る
ハ
広
大
荘ソ

ウ

厳ゲ
ン

及
ひ
衆シ
ウ

磨マ

な
る
事
、
天
下
諸
城
の
最
大
成
も
の
ゝ
列
に
有
。
其
一
を
「
キ
ヨ
ウ
」
又

ハ
「
ミ
ヤ
コ
」
と
い
へ
り
。
尊
称
也
。
都
城
又
ハ
首
都
と
い
ふ
か
ご
と
し
。「
ケ
ー
ス
テ
レ
イ
ケ
ン
ユ
ル
フ
ケ

〳
〵

ワ
シ
ン
ト
ン
は
広
大
だ

が
江
戸
に
は
及
ば
な
い

江
戸
よ
り
広
大
な
の
は

北
京
な
ど

『
八
紘
通
誌
』
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イ
ヅ
ル
」
の
御
座
た
り
。
竪タ
テ

三
辰
路
［
一
辰
路
吾
半
時
ニ
あ
た
る
］
許
、
横
二
辰
路
許
、
城
下
の
体
甚
斉セ
イ

整セ
イ

ニ

し
て
、
諸
街
相
接
る
処
其
角
最
方
正
也
。
第
二
十
七
の
図
を
見
よ
、
又
江
戸
と
い
へ
る
あ
り
。
実
ハ
全
国
の
首

都
た
り
。「
ウ
エ
ー
レ
ル
ト
ケ
イ
キ
ケ
イ
ズ
ル
」
の
御
座
也
。
我
敢
て
こ
れ
を
天
下
に
し
ら
る
ゝ
隠
れ
な
き
大

城
の
類
た
り
と
い
は
ん
。

　

第
二
十
の
図
を
見
よ
。
此
事
我
己已

か

に
身
自
ら
知
る
所
也
。
城
下
の
口
な
る
品
川
よ
り
駕
し
て
疾ト
ク

な
ら
す
。
徐

な
ら
ず
し
て
大
道
を
通
過
し
て
行
に
、
其
道
実
ニ
微
く
屈
曲
セ
り
と
ハ
い
ひ
な
か
ら
、
終
日
に
し
て
未
た
一
方

の
堺
に
届
事
を
得
ず
と
い
へ
り
。
さ
て
吾
東
都
の
広
大
ニ
し
て
人
火家

か

稠テ
ウ

密ミ
ツ

、
武
士
の
夥
し
く
住
す
る
事
ハ
異
人

も
よ
く
知
る
処
也
。

　

又
老
て
養
ふ
子
な
き
も
の
、
或
ハ
貧
人
な
ど
ハ
上
よ
り
養
ふ
法
あ
る
故
、
亜
米
里
加
に
て
ハ
乞
食
な
と
ハ
な
し
と

い
へ
り
。
故
に
や
此
「
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ヽ
コ
ー
」
に
も
乞
食
ハ
一
人
も
見
当
ら
ず
。

参
考

　

病
院
、
養
院
、
聾
唖
教
道
院
は
、
欧
羅
巴
州
に
て
は
諸
国
と
も
ニ
あ
り
。
亜
米
里
加
州
も
本
西
洋
よ
り
開
墾

し
た
る
国
成
ハ
、
何
事
ニ
ま
れ
彼
国
風
を
慕
ふ
国
柄
な
る
ゆ
へ
、
今
ハ
西
洋
風
と
な
り
て
此
三
院
も
あ
り
。

　

そ
ハ
新
国
の
貧
を
済ス

ク

ふ
こ
と
、
未
た
貧
な
ら
ず
し
て
、
預
ア
ラ
カ
シめ
其
貧
を
防
く
。
既
に
貧
成
ハ
、
則
其
愈イ
ヨ

貧
を
防

く
云
々
、
貧
人
収
作
傭ヨ

ウ

工カ
ウ

し
て
、
倘
人
収
用
す
る
事
な
け
れ
ハ
、
則
本
朝ケ
ン

ニ
済
貧
院
を
設
け
て
以
て
之
を
居
く
。

各
々
分
つ
に
事
業
を
以
て
す
。
得
所
頂チン
数
を
全
ふ
し
て
官
に
入
る
。
倘モ

し
子
女
を
生
め
ハ
、
則
塾チ
ユ
ク

師シ

有
て
之

を
教
ふ
。
府
政
も
又
然
り
。
会
城
村
族
に
至
り
て
一
乞
食
流
離
の
人
有
を
許
さ
ず
。
然
る
に
先
一
済サ

イ

貧ヒ
ン

の
法
を

立
る
に
あ
ら
ざ
れ
ハ
、
又イ

ツ
ク
ン安
ゾ
人
の
食
を
乞
ふ
を
禁
ゼ
ん
。
凡
国
を
有
つ
も
の
、
宜
し
く
意
を
と
ゞ
む
へ
き
処

ア
メ
リ
カ
に
は
養
老
・

救
貧
の
法
が
あ
る

〈
参
考
〉

欧
米
は
病
院
、
養
院
、

聾
唖
教
道
院
を
設
置

〳
〵
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也
と
、
新
国
図
志
に
云
り
。

　

又
同
書
に
風
俗
教
門
、
各
々
好
む
所
に
従
ふ
。
大
抵
波フ

羅ロ

特テ

士ス

頃タ
ン

多
き
に
居
る
設モ
フ

け
て
済
ヒ
ン
ヲ
ス
ク
フ
ヤ
ク
シ
ヨ

貧
館
、

育
ミ
ナ
シ
コ
ヲ
ソ
タ
テ
ル

孤
館
、
医
ク
ス
リ
ヲ
ヤ
ル
館
、
瘋
キ
チ
カ
イ
ノ
リ
ヤ
ウ
ジ

転
館
抔
の
類
あ
り
。
又
各
々
義
学
館
を
設
け
、
以
て
文
学
、
地
理
、
算
法
を
教
ふ
。

又
同
書
に
聾
リ
ヤ
ウ

盲モ
ウ

唖ア

ハ
原
と
無
用
ニ
属
す
。
今
国
内
仁
会
を
立
て
館
ヲ
設
け
訓ク
ン

習シ
ユ
ウし
、
聾
唖
の
如
き
ハ
亦
手
を
以

て
音
を
調
し
て
之
を
教
ふ
。
盲
者
は
即
凸
字
書
あ
り
。
他
を
し
て
手
を
以
て
揣セ

ン

摩マ

し
て
読
し
む
。
幼
ニ
し
て
怙チ
ヽ

恃ハ
ヽ

を
失
ふ
者
ニ
至
て
も
、
嬰
を
育
す
る
の
院
有
と
あ
り
。
又
紅
毛
雑
話
ニ
も
略
説
あ
り
。
此
ハ
西
洋
の
説
な
り

と
い
へ
ど
、
亜
米
利
加
も
本
西
洋
よ
り
伝
来
の
三
院
成
ハ
、
其
意
こ
と
成
事
な
し
。
ゆ
へ
に
附
証
と
す
。

　

貧
院
、
欧
羅
巴
国
中
ニ
「
ア
ル
ム
ホ
イ
ス
」
と
い
ふ
府
有
。
明
人
訳
（
頭
注
に
よ
る
）
し
て
貧
院
と
い
ふ
。
是
国

王
よ
り
建
る
処
に
し
て
、
鰥ク

ワ
ン
ク
ハ寡孤
独
廃
病
の
者
を
養
ふ
。
専
ら
慈
悲
善
根
を
施
す
事
を
第
一
と
す
る
国
風
な
り
。

　

幼
院
、
同
国
中
に
「
ウ
サ
ス
ホ
ー
ス
」
と
い
ふ
府
あ
り
。
明
人
幼
院
と
訳ヤ

ク

す
。
是
又
国
中
の
貧
窮
成
る
者
、

子
を
生
て
も
養
ひ
育

ハ
コ
ク
ムむ
へ
き
為
方
な
く
、
又
是
を
殺
セ
ハ
国
禁
を
犯
セ
る
罪
を
蒙
る
ゆ
へ
、
国
王
両
金全
か

の
方
便

を
以
て
是
を
た
つ
。
下
賤
な
る
者
の
ミ
ニ
あ
ら
ず
、
身
分
貴
け
れ
と
家
貧
な
る
人
の
為
に
も
設
け
た
る
府
也
。

其
子
を
入
る
窓
有
て
、
外
よ
り
其
所
に
音
な
へ
バ
、
役
人
内
よ
り
応ヲ

ウ

し
て
戸
を
開
き
子
を
抱
入
る
な
り
。
尤
年

月
日
時
を
記
し
た
る
牌フ

ダ

を
子
の
胸
に
か
け
し
む
。
夫
よ
り
後
、
乞
戻
し
て
家
に
養
ハ
ん
と
思
ふ
時
、
先
に
府
に

入
る
ゝ
時
記
し
た
る
年
月
日
時
を
認
め
て
彼
窓
ニ
投
入
れ
ハ
、
先
の
牌フ

ダ

と
引
合
セ
て
子
を
戻
す
也
。

　

そ
の
府
の
内
に
は
諸
芸
の
師
匠
あ
り
て
、
男
女
の
児
童
各
々
好
む
所
の
芸
を
教
ふ
。
男
子
ハ
廿
歳
を
限
り
金

銀
を
与
へ
て
府
を
出
し
、
心
の
侭
に
渡
世
を
い
と
な
ま
し
む
。
女
子
ハ
十
五
歳
を
限
り
金
銀
を
与
へ
て
嫁
セ
し

む
る
と
也
。
ゆ
へ
に
国
中
絶
て
捨
子
な
し
と
ぞ
。

『
新
国
図
志
通
解
』

済
貧
館
、
育
孤
館
、
義

学
館
な
ど

貧
院

幼
院

赤
ち
ゃ
ん
ポ
ス
ト

幼
院
内
で
諸
芸
を
教
え

る
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病
院
、
同
国
中
ニ
「
カ
ス
ト
ホ
イ
ス
」
と
云
府
有
、
明
人
病
院
と
訳ヤ
ク

ス
。
此
府
の
使
客
並
ニ
国
中
の
病
者
ハ
、

貴
賤
と
な
く
爰
ニ
居
し
む
。
医
師
、
看
病
人
、
臥
具
、
病
架
に
至
る
ま
て
備
置
て
闕カ

ク
ル事
な
し
。
国
中
の
大レ

貴キ

人
、

月ツ
キ

輪バ
ン

に
此
府
を
頼
る
と
也
。
又
国
中
の
貴
賤
、
病
難
災
難
ニ
か
ゝ
り
た
る
か
、
又
ハ
必
願
有
も
の
、
此
三
院
の

雑
費
に
あ
つ
る
金
銀
財
宝
を
施
入
す
へ
し
と
誓セ

イ

願
を
立
、
成
就
の
上
ニ
て
寄
付
す
る
と
也
。

　

亦
蛮
舶
の
船
の
方
に
「
ア
ー
ル
ム
ー
ス
カ
ス
」
と
い
ふ
箱
有
。「
ア
ー
ル
ム
ー
ス
」
ハ
施
す
と

（
こ
と
、か
）、「
カ
ス
」

ハ
箱
の
事
也
。
此
箱
に
彼
国
王
の
錠
前
有
。
船
中
の
も
の
願
望
あ
る
時
、
成
就
の
上
、
此
箱
へ
何
等
の
も
の
を

入
べ
し
と
祈キ

誓セ
イ

す
る
也
。
此
箱
、
船
長
「
カ
ビ
タ
ン
」
な
り
共
、
私
に
開
事
能
ハ
す
。
本
国
へ
帰
帆
の
上
、
公ヤ
ク

吏ニ
ン

立
合
て
彼
箱
を
開
き
、
其
内
へ
施
入
の
金
銀
を
三
院
の
雑
費
ニ
あ
つ
る
と
な
り
。

　

又
酒
ハ
人
性
（
頭
注
に
よ
る
）
を
ミ
だ
す
故
に
よ
か
ら
ず
と
て
、
近
年
戒
館
を
四
五
千
館
た
つ
。
こ
れ
に
よ
り
て

自ミ
ツ
カら
酒
を
禁
し
た
る
も
の
二
百
万
人
余
、
又
酒
造
の
業
を
変
し
て
他
業
と
な
り
た
る
も
の
四
五
千
戸
、
又
酒サ
カ

舗ヤ

売
人
変
し
て
他
の
売
人
と
成
り
た
る
も
の
七
八
千
店
也
。
猶
、
詳ク
ワ
シ
キ密
事
ハ
亜
米
里
加
風
土
記
に
し
る
し
置
成
ハ
、

こ
ゝ
に
ハ
略
す

東
西
異
聞
巻
ノ
三
終

東
西
異
聞
巻
之
四

　

亜
米
里
加
文
字

病
院

〳
〵

誓
願
成
就
の
上
は
金
銀

を
病
院
な
ど
に
寄
付

船
上
に
慈
善
箱
あ
り

禁
酒

東
西
異
聞
巻
之
三
終

東
西
異
聞
巻
之
四

ア
メ
リ
カ
文
字
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追
考

　

亜
米
里
加
洲
ハ
新
国
成
故
、
此
国
本
学
な
し
。
中
古
、
西
洋
よ
り
何
事
も
渡
り
た
る
国
な
り
け
れ
ハ
、
文
字

も
彼
国
の
横
文
字
を
用
ゆ
る
也
。
今
此
ニ
写
セ
る
は
清
太
郎
自
ら
書
た
る
字
に
て
、
下
二
行
ハ
万
次
郎
が
書
た

る
と
、
蘭
字
と
を
付
し
て
参
考
と
成
す
也
。
又
万
次
郎
の
習
ひ
覚
え
た
る
草
字
を
記
し
て
西
洋
文
字
の
正
体
よ

り
出
た
る
異
体テ

イ

成
る
事
を
和
蘭
父
字
を
付
し
て
示
す
。
西
洋
文
字
ハ
国
々
に
異イ

体テ
イ

多
し
と
い
へ
共
、
本
ハ
一
体

な
り
。

　

扨
、
万
世
界
の
文
字
の
大
旨
を
略
て
い
は
ん
ニ
ハ
、
言
語
ハ
国
々
に
よ
り
て
通
ぜ
ず
と
い
へ
と
も
、
文
字
ハ

異
国
同
字
ニ
て
用
を
成
も
の
也
。
さ
れ
と
言
語
異
成
故
、
字
音
異
成
也
。
た
と
へ
ハ
広

ク
ワ
ウ

東ト
ウ

を
、
唐
人
ハ
「
コ
ン

ト
ン
」
と
い
ひ
、
又
蛮
人
ハ
「
ク
ワ
ン
ツ
ン
」
と
い
ひ
、
広ク

ワ
ウ
セ
イ
西
を
唐ト
ウ

人
ハ
「
コ
ン
シ
ン
」
と
い
ひ
、
又
蛮
人
ハ

「
ク
ワ
ン
シ
ン
」
と
い
ふ
か
ご
と
し
。
さ
れ
ど
唐
国
ハ
文
字
多
く
し
て
一
字
々
々
に
其
義
あ
る
故
、
字
を
習
ひ

〈
追
考
〉

清
太
郎
の
書
い
た
ア
メ

リ
カ
文
字

文
字
は
同
字
だ
が
、
国

に
よ
り
字
音
が
異
な
る

会
話
は
通
じ
な
い
が
、

文
字
で
意
は
通
じ
る

亜米里加文字

 （万次郎の習い覚えた草字）
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覚
え
ぬ
れ
ハ
、
言
語
ハ
通
セ
ず
と
も
、
文
字
に
て
其
意
通
す
。

　

皇
国
の
五ア

イ
ウ
エ
オ

十
音
ハ
一
音ヲ
ン

に
て
意
あ
り
と
い
へ
共
、
二
字
三
字
連レ
ン

合
し
て
詞
ニ
な
る
故
、　

皇
国
言
を
し
ら
ざ

れ
ハ
通
セ
ず
。
又
西
洋
の
文
字
ハ
二ア

ベ
セ
デ
ヱ

十
六
字
よ
り
な
き
故
、
二
字
連レ
ン

合ガ
ウ

し
て
一
音
と
な
る
。
カ
、
イ
二
字
合
し

て
キ
の
字
と
成
、
キ
、
ユ
を
連
合
し
て
ク
と
成
、
カ
、
ヱ
と
組
重
て
ケ
の
字
と
な
り
、
カ
オ
と
重
ね
合
ワ
セ
て

コ
と
成
の
類
ニ
て
、
二
字
三
字
連
合
し
て
一
音
二
言音

か

と
な
さ
し
む
る
字
法
成
故
、　

皇
国
の
一
字
一
音
に
ハ
劣ヲ
ト

り
て
事
殺ソ
キ

過ス
ギ

た
り
。
さ
れ
と
唐
国
の
ご
と
く
生
涯
学
ひ
て
も
字
数
多
く
し
て
覚
え
得
難
き
ニ
ハ
優マ
サ

り
た
り
。

　

又
天
竺
の
文
字
ハ
三
十
五
字
ニ
て
、
活
用
ハ
西
洋
字
法
ニ
似
て
、
ア
ー
イ
ー
抔
の
長
声
を
大
空
音
と
云
。
又

ア
ツ
、
イ
ツ
抔
の
急ツ

マ
ル促
声
を
湿子
（
涅
か
）
槃ハ
ン

音
抔
云
意
味
に
て
、
此
ハ
西
洋
人
の
日
本
を
「
ヤ
ツ
パ
ン
」
と
云
、

又
「
ヤ
ボ
子
ー
セ
ン
」
と
も
云
か
ご
と
し
。

　

又
満マ

ン

州ジ
ウ

の
文
字
は
、
西
洋
の
横
文
字
の
草
を
直
行
に
書
る
さ
ま
の
字
体
也
。
此
ハ
辺
要
分
界
図
考
ニ
あ
れ
ハ

今
ハ
略
す
。

　

又
蒙モ

ウ

古コ

も
固
有
の
文
字
有
と
聞
け
ど
、
其
ハ
未
だ
知
ら
れ
ず
。

　

朝
鮮
の
文
字
ハ
よ
く
人
の
知
れ
た
る
□
□
□
□
抔
の
容
の
文
字
な
り
。
斯
ニ
つ
け
て
思
ふ
ニ
、
近
頃
中
村
主

計
と
い
ふ
も
の
、　

皇
国
神
代
の
文
字
な
り
と
て
人
々
ニ
伝
へ
た
り
。
字
体
を
見
る
ニ
此
朝テ

ウ

鮮セ
ン

字
と
よ
く
似
た
り
。

此
ハ
朝
鮮
よ
り
対
馬
へ
渡
り
た
る
字
に
て
、
古
く
よ
り
対
馬
仮カ

字ナ

と
い
ひ
た
る
も
の
に
て
、
朝
鮮
文
字
ハ
本　

皇
国
よ
り
渡
り
た
る
も
の
也
。
故
ニ
是
又　

皇
国
神
字
の
一
体
也
。

　

さ
て
此
外
固コ

有ユ
ウ

の
文
字
あ
る
国
々
も
有
な
ら
ん
と
思
ほ
ゆ
れ
ど
、
広
信
管
見
に
し
て
及
は
ず
。
又
西
洋
の
文

字
ハ
い
か
成
る
世
に
い
か
成
る
人
の
創セ

イ

製セ
イ

し
た
る
ニ
か
あ
ら
ん
得
し
ら
ず
。
さ
れ
ど
今
乙
卯
の
年
を
距サ
ル

事
四
千

皇
国
の
文
字

西
洋
の
文
字

唐
国
の
文
字

天
竺
の
文
字

満
州
の
文
字

蒙
古
の
文
字

朝
鮮
の
文
字

西
洋
文
字
の
由
来
、
ア

ラ
ビ
ア
数
字
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百
四
十
六
年
前
、
諾ノ

厄ア
ク

と
い
ふ
も
の
、
大
洪
水
に
て
諸
国

一
変
セ
る
時
、
其
前
の
書
冊
を
大
画ハ

コ

に
入
て
其
難
を
逃
た

り
と
あ
れ
ハ
、
古
く
よ
り
あ
り
し
文
字
と
ミ
ゆ
。
又
二
十

六
字
の
外
に
数
量
の
字
あ
り
。
此
ハ
亜ア

剌ラ

比ビ

亜ヤ

国
に
て
創
ハ
シ
メ

て
製
た
る
由
、
ボ
イ
ス
と
云
人
の
撰
ニ
あ
り
と
蘭
学
楷ま
ま

梯
ニ
云
り
。

　

又
清
太
郎
、
亜
墨
利
加
ニ
て
覚
え
た
る
数
量
の
文
字
ハ
左
に
記
セ
る
如
く
、
十
一
ハ
一
を
二
ツ
書
、
二
十
ハ

二
に
○
一
ツ
を
加
、
三
十
ハ
三
に
○
一
ツ
を
加
へ
、
百
ハ
一
に
○
二
ツ
加
へ
、
千
ハ
一
に
○
三
ツ
加
へ
、
万
ハ

一
に
○
四
ツ
加
ふ
也
。

　

さ
て
か
く
西
洋
の
学
ハ
諸
国
に
広
ま
り
て
、
何
事
も
彼
国
風
に
う
つ
り
、
其
を
称メ

ヅ
ル美
世ヨ

と
成
た
り
。　

皇
国

も
今
乙
卯
を
距
事
二
百
五
十
九
年
前
、
慶
長
二
年
始
て
肥
前
の
平
戸
に
蘭
船
来
る
。
夫
よ
り
十

（
四
十
四
か
）四年
後
寛
永
十

八
年
、
始
て
長
崎
に
商
館
を
賜
ひ
て
交カ

ウ

易エ
キ

を
許
さ
る
。
こ
れ
吾
国
に
蘭
学
の
芽キ
サ

し
ゝ
初
也
け
り
。
さ
れ
ど
其
頃

ハ
珍
器
、
薬
種
を
持
参
渡
の
ミ
な
り
き
。

　

か
く
て
彼
国
の
学
ひ
の
実
ニ
始
ま
り
た
る
ハ
、
百
二
年
前
延
享
三
年
ニ
青
木
昆コ

ン

陽ヨ
ウ

、
長
崎
の
訳ツ
ウ
ジ家
吉
雄
氏
に

蛮
語
を
始
て
学
ば
し
む
。
是
ぞ
吾
国
和
蘭
学
の
枝シ

葉ヤ
ウ

の
生ヲ
ヒ

初ソ
メ

に
て
花
咲
実
の
り
て
あ
か
ぬ
事
な
く
成
し
は
、
今

の
大
御
世
に
こ
そ
有
け
れ
。

　

さ
て
駸シ

ン

々
然
と
し
て
其
筋
を
学
ふ
輩
、
い
と
見
だ
て
な
き
異
木
ニ
花
に
愛メ
デ

入
り
て
、
吾
国
の
あ
た
ら
桜
を
見

忘
た
る
類
ひ
多
き
ハ
い
と
か
な
し
。
此
ハ
広
信
一
人
云
ニ
も
あ
ら
す
。
先
哲
も
早
く
驚

ヲ
ド
ロ
カし
た
り
き
。
学
者
ハ
常

に
尊
レ
内
卑イ
ヤ
シ
ムレ
外
の
言
を
服フ
ク

膺ヨ
ウ

し
て
あ
ら
ま
ほ
し
。

『
蘭
学
階
梯
』

清
太
郎
が
ア
メ
リ
カ
で

覚
え
た
数
字

西
洋
学
問
が
諸
国
に
広

ま
る

オ
ラ
ン
ダ
船
、
平
戸
に

来
航

オ
ラ
ン
ダ
人
、
長
崎
出

島
へ
移
転

青
木
昆
陽
、
オ
ラ
ン
ダ

語
を
学
ぶ

学
者
は
尊
レ
内
卑
レ
外

を
心
し
て
ほ
し
い

（数字）
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又
仏
学
を
成
す
も
の
ハ
何
事
も
天
竺
の
事
を
め
で
、
天
照
大
御
神
を
穢
し
く
弥
陀
仏
の
化
身
な
り
抔
惑マ
ト

ひ
思

ふ
ハ
い
か
に
ぞ
や
。

　

又
漢カ

ラ

学
を
成
輩
ハ
何
事
も
漢カ
ラ

国ク
ニ

ハ　

皇
国
ニ
勝
り
て
尊
く
思
ひ
、
彼
国
人
の
云
け
ん
事
ハ
何
に
ま
れ
信
と
思

ひ
て
、
唐
土
の
王
を
も
天
子
と
さ
へ
思
ふ
な
り
け
り
。
此
ハ
一
国
の
主
と
だ
に
成
ぬ
れ
バ
自
ら
こ
そ
ハ
天
子
と

思
ふ
め
れ
。
誠
ニ
天
子
と
申
す
ハ
天ア

メ
ノ
シ
タ下の
総ス
ベ

皇オ
ホ
キ
ミ帝
な
ら
て
ハ
申
さ
ぬ
事
ニ
て
、　

皇
国
の
天
皇
ハ
天
津
神
の
御

子
成
故
ニ
、
天
子
と
こ
そ
申
セ
、
異イ

国
の
王
ハ
賤
き
奴
の
智サ
ト
リり
深
く
て
人
を
馴ナ

付
、
人
の
国
を
う
ハ
ひ
取ト

り
て

国
王
と
成
た
る
も
の
に
て
、　

皇
国
の
天
皇
の
ご
と
く
天ア

マ

津ツ

神
の
御
子
ニ
あ
ら
さ
れ
バ
、
国
王
と
云
ハ
む
も
片

腹
痛
き
わ
ざ
成
る
を
、
ま
し
て
天
子
な
と
い
は
ん
ハ
、
い
と
お
こ
な
り
さ
る
を
、
こ
ゝ
の
漢
学
す
る
人
も
か
く

思
ひ
て
、
彼
国
人
の
い
ひ
た
る
事
ハ
何
に
ま
れ
尊
ミ
信
す
る
は
、
な
げ
か
ハ
し
き
世
の
あ
り
さ
ま
な
り
。
こ
ハ

漢カ
ラ

学カ
ク

の　

皇
国
に
生
茂
り
た
る
華
に
心
を
奪
れ
た
る
故
な
ら
ん
。

　

又
西
洋
学
も
今
ハ　

皇
国
に
生
茂
り
た
る
花
を
称メ

ヅ美
る
人
々
ハ
彼
国
の
王
を
も
終
ニ
ハ
か
く
思
ふ
ら
ん
。
天

文
、
地
理
、
医
療
、
工
作
等
ハ　

皇
国
ニ
勝
り
て
智サ

ト
リ深
く
、
又
戦
法
兵
器
も　

皇
国
ハ
彼
国
ニ
及
は
す
と
思
ふ

人
も
あ
れ
共
、
此
も
又
漢
学
者
流
の
如
く
、　

皇
国
ニ
用
ゐ
て
益
有
事
ハ
用
ゆ
へ
し
。
さ
れ
ど
彼
国
風
に
て
理

を
窮
て
い
と
深
く
ミ
ゆ
め
れ
と
、
実
事
ニ
益
な
き
事
多
し
。
又
戦
法
は
世
の
変ヘ

ン

革カ
ク

に
よ
る
成
ハ
、
今
の
世
、
大

艦
大
炮
の
如
き
ハ
用
て
益
あ
り
。
さ
れ
ど
何
事
も
よ
し
と
思
ひ
て
、
彼
国
風
を
し
と
ふ
人
の
ミ
多
く
成
ぬ
れ
ハ
、

西
洋
は
耶ヤ

蘇ソ

教キ
ヤ
ウ

成
る
故
、
終
ニ
い
つ
し
か
し
の
ひ
〳
〵
に
、
官
禁
の
教
法
を
学
ふ
も
の
も
多
く
出
来
な
ん
と

お
も
ふ
。
か
く
成
行
は
実
ニ
皇ミ

ク
ニ国
腹ハ
ラ
ノ
ナ
カ
中
の
虫
ニ
て
、
終
ニ
ハ
身
体
を
悩
す
べ
し
。
故
に
広
信
、
此
事
を
思
ひ
て
、

か
へ
す
〳
〵
西
洋
学
の
皇
国
ニ
実
の
ら
ん
事
を
恐
る
。

仏
教
を
学
ぶ
者
は
イ
ン

ド
の
こ
と
を
愛
で
る

漢
学
を
学
ぶ
者
は
唐

（
漢
）
国
を
尊
く
思
う

西
洋
学
と
共
に
耶
蘇
教

の
広
ま
る
の
を
恐
れ
る
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諸
国
、
西
洋
の
属
国
領
地
と
成
り
し
ハ
、
皆
此
教
法
よ
り
事
起
れ
り
。
又
今
魯
西
亜
と
都ト

児ル

格コ

の
兵
乱
も
教

法
よ
り
起
り
、
又
今
唐
国
の
内
乱
も
本
ハ
教
法
也
。
故
ニ
教
法
の
吾
国
内
ニ
入
ら
ん
事
、
深
く
恐
る
へ
し
。

　

又
西
洋
の
文
字
並
ニ
教
法
の
諸
州
に
広
ま
り
た
る
ハ
、
亜
米
里
加
南
北
諸
州
ハ
中
古
西
洋
よ
り
開カ

イ

墾コ
ン

し
た
る

国
な
る
故
、
固モ

ト
ヨ
リ有
の
文
字
な
く
、
皆
西
洋
の
文
字
を
用
ゆ
。
新シ
ン

和
蘭
も
大
国
成
と
、
近
年
西
洋
よ
り
開
き
た
る

国
成
故
、
此
ま
た
西
洋
文
字
を
用
ゆ
。
其
他
数
多
の
近
島
も
同
し
。
又
亜ア

弗フ

利リ

加カ

州
並
ニ
亜
細
亜
洲
、
南
海
諸

島
、
北
方
ニ
て
ハ
魯
西
亜
、
西
方
に
て
ハ
福
島
の
諸カ

ナ
リ
ヤ島
（
福カ
ナ
リ
ヤ島

の
諸
島
か
）
等
、
皆
西
洋
よ
り
開カ
イ

墾コ
ン

し
た
る
国
な
る
故
、

す
べ
て
西
洋
の
横
文
字
を
用
ゆ
る
也
。
七
八
分
ハ
西
洋
文
字
ニ
て
、
又
教
法
も
多
く
は
「
キ
リ
イ
ケ
ン
」
教
、

波フ

羅ロ

抵テ

士ス

頓タ
ン

教
、「
加カ

特ト

刀レ
イ
キ

教
、「
羅ロ
ー
マ瑪
教
、「
ヘ
イ
デ
ン
」
教
、「
ヨ
ー
テ
ン
」
教
、「
ヤ
コ
ヒ
チ
ヤ
」
教
、「
ヤ

ヒ
ユ
マ
」
教
等
な
ら
ん
。

　

又
唐
国
の
文
字
ハ
西
方
ニ
て
ハ
安
南
国
、
東
方
に
て
は　

皇
国
、
琉
球
、
朝
鮮
等
の
ミ
に
て
、
西
洋
文
字
ニ

比
す
れ
バ
其
用
二
十
分
の
一
な
ら
ん
。
又
教
道
も
同
し
事
に
て
、
唐
土
の
書
を
の
ミ
読
て
聖
賢
の
糟ソ

ウ

粕ハ
ク

に
酔
ひ
、

他
を
知
ら
ぬ
儒
者
聖
賢
の
教
道
ハ
、
広
く
世
ニ
行
ハ
る
も
の
と
思
ふ
成
と
、
万
世
界
ヲ
掌
に
の
セ
て
打
ミ
る
時

ハ
い
と
セ
ば
き
国
の
ミ
行
は
れ
た
る
さ
ま
な
り
。

　

又
其
教
道
も
小
慮リ

ヨ

よ
り
出
た
る
道
ニ
て
、
文
字
の
起キ

元
は
伏フ
ツ

羲キ

の
八
卦ケ

に
根
ざ
し
、
蒼ソ
ウ

頡ケ
ツ

の
鳥
の
跡
に
成
れ

り
。
又
孔
子
の
壁
中
よ
り
出
た
る
文
字
ハ
、
今
の
世
の
如
き
字
体
に
非
ら
す
。
筆
も
墨
も
な
き
世
成
ハ
、
漆
を

も
て
書
た
る
異
体
の
由
。
然
る
を
秦シ

ン

の
始シ

皇カ
ウ

一
統
し
た
る
時
、
李リ

新シ

、
漆ウ
ル
シを
以
て
書
た
る
不
便
な
る
文
字
を
、

今
の
世
の
こ
と
く
筆
を
も
て
書
く
便
利
よ
き
文
字
に
作
り
改
た
れ
と
、
皇
国
の
五
十
字
、
西
洋
の
二
十
六
字
、

天
竺
の
三
十
五
字
の
ご
と
く
便
利
よ
き
文
字
ニ
非
す
。
三
万
三
千
三
百
二
十
七
字
と
か
。
生
涯
学
ひ
て
も
覚
得

耶
蘇
教
は
諸
国
に
争
い

を
起
こ
す

西
洋
文
字
、
耶
蘇
教
の

広
ま
っ
た
わ
け

唐
文
字
の
広
ま
り
は
西

洋
文
字
に
及
ば
な
い

唐
文
字
は
不
便
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が
た
く
、
又
な
く
て
も
よ
き
く
だ
〳
〵
し
き
不
用
の
文
字
も
い
と
多
く
し
て
、
諸
国
の
文
字
の
内
に
て
、
唐
国

の
文
字
ほ
ど
便
利
あ
し
き
ハ
な
し
。
此
事
ハ
早
く
真マ

淵ブ
チ

翁
国
意
考
に
ま
つ
。
唐
国
の
わ
づ
ら
ハ
し
く
あ
し
き
世

の
治
ま
ら
ぬ
ハ
い
は
ん
方
も
更
也
。

　

譬
へ
ハ
花
の
一
ニ
も
咲サ

ク

、
散チ
ル

、
蘂シ
ベ

、
樹キ

、
茎ク
キ

、
其
外
十
ま
り
の
字
な
く
て
ハ
足
す
。
又
こ
ゝ
の
国
所
の
名
、

何
の
草
木
の
名
抔
い
ひ
て
別
ニ
一
ツ
の
文
字
あ
り
て
、
外
に
用
ぬ
も
あ
り
。
か
く
多
く
の
字
を
夫
を
つ
と
む
る

人
す
ら
皆
覚
ゆ
る
か
ハ
、
或
ハ
誤
り
或
ハ
世
々
に
転
々
し
て
其
約ヤ

ク

に
か
ら
れ
る
も
益エ
キ

な
く
し
て
煩
ハ
ヅ
ラ
ハし
く
、　

皇
ス
ベ
ラ

御
国
も
か
の
唐
の
字
を
伝
へ
て
よ
り
誤
て
彼
ニ
蔽ヲ
ヽ
ワれ
て
、
今
ハ
昔ム
カ
シの
詞
の
ミ
残
れ
り
。

　

其
詞
ハ
ま
た
天
竺
の
五
十
音
に
同
し
か
ら
ね
ど
、
万
の
事
を
云
様サ

マ

五
十
音
に
通
ふ
事
な
ど
ハ
又
同
し
理
に
て
、

右
ニ
云
花
を
バ
、
さ
く
、
ち
る
、
つ
ぼ
む
、
う
つ
ろ
ふ
、
し
べ
、
く
き
抔
い
へ
ハ
字
を
も
か
ら
で
、
よ
し
も
あ

し
も
や
す
く
い
は
れ
て
煩ワ

ズ
ラひ
な
し
。
和
蘭
ニ
ハ
二
十
五
字
と
か
、
此
国
ニ
ハ
五
十
字
と
か
、
大
か
た
字
の
さ
ま

も
四
方
の
国
同
し
き
を
、
た
ゝ
唐
の
ミ
煩
し
き
事
を
作
り
て
治
ま
ら
す
こ
と
も
不
便
な
り
云
々
と
記
さ
れ
た
り
。

此
ハ
明
和
の
頃
ニ
て
、
未
だ　

皇
国
学
も
開
け
さ
る
時
成
ど
も
、
早
く
も
翁
ハ
い
は
れ
た
り
き
。

　

又
紅
毛
（
頭
注
に
よ
る
）
雑
話
ニ
、
紅
毛
人
万
国
の
風
土
を
記
し
た
る
書
ニ
支
那
の
文
字
を
笑
て
曰
、
唐
山
に
て

ハ
物
に
つ
き
事
ニ
依
り
て
字
ヲ
製
す
。
一
字
一
義
の
も
の
有
、
或
ハ
一
字
を
十
言
、
二
十
言
に
用
ゆ
る
も
の
有
、

そ
の
数
、
万
を
も
て
数
ふ
へ
し
。
故
に
夜
を
以
て
日
に
つ
ぎ
、
寝シ

ン

食シ
ヨ
クを
忘
れ
て
勤キ
ン

学ガ
ク

す
れ
共
、
生
涯
己
か
国
字

を
覚
え
尽
し
、
其
意
を
通
暁
す
る
事
能
は
す
。
去
ニ
よ
て
、
己
か
国
に
て
記
し
た
る
書
籍
を
容タ

ヤ
ス
ク易
読
得
る
も
の

少
し
。
笑
ふ
べ
き
の
甚
し
き
也
。

　

欧
羅
巴
洲
ハ
二
十
五
字
の
国
字
を
以
て
少
か
ら
す
と
す
と
有
て
、
吾
国
人
の
ミ
に
あ
ら
す
、
西
洋
人
も
か
く

『
国
意
考
』

『
紅
毛
雑
話
』
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い
へ
り
。
又
本モ
ト

居ヲ
リ

翁
も
三
音
考
ニ
漢
国
ハ
字
甚
多
く
し
て
煩ワ
ツ
ラハ
し
。
く
だ
〳
〵
し
く
返
て
不
便
也
。
爾ジ

雅カ

の
釈
シ
ヤ
ク

話コ

に
、
林
蒸
天

□

帝
皇
王
后
辟ヘ
キ

公コ
ウ

侯

□

君

□

也
、
又
柯カ

憲ケ
ン

刑
範
辟
律
矩
則
法
也
、
又
辜コ

辟ヘ
キ

戻レ
イ
ハ

辠ツ
ミ

也
抔
有
か
如
き
、
凡

テ
如
此
同
し
こ
と
に
数
多
あ
る
ハ
、
各
少
し
づ
ゝ
義
の
異
成
を
以
て
分
て
名
け
た
る
ハ
精
し
け
れ
ど
も
、
其
中

に
ハ
さ
の
ミ
義
の
異
な
る
事
な
き
に
も
数
字
あ
る
ハ
無
量
の
事
也
。
又
い
と
精
し
く
分
れ
た
り
と
思
へ
ハ
、
右

の
内
の
辟
の
字
の
君
と
法
と
罪
と
の
義
あ
る
如
く
、
一
字
を
多
義
に
用
ゆ
る
ハ
ま
き
ら
は
し
く
甚
た
不
便
也
。

又
か
の
后
の
字
を
君
ニ
も
用
ひ
、
君
の
妻
ニ
も
用
ゆ
る
が
如
き
ハ
殊
ニ
ま
ぎ
ら
は
し
。
凡
て
如
是
一
義
に
多
の

字
あ
り
、
又
一
字
ニ
多
義
あ
り
、
一
字
に
多
義
あ
ら
ん
よ
り
ハ
一
義
一
字
な
ら
ん
こ
そ
宜
し
か
ら
め
云
々
。
故

に
さ
ば
か
り
字
多
け
れ
ど
も
、
終
ニ
万
物
万
事
を
一
字
づ
ゝ
に
て
ハ
尽
す
事
能
は
す
し
て
、
二
字
三
字
連レ

ン

接セ
ツ

す

る
名
称
も
多
か
る
を
や
。

　

扨
又
字
多
き
故
ニ
、
目
を
こ
れ
を
視
れ
バ
義
理
分
る
れ
共
、
字
の
多
き
に
比
す
れ
バ
音
ハ
い
と
少
く
て
、
一

音
に
数
字
言
兼
る
故
に
、
耳
に
其
言
を
聴
て
ハ
義
の
分
ら
ぬ
事
常
ニ
多
し
。
又
音
即
言
な
る
故
に
、
言コ

ト
バに
て
ハ
、

ノ
ム
、
ク
ロ
フ
と
も
、
ノ
マ
ム
、
ク
ラ
ハ
ン
と
も
、
ノ
メ
、
ク
ラ
ヘ
と
も
活
用
て
其
義
を
分
つ
を
、
漢
国
ニ
て

ハ
た
ゞ
飲
食
と
云
よ
り
外
な
く
し
て
、
活ハ

タ
ラ
カ用
さ
る
ゆ
へ
に
ノ
ム
、
ク
ロ
フ
、
ノ
マ
ム
、
ク
ラ
ハ
ム
、
ノ
メ
、
ク

ラ
ヘ
も
一
ツ
に
し
て
差
別
な
し
。
其
時
の
さ
ま
と
上
下
の
事
と
に
随
ひ
て
必
得
分
る
の
ミ
に
こ
そ
あ
れ
、
其
一

言
の
上
に
て
ハ
分
り
難
し
。
諸
の
言
語
ミ
な
然
り
。
此
ハ
漢
国
の
ミ
な
ら
す
と
あ
り
。

　

さ
て
上
の
三
説
に
よ
り
て
文
字
多
き
ハ
返
て
あ
し
く
、
其
意
通
し
か
た
き
を
し
る
べ
し
。
又
論
語
に
此
の
字

な
く
、
易
経
に
無
の
字
一
字
よ
り
な
し
。
か
く
近
き
文
字
に
て
な
く
て
ハ
な
ら
ぬ
心
地
す
れ
ど
、
儒
者
も
し
ら

ざ
る
ハ
文
字
多
き
故
な
り
。
又
彼
国
の
言
語
ハ
皇
国
の
こ
と
く
正
し
か
ら
す
し
て
、
鳥
の
鳴
ニ
い
と
よ
く
似
た

『
三
音
考
』

漢
字
は
多
く
て
煩
わ
し
い

漢
字
は
一
字
に
多
義
が

あ
り
紛
ら
わ
し
い

漢
字
は
同
音
の
字
が
多

く
聞
く
だ
け
で
は
分
か

ら
な
い

漢
字
は
活
用
が
な
く
分

か
り
難
い

皇
国
の
言
語
は
異
国
に

優
る
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り
。

　

其
ハ
三
音
考
の
意
を
斑マ

タ
ラニ
摘ツ
ミ

て
い
は
ん
ニ
ハ
、
雉キ
シ

ハ
キ
ン
、
犬
ハ
ワ
ン
、
鼠
ハ
チ
ウ
、
猫
ハ
ニ
ヤ
ウ
、
烏
ハ

カ
ア
〳
〵
、
蛙
ハ
キ
ヤ
ウ
〳
〵
、
絲コ

ト

ハ
ヒ
ン
ボ
ン
、
竹フ
エ

ハ
ピ
イ
プ
ウ
ビ
イ
ブ
ウ
、
金カ
子

ハ
チ
ン
チ
ヤ
ン
チ
ヨ
ン
グ

ワ
ン
ボ
ン
、
革ツ

ヾ
ミハ
デ
ン
ド
ン
カ
ン
ポ
ン
、
木
ハ
カ
ツ
〳
〵
と
鳴
る
如
く
に
て
、
長
く
引
く
音
多
く
、
又
短
き
ハ

急ツ
マ
リ促
て
ゆ
る
や
か
な
ら
ず
。
唐
人
の
言
語
ハ
此
音
に
よ
く
似
て
、
こ
の
音
ま
た
チ
ユ
、
キ
ユ
抔
々
急ツ
マ
リ促
た
る
音

多
く
し
て
、
鳥
の
囀サ

ヘ
ツる
如
く
に
聞
ゆ
。
故
に
古
く
よ
り　

皇
国
ニ
て
唐
人
を
韓カ
ラ

さ
へ
づ
り
と
も
さ
へ
づ
る
や
、

漢カ
ラ

と
も
云
へ
る
宜ウ
ヘ

な
る
事
に
て
、　

皇
国
の
言
語
ハ
異
国
に
優
り
て
正
し
く
直
な
る
事
を
知
る
へ
し
。

　

朝
鮮
ハ
前
に
云
如
く
固
有
の
文
字
あ
り
。

　

又
琉
球
ハ
、
皇
国
の
こ
と
く
漢
文
字
成
と
片
仮
字
、
平
仮
字
も
あ
り
て
、
大
橋
流
、
玉タ

マ

置キ

流
な
と
の
書
法
ニ

て
、
又
謡ウ

タ
ヒを
う
た
ひ
、
能
囃
子
も
興
行
な
し
、
和
歌
も
流
行
な
す
由
ハ
、
三
国
通
覧
に
委
し
く
有
て
、
今
ハ
何

事
も　

皇
国
流
と
な
り
、
和ワ

学ガ
ク

も
盛
ニ
行ヲ
コ
ナは
れ
て
、
お
び
た
ゞ
し
く
和
書
を
買
帰
る
よ
し
、
諸
書
ニ
見
え
た
り
。

　

又
皇
国
ニ
漢
文
字
の
渡
り
し
ハ
、
今
乙
卯
を
距サ

ル

事
千
五
百
七
十
二
年
前
、
応
神
天
皇
の
御
代
十
五
年
ニ
、

百ク
タ
ラ済
国ク
ニ

よ
り
阿ア

直ヂ
キ

と
い
ふ
も
の
参
り
来
て
、
菟ウ

道ヂ

稚ワ
キ

郎イ
ラ
ツ
コ子
に
文
字
を
教
へ
奉
る
。
翌
十
六
年
又
王ワ

仁ニ

と
い
ふ
も

の
参
来
て
論
語
十
巻
、
千
字
文
一
巻
を
献
る
。
此
二
人
菟
道
稚
郎
子
ニ
漢
文
字
を
教
へ
奉
り
し
也
。
斯　

皇
国

ニ
て
漢
文
字
を
読
始
に
そ
有
け
る
。

　

さ
れ
と
前
に
も
云
ご
と
く
彼
国
の
音
声
ハ
鳥
の
さ
へ
づ
る
如
く
成
ゆ
へ
、
鼻
声
を
口
声
に
移
し
チ
ユ
、
キ
ユ

抔
の
急ツ

マ
ル促
声
を
ゆ
る
や
か
に
改
め
抔
し
て
不
正
の
音
を
除
き
て
、　

皇
国
の
音
に
近
く
叶
へ
て
新
ニ
定
め
ら
れ

た
る
も
の
な
り
。

朝
鮮

琉
球

『
三
国
通
覧
図
説
』

皇
国
に
漢
字
の
伝
わ
っ

た
経
緯

菟
道
稚
郎
子
、
百
済
の

阿
直
・
王
仁
に
漢
字
を

教
わ
る
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又
二
百
二
十
八
年
後
継ケ
イ

体タ
イ

天
皇
の
七
年
に
、
五
経
の
博ハ
カ

士セ

、
揚ヤ
ウ

爾シ

と
云
も
の
を
貢
タ
テ
マ
ツる
。
又
十
年
漢
の
高
安
茂

と
い
ふ
も
の
を
貢
る
。
又
三
十
七
年
後
欽キ

ン

明メ
イ

天
皇
の
十
四
年
易エ
キ

博ハ
カ

士セ

、
暦
の
博
士
抔
を
貢
る
。
又
翌
十
五
年
五

経
の
博
士
王
柳
貴
と
云
も
の
を
貢
る
。

　

さ
て
前
の
菟
道
稚
郎
子
の
習
ひ
賜
ふ
ハ
呉
音
ニ
て
、
漢
音
と
成
た
る
ハ
此
博
士
共
の
時
よ
り
成
ら
ん
と
、
本

居
翁
の
三
音
考
ニ
委
し
く
ミ
え
た
れ
バ
略
す
。

　

又
漢
文
字
ハ
前
ニ
も
言
如
く
、
三
万
三
千
三
百
二
十
七
字
と
や
ら
く
だ
〳
〵
し
き
文
字
成
け
る
に
、
又
天
武

天
皇
の
十
一
年
、
境
部
連ム

ラ
ジ

石
積
等
ニ
命
て
新
字
四
十
四
巻
を
撰
し
め
玉
ふ
。
即
ち
俣
、
榊
な
と
の
字
是
也
。

夫
よ
り
後
又
新
撰
字
鏡
を
撰
ハ
し
め
玉
ふ
。
此
ハ
く
だ
〳
〵
し
き
か
ら
文
字
成
と
も
、　

皇
国
の
も
の
に
う
つ

し
ミ
れ
バ
、
又
足
は
ぬ
字
も
あ
れ
ハ
な
り
け
り
。

　

か
く
一
物
一
義
に
こ
と
〳
〵
く
文
字
を
製
で
ハ
足
は
ぬ
事
ニ
て
不
便
利
な
る
を
、
万
国
の
文
字
に
優マ

サ

り
て
、

上
も
な
き
尊
き
文
字
と
思
ふ
漢カ

ラ

魂タ
マ
シ
ヒの
人
ハ
、
い
と
〳
〵
拙
く
な
げ
か
は
し
き
事
に
そ
あ
り
け
る
。
さ
れ
と
此

人
ニ　

皇
国
ハ
文
字
な
く
、
漢
文
字
を
用
ゆ
る
ハ
猶
な
げ
か
わ
し
。
そ
の
証
は
古
語
拾
遺
の
序
ニ
広
成
も
、
上

古
之
世
未
有
文
字
貴
賤
老
少
口
々
相
伝
と
言
れ
、
又
本
居
翁
も
玉タ

マ

鉾ホ
コ

百
首
ニ
「
故フ
ル

事コ
ト

を
今
ニ
委ツ
バ
ラ曲
に
伝
へ
来
て

文
字
も
皇ミ

ク
ニ国
の
一
ツ
御ミ

宝タ
カ
ラ」
な
と
読
れ
た
れ
バ
、
皇
国
ハ
本
よ
り
文
字
無
き
証
に
て
、
中
古
よ
り
漢
文
字
を
用

ゆ
る
ハ
、
猶
な
げ
き
て
も
な
げ
き
不タ

ラ
ハ
ス足
国
な
り
抔
思
ふ
漢カ
ラ

魂タ
マ
シ
ヒの
人
も
あ
ら
ん
。

　

此
ハ
上
古
吾
国
ニ
も
文
字
あ
り
し
を
珍
ら
し
き
を
め
づ
る
ハ
人
心
の
常
成
故
、
漢カ

ラ

籍フ
ミ

渡
り
て
よ
り
、
も
ぱ
ら

用
ゆ
る
世
と
成
し
ゆ
へ
、
い
つ
と
な
く
吾
国
の
文
字
ハ
神
社
に
の
ミ
残
り
て
、
世
の
人
し
ら
ず
成
り
け
れ
バ
、

大
同
年
中
の
頃
ハ
広
成
も
文
字
な
き
国
と
思
ひ
て
か
く
言
は
れ
た
る
に
て
、
又
本
居
翁
の
時
も
、
古
学
ハ
今
の

漢
音
を
学
ぶ

『
新
字
』（
わ
が
国
最
初

の
辞
書
）

漢
和
辞
書『
新
撰
字
鏡
』

上
古
わ
が
国
に
も
文
字

あ
り
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世
の
こ
と
く
開
け
ざ
る
時
成
故
、
か
く
思
ひ
居
ら
れ
た
れ
ど
、
近
年
諸
の
古
き
神
社
な
と
よ
り
、
千
余
年
に
隠

れ
た
る
神
字
の
世
に
顕
出
た
る
、
斯
偏
ニ
神
の
御
量ハ

カ
ラひ
ニ
て
、
国
学
の
万
世
界
に
開
く
る
御
証シ
ル
シニ
て
有
け
る
。

　

さ
て
稚
郎
子
の
王ワ

仁ニ

に
漢
文
字
を
始
て
習
れ
た
る
時
ハ
、
い
と
覚
え
が
た
か
り
し
事
な
ら
ん
と
思
ふ
。
そ
ハ

火
の
字
ハ
火
を
教
へ
、
水
の
字
ハ
水
を
お
し
へ
抔
す
れ
ハ
、
悟
り
安
き
事
成
と
、
言
語
ニ
て
歓ク

ワ
ンの
字
ハ
教
へ
方

な
き
ゆ
へ
、
笑
ふ
、
わ
ら
へ
ハ
笑
の
字
と
な
る
類
ニ
て
、
又
欲
抔
の
字
ハ
猶
教
へ
が
た
か
り
け
ん
。
此
ハ
い
か
ゞ

し
て
教
へ
奉
り
た
る
ニ
か
、
此
類
甚
多
し
。

　

又
儒
者
等
ハ
、
訓
ハ
い
は
ず
と
も
音
に
て
直
に
読
バ
、
甚其

か

意
解
す
る
も
の
な
り
抔
言
ふ
め
れ
ど
、
口
に
ハ
音

に
て
直

チ
ヨ
ク

読ド
ク

に
す
と
も
、
心
ハ
訓
に
か
へ
り
思
は
さ
れ
バ
、
其
意
解
さ
る
も
の
も（
ま
ま
）の
也
。
此
ハ
何
程
誇ホ
コ

り
顔
に
い

ふ
儒
者
に
て
も
、
字
音
の
ミ
に
て
訓ク

ン

を
少
し
も
用
ゐ
ず
と
言
ひ
て
ハ
、
片
時
も
用
ハ
通
セ
ぬ
も
の
也
。
又
遠
き

山
谷
に
住
人
ハ
、
己
が
名
の
字
さ
へ
知
ら
ぬ
も
の
有
。
さ
れ
と
用
ハ
闕カ

ヽ

す
済ス
ム

も
の
ニ
て
、
家
を
よ
く
し
り
た
り

と
て
、
和ワ

訓ク
ン

を
い
は
で
ハ
唖ヲ
シ

、
聾ツ
ン
ボも
同
じ
こ
と
に
て
、
用
ハ
通
セ
ず
。

　

又
漢
学
を
な
し
た
る
も
の
ハ
か
し
こ
の
教
を
よ
く
知
り
、
漢カ

ラ

学ガ
ク

を
な
さ
ゝ
る
も
の
は
教
を
知
ら
ぬ
故
、
君
に

不
忠
を
な
し
、
親
に
不
孝
成
に
あ
ら
ず
。
却
て
漢
学
を
な
し
た
る
も
の
ハ
、
君
に
叛ソ

ム

き
親
に
背ソ
ム

く
も
の
甚
多
し
。

此
ハ
、
吾
ハ
何
事
に
ま
れ
よ
く
知
り
つ
れ
と
、
君
ハ
も
の
知
ら
ず
、
臣
を
臣
と
思
は
ざ
る
故
、
か
く
か
く
世
も

乱
る
ゝ
也
と
思
ひ
て
、
武
士
の
殷イ

ン

の
紂チ
ウ

王ワ
ウ

を
殺
セ
し
に
ハ
至
ら
ざ
れ
共
、
君
に
叛
く
も
の
い
と
多
し
。
此
ハ
唐

国
の
教
の
本
よ
り
善
か
ら
ざ
れ
ハ
也
。
故
に
何
に
ま
れ
、
異
国
の
事
を
精
密
に
た
ゝ
し
知
る
ハ
よ
き
事
成
ど
、

皇
国
の
事
ハ
何
事
に
ま
れ
あ
し
ゝ
と
思
ひ
て
、
異
国
の
事
ニ
心
を
奪
は
れ
て
、
何
事
も
異
国
よ
し
と
思
ふ
ハ
わ

ろ
し
。

漢
文
字
を
学
ぶ
こ
と
、

教
え
る
こ
と
の
難
し
さ

儒
者
等
は
音
読
で
意
を

解
す
る
と
い
う
が
…

漢
学
を
学
ん
だ
者
に
、

不
忠
、
不
孝
を
な
す
者

が
多
い

異
国
に
心
を
奪
わ
れ
、

皇
国
を
悪
く
言
う
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か
く
い
へ
バ
、
広
信
ハ
漢
文
字
を
し
ら
ぬ
ゆ
へ
、
聖
賢
の
尊
き
教
も
知
ら
ず
、
又
皇
国
上
古
の
事
ハ
猶
さ
ら

万
世
界
の
事
を
知
る
も
、
此
漢
文
字
の
御ミ

陰カ
ゲ

成
こ
と
ニ
ハ
、
気
も
付
さ
る
や
と
思
ふ
ら
ん
。
此
ハ
本
末
を
知
ら

ぬ
も
の
ゝ
よ
く
言
ふ
こ
と
に
て
、
皇
国
上
古
ハ
、
何
事
を
記
す
も
神
字
に
て
も
の
し
た
る
を
、
か
く
今
の
世
の

漢カ
ラ

風フ
ウ

と
な
り
た
る
も
の
ニ
て
、
漢
文
字
ハ
知
ら
で
も
よ
き
も
の
也
。

　

唐
国
の
事
ハ
、
舌
人
あ
り
て
唐
の
文
字
を
習
ひ
、
又
唐
の
言
語
を
知
て
、
神
字
ニ
和
解
す
れ
ば
よ
き
も
の
ニ

て
、
た
と
へ
ば
、
亜
米
里
加
或
ハ
西
洋
諸
州
の
文
字
知
ら
て
も
、
其
国
々
の
訳ツ

ウ

ジ
語
人
、
彼
国
の
字
を
知
り
、
言

語
を
知
り
て
解
す
れ
ハ
、
何
事
も
知
る
ゝ
が
如
し
。
故
に
唐
文
字
を
か
ら
て
も
、
上
古
の
こ
と
く
神カ

ム
ナ字
を
用
て

訳ツ

ウ

ジ
語
人
等
に
和
解
な
さ
し
め
バ
、
解
す
る
事
に
て
、
神
世
文
字
の
有
し
を
応
神
天
皇
の
御
代
漢
籍
渡
り
て
盛
ニ

御
用
ひ
あ
り
け
れ
ば
、
夫
迄
伝
来
し
神
字
ハ
い
つ
と
な
く
廃
れ
て
、
終
に
今
の
世
の
ご
と
く
成
来
り
ニ
け
り
。

　

さ
れ
と
其
頃
よ
り
、
漢
文
字
盛
り
ニ
行
は
れ
つ
れ
ど
、
皇
国
万
物
万
言
ニ
当
足
は
ぬ
字
も
あ
り
し
ゆ
へ
、
万

葉
仮カ

名ナ

ニ
て
書
れ
た
り
。
此
ハ
字
の
足
さ
る
の
ミ
ニ
も
非
す
。
漢
文
字
ニ
て
ハ
、
記
し
難
き
事
あ
れ
バ
成
け
り
。

又
足
ざ
る
字
、
畠ハ

タ
ケ、
鵆チ
ド
リ、
杣ソ
マ

、
梻シ
キ
ミ等
の
如
き
類
ニ
て
、
此
ハ
新
字
四
十
四
巻
、
或
ハ
新
撰
字
鏡
の
如
く
、
新
に

字
を
製
ら
し
め
玉
ひ
て
、
何
事
も
唐
風
ニ
な
さ
ん
と
な
し
玉
ひ
け
れ
ど
、　

皇
国
ハ
言
霊
の
幸サ

キ

は
ふ
国
也
け
れ
ハ
、

思
ふ
事
つ
ぶ
さ
に
書
記
さ
ん
に
ハ
、
漢
文
字
の
ミ
に
て
ハ
思
ふ
こ
と
も
書
尽
し
か
た
く
て
意
も
違タ

カ

ふ
故
、
片カ
タ

仮カ

ナ字
を
製
り
て
千
万
の
事
を
正
し
く
記
さ
れ
た
り
。

　

何
の
世
い
か
な
る
人
の
製ツ

ク

り
た
る
に
や
、
古
書
ニ
な
け
れ
バ
知
り
が
た
し
。
さ
れ
ど
吉
備
大
臣
入
唐
し
て
王

化
玄
よ
り
伝
へ
た
り
共
、
吉
備
大
臣
自
製
ら
れ
し
と
も
、
又
真シ

ン

言コ
ン

僧
悉シ
ツ

曇タ
ン

章シ
ヤ
ウに
あ
は
セ
て
製
り
た
り
共
い
へ
共
、

何
人
に
ま
れ
、
奈
良
都
の
末
よ
り
の
書
ニ
見
え
つ
れ
、
其
頃
の
製
な
ら
ん
。
此
ハ
唐
文
字
の
片
々
を
と
り
て
製

皇
国
に
は
神
字
が
あ
り
、

漢
文
字
は
不
要

異
国
の
言
葉
は
通
訳
に

任
せ
れ
ば
よ
い

『
新
撰
字
鏡
』

片
仮
名
を
つ
く
り
正
し

く
記
す

片
仮
名
は
漢
字
の
一
部

を
取
っ
た
も
の
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り
た
る
も
の
、
吾
国
の
神
字
に
よ
く
か
な
ひ
て
い
と
よ
く
、
又
平
仮
字
は
此
片
仮
字
を
く
づ
し
た
る
も
の
に
て
、

此
二
ツ
ハ
千
万
の
事
を
書
記
に
足
は
ぬ
事
な
く
、
思
ふ
心
を
筆
に
言
セ
て
、
千
里
と
遠
き
女
童
ま
で
も
書
通
ひ

て
、
取
も
直
さ
す
神
代
の
文
字
に
か
な
ひ
て
、
便
利
よ
き
文
字
に
ぞ
あ
り
け
る
。

　

さ
る
を
も
の
知
ら
ぬ
も
の
は
、
人
に
贈
る
書
翰
或
ハ
も
の
ゝ
印
に
も
、
普フ

通ツ
ウ

に
ハ
読
知
ら
ぬ
字
を
か
な
ぐ
り

出
し
て
書
、
吾
ハ
か
く
人
の
知
ら
ぬ
字
を
も
知
り
得
た
り
と
人
に
思
は
セ
、
又
詩カ

ラ
ウ
タ

文
章
抔
を
作
り
て
、
吾
ハ
賢

き
も
の
し
り
と
口
に
ハ
言
は
ね
ど
、
眉
を
あ
け
鼻
の
あ
た
り
を
う
ご
め
か
し
つ
ゝ
、
襟ヱ

リ

か
き
合
セ
抔
し
て
、
自
ミ
ヅ
カ

ら
賢
し
と
思
い
、
人
を
ハ
物
知
ら
ぬ
者
也
と
慢ア
ナ
ドり
見
下
す
ハ
、
何
な
る
心
な
る
に
か
。
憎ニ
ク

か
ら
ざ
り
し
童
も

や
ゝ
か
の
学
ひ
ニ
そ
み
ぬ
れ
バ
、
い
つ
と
な
く
日
本
魂
を
失
ひ
て
、
異
国
の
魂
と
な
り
た
る
故
な
ら
ん
。
わ
き

て
詩
文
ハ
益
な
く
し
て
害
あ
り
。
何
に
と
い
ふ
ニ
、
皇
国
に
用
な
き
平
仄
、
韻イ

ン

字ジ

を
つ
ら
ね
て
風
景
ヲ
述
る
な

り
。

　

か
く
て
童
も
少
し
詩
作
の
出
来
初
ぬ
れ
ハ
、
や
が
て
思
上
り
て
、
丈マ

ス
ラ
ヲ夫
に
い
ろ
は
ハ
似
げ
な
し
、
漢
文
字
に

て
も
の
セ
り
と
誇

ホ
コ
リ

居ヲ
ル

也
。
是
唯
己
が
高
慢
を
人
に
知
セ
、
ほ
め
ら
れ
ん
と
の
下
心
ニ
て
、
人
に
誉ホ
メ

ら
れ
翫モ
テ
ア
ソ
ビ物と

な
り
ぬ
れ
バ
、
其
学
成
就
し
た
り
と
喜
ふ
も
の
也
。
是
己
か
為
に
学
を
な
し
、
国
家
の
為
に
学
を
な
さ
ず
し
て
、

人
に
誉
ら
れ
翫
物
に
成
を
歓
ふ
汚キ

タ
ナ
キ穢
心
成
ハ
、
詩
文
を
作
ら
ん
よ
り
ハ
、
浄
瑠
理
或
ハ
歌
三
味
線
な
り
共
習
ひ
、

人
に
誉
ら
れ
翫
物
と
成
方
や
勝
り
つ
ら
ん
と
思
ハ
る
ゝ
。

　

さ
て
か
く
無
益
成
る
学
を
成
し
て
己
を
高
ぶ
り
、
人
を
物
知
ら
ぬ
も
の
と
軽ア

ナ
ドり
見
下
す
ハ
、
此
学
ひ
の
僻ヘ
キ

成

事
ハ
常
い
ふ
ご
と
く
ニ
て
、
臣
と
し
て
ハ
吾
ハ
唐
国
聖
賢
の
道
ハ
本
よ
り
詩
文
に
至
る
ま
で
、
か
く
学
ひ
得
た

る
も
の
を
君
の
用
ひ
賜
は
ぬ
ハ
、
上
た
る
人
の
人
を
知
ら
ぬ
故
也
。
又
か
く
も
の
知
ら
ぬ
人
を
用
ゐ
玉
ふ
ハ
、

平
仮
名
は
片
仮
名
を
く

ず
し
た
も
の

片
仮
名
と
平
仮
名
は
便

利
な
文
字

漢
文
字
を
用
い
る
者
は

自
ら
を
自
慢
し
人
を
見

下
す

人
を
見
下
す
の
は
漢
学

を
学
ぶ
者
の
癖
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君
不
明
成
る
故
也
抔
と
、
己
か
ね
ぢ
け
た
る
を
知
ら
ず
。
孔
子
も
時
に
合
ハ
ず
抔
と
、
君
を
も
人
を
も
そ
し
る

成
る
ハ
、
皆
此
学
ひ
に
た
へ
砕
て
す
が
〳
〵
し
き
大
和
魂
を
失
ふ
故
な
り
か
し
。

　

異
国
ハ
、
何
成
る
も
の
ゝ
骨
と
も
知
れ
ぬ
賤
し
む
奴
も
、
時
に
あ
へ
ば
、
忽
ち
ニ
王
と
な
り
ぬ
る
例
あ
れ
ど
、

皇
国
の
天
皇
ハ
今
も
万
国
を
御
照
し
ま
し
ま
す
天
照
大
御
神
の
御ミ

後ス
ヘ

ニ
て
、
天
地
と
共
ニ
窮キ
ハ
ミな
け
ん
と
詔ノ
リ

賜
へ

る
御
神
勅
の
ご
と
く
、
今
に　

皇
統
連
綿
た
る
大
君
ニ
な
も
お
は
し
ま
し
て
、
此
天
地
と
共
ニ
窮

キ
ハ
マ
リな
し
。
仮
令

君
不
明
に
ま
し
ま
す
と
も
、
臣
と
し
て
君
と
し
て
君
に
叛ソ

ム
キ奉
ら
ぬ
ハ
神
代
の
御
教
也
。

　

さ
て
片
仮
字
ハ
日
本
固
有
の
字
ニ
ハ
あ
ら
ね
と
も
、
よ
く
神
字
の
意
ニ
叶
ひ
て
、
い
と
便
よ
き
文
字
に
て
、

皇
国
ハ
さ
ら
也
。
唐
国
に
て
も
彼
の
習ナ

ラ
ハは
更
に
か
く
や
此
歌
仮カ

ナ字
ま
じ
り
、
今
ハ
唐
に
も
書
や
此
仮
字
」ま
ま

唐
人

の
読
た
る
ご
と
く
、
今
ハ
彼
国
に
て
も
便
利
よ
き
と
て
書
と
見
え
て
、
弥
市
漂
流
記
に
、
唐
国
の
澳ア

ウ

門モ
ン

ハ
、
日

本
の
文
字
平
仮
字
、
片
仮
字
等
も
少
し
は
通
用
成
す
と
い
へ
り
。

　

又
亥
之
助
漂
流
記
に
、
澳
門
に
南
亜
米
里
加
よ
り
此
地
へ
来
り
住
す
る
書
林
の
世
話
に
成
た
り
。
此
主
人
に

博ハ
ク

識シ
キ

に
て
、
吾
国
の
平
仮
字
、
片
仮
字
も
よ
く
読
書
を
な
し
、
片
仮
字
ハ
重
宝
成
、
よ
き
成
と
て
、
甚
嘆タ
ン

美ビ

せ

り
と
い
へ
り
。

　

又
肥
後
の
寿
三
郎
、
唐
国
の
香ホ

ン

港コ
ン

よ
り
吾
国
へ
送
し
書
翰
ハ
、「
カ
ウ
ビ
ン
ニ
マ
カ
セ
云
々
、
ヲ
シ
ヽ
ヨ
サ

マ
ニ
モ
、
ヨ
ロ
シ
ク
ヲ
ン
ツ
タ
ヘ
下
サ
レ
ソ
ウ
ロ
ウ
云
々
、
コ
ノ
カ
タ
カ
ナ
ガ
テ
ジ
ル
シ
な
り
抔
書
た
る
書
翰

ニ
て
、
寿
三
郎
も
か
く
師
匠
様
へ
も
宜
し
く
と
あ
れ
ハ
、
字
も
習
ひ
知
た
ら
ん
ニ
、
片
仮
字
ニ
て
書
送
り
、
又

弥
市
、
亥
之
助
等
の
記
ニ
よ
り
て
考
へ
見
れ
ハ
、
今
ハ
異
国
に
て
も
、
吾
国
ニ
て
製ツ

ク

り
た
る
仮
字
文
字
を
重
宝

也
と
て
用
ゆ
と
ミ
へ
た
り
。

皇
国
の
天
皇
は
天
地
と

共
に
極
り
な
い

マ
カ
オ
で
の
仮
名
文
字

の
こ
と
（
漂
民
弥
市
）

マ
カ
オ
で
の
仮
名
文
字

の
こ
と
（
漂
民
亥
之
助
）

香
港
で
の
仮
名
文
字
の

こ
と
（
漂
民
寿
三
郎
）
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か
く
異
国
迄
仮
字
文
字
を
用
ゆ
る
世
に
な
り
た
る
を
女
文
字
成
と
し
、
漢
文
字
ハ
男
文
字
と
て
喜
ひ
書
ハ
、

本モ
ト

末ス
ヘ

知
ら
ぬ
人
の
な
す
業
成
ハ
、
汚キ
タ
ナき
心
を
洗
ひ
浄キ
ヨ

め
、
す
が
〳
〵
し
き
心
ニ
立
も
ど
り
、　

皇
国
文
字
ハ
尊

千
万
の
事
を
思
ま
ゝ
に
書
尽
、
こ
れ
已
上
も
な
き
重
宝
の
文
字
な
る
事
を
さ
と
り
て
よ
。

　

さ
て
広
信
か
く
千
万
国
の
文
字
の
大
略
ヲ
論
す
る
ハ
、
心
あ
り
て
記
た
り
。
其
ハ
何
と
い
ふ
に
、
昔
ハ
兎
も

あ
れ
角
も
あ
れ
、
近
年
ハ
た
え
ま
な
く
年
々
亜
米
里
加
、
魯
西
亜
、
仏
蘭
西
、
英
吉
利
須
等
の
国
々
よ
り
吾
海

岸
へ
来
り
て
、
書
翰
ヲ
己
か
国
の
文
字
に
て
、
己
か
国コ

ク

語ゴ

ニ
も
の
し
て
奉
る
。
然
る
を
吾
国
よ
り
ハ
漢
文
ニ
て

返
し
賜
ふ
ハ
何
事
な
る
や
。
唐
国
へ
遣
し
賜
ふ
書
翰
成
ハ
猶
さ
も
有
べ
き
事
也
。
い
と
口
惜
敷
ワ
ざ
な
ら
ず
や
。

　

吾
国
は
天
下
の
一
帝
国
ニ
て
何
事
も
異
国
ニ
勝
り
て
、
固
有
の
文
字
有
な
が
ら
是
を
用
ゐ
賜
ハ
て
、
唐
国
の

文
字
を
仮カ

リ

、
書
法
迄
唐
国
や
う
ニ
唐
文
字
ニ
て
も
の
し
て
遣
し
玉
ふ
ハ
、　

皇
国
ハ
文
字
も
書
法
も
知
ら
ず
、

何
事
も
唐
国
ニ
習
ひ
て
諸
道
ハ
開
け
た
る
国
成
と
、
知
ら
ぬ
異
国
ま
で
知
ら
セ
玉
ふ
ハ
、　

皇
国
の
恥
辱
を
万

国
へ
流
し
玉
ふ
し
わ
ざ
に
て
、
実
ニ
悔
ミ
て
も
く
や
ミ
足
ら
す
。
歎ナ

ゲ

き
て
も
足
ら
ず
、
い
と
も
〳
〵
口
惜
事
成

け
る
。
神
字
に
て
宣セ

ン
メ
イ命
書
に
記
し
遣
し
た
き
。

　

さ
れ
と
神
書
ハ
吾
国
の
人
だ
に
し
ら
ぬ
世
と
成
け
れ
バ
、
此
を
本
書
と
な
し
玉
ひ
て
、
別
に
添
書
を
西
洋
字

ニ
て
其
国
々
の
言
語
に
、
崎ナ

カ
サ
キ陽
ニ
在
館
セ
る
蘭
人
に
記
さ
セ
遣
度
事
成
。
此
ハ
唐
国
清
の
元
祖
韃ダ
ツ

靼タ
ン

よ
り
出
て

一
統
セ
し
時
、
蒙モ

ウ

古コ

、
満マ
ン

州ジ
ウ

ハ
言
語
も
文
字
も
異
に
し
て
通
セ
さ
る
ゆ
へ
、
其
国
々
の
文
字
ニ
て
同
し
事
を
異

に
記
し
て
遣
セ
し
事
も
あ
れ
ハ
也
。

　

さ
て
広
信
、
横
文
字
の
詳
註
に
か
く
長
々
と
論

ア
ケ
ツ
ラ
イし
を
見
、
人
笑
ふ
成
ら
ん
と
し
か
思
ひ
つ
れ
ど
、
今
い
つ

れ
の
章
を
抜
に
も
悪
び
ず
草
稿
を
吾
教
子
な
る
信
胤
に
記
さ
し
む
。

重
宝
な
仮
名
文
字
を
女

文
字
と
言
う
と
は
…

編
者
広
信
が
各
国
の
文

字
の
大
略
を
論
じ
る
わ

け
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又
市
中
に
寺
数
五
、
六
寺
あ
り
。
堂
の
建タ
テ

方
ハ
市
街
の
家
造
の
如
く
屋
根
に
棟
な
き
寺
も
あ
り
、
又
棟
あ
り
て
上

に
少
き
門ヤ

ク
ラ台
の
ご
と
き
も
の
有
て
、
其
中
ニ
風
鈴
の
如
き
鐘
を
さ
げ
た
る
あ
れ
ど
、
い
つ
れ
も
皆
屋
上
に
十
字
の
標
シ
ル
シ

あ
り
。
第
三
巻
ニ
図
有
、
見
合
す
べ
し
。

追
考

　

棟ム
ナ
ギの
有
無
ハ
教
法
ニ
よ
り
て
異
成
る
さ
ま
成
と
、
十
字
形
の
標シ
ル
シハ
耶ナ（
ヤ
か
）ソ蘇教
の
寺
ニ
て
、
耶
蘇
ハ
今
乙
卯
を
距

る
事
一
千
九
百
二
十
四
年
前
、
崇
神
天
皇
の
御
代
二
十
九
年
に
如ジ

ユ
チ
ヤ徳
国コ
ク

の
「
サ
ン
ト
ス
マ
リ
ヤ
」
と
云
女
子
、

十
六
歳
の
年
、
神
人
天
降
て
夢
見
ら
く
、
汝
ニ
聖
子
を
さ
づ
く
と
奇
異
の
夢
を
見
て
、
遂
に
父
無
く
し
て
男
子

を
生
り
。

　

其
子
奇
才
有
て
、
諸
民
を
な
つ
け
て
い
ひ
け
ら
く
、
吾
ハ
天
の
主ヌ

シ

也
。
天
上
よ
り
人
界
の
有
様
を
見
る
ニ
、

人
皆
天
堂
、
地
獄
有
事
を
し
ら
ず
。
善
業
を
な
す
も
の
ハ
天
堂
に
至
り
て
歓
楽
を
極
む
。
又
悪
業
を
成
も
の
ハ

地
獄
に
随ヲ

チ

て
万
苦
を
受
く
。
此
事
を
知
ら
さ
る
故
、
吾
人
身
を
仮カ

り
て
凡
人
に
し
ら
し
む
抔
と
虚キ
ヨ

誕ダ
ン

の
偽ギ

説
を

い
ひ
し
が
、
間
も
な
く
事
有
て
磔

ハ
リ
ツ
ケに
成
し
と
か
や
。
又
耶ナ（
ヤ
か
）ソ蘇死
に
臨
ミ
て
云
け
ら
く
、
吾
か
く
苦
を
受
る
ハ
凡

人
ニ
教
法
を
し
ら
し
め
ん
為
也
と
。
猶
々
虚
説
を
云
た
り
と
か
や
。
此
耶
蘇
を
教
祖
と
成
し
て
其
門
人
諸
所
へ

分
り
て
法
を
弘
め
た
り
。

　

さ
て
十
字
形
と
云
ハ
、
此
磔
の
柱
の
形
を
取
た
る
も
の
に
て
、
其
ハ
辺
要
分
界
図
考
に
図
あ
り
。

　

又
人
に
対
し
て
拝
す
る
ニ
、
大
指
、
人
指
、
中
指
の
三
つ
を
一
ツ
に
あ
つ
め
、
先
額ヒ

タ
ヒに
当
、
次
に
胸
に
当
、

市
中
に
五
、
六
の
教
会

が
あ
り
、
各
屋
上
に
十

字
の
標
あ
り

〈
追
考
〉

十
字
形
は
耶
蘇
教
の
標

『
辺
要
分
界
図
考
』

＊�

底
本
に
数
行
分
の
空

き
あ
り
。
絵
図
が

あ
っ
た
か
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次
ニ
左
り
の
肩
、
次
ニ
右
の
肩
ニ
当
る
。
此
十
字
の
形
な
り
。

　

又
鉄
ニ
て
造
り
た
る
十
字
形
ヲ
魯
西
亜
ニ
て
ハ
頸ク

ビ

に
掛
る
也
。
其
外
坤
輿
図
識
ニ
記
ス
其
旗ハ
タ

印シ
ル
シ

等
ハ
皆
十

字
形
よ
り
出
た
る
標
に
て
、
此
教
法
に
て
ハ
穢
し
き

磔
柱
の
形
を
か
く
尊
信
す
。
都
て
取
に
足
ら
ず
。

　

寺
観
の
さ
ま
は
、
四
方
の
窓
は
民
家
と
同
し
。
内
ハ
敷シ

キ

瓦
も
あ
り
、
又
敷
石
の
も
有
て
、
金
仏
の
本
尊
有
寺
も
あ

り
。
本
尊
あ
る
ハ
向
ふ
に
棚タ

ナ

あ
り
て
、
立
像
に
金
仏
也
。

追
考

　

万
次
郎
云
。
切
支
丹
宗
門
ハ
「
ヌ
ー
ベ
ツ
ポ
ー
」
の
辺
ニ
は
な
し
。
其
宗
の
寺
ハ
仏
像
あ
る
さ
ま
な
り
。
さ

し
て
制
禁
ニ
て
ハ
な
し
、
さ
れ
ど
も
此
辺
ハ
人
心
実
も
な
る
故
ニ
、
さ
る
あ
や
し
き
事
ニ
ハ
惑
は
す
と
い
へ
り
。

　

又
亥
之
助
云
。
寺
の
如
き
も
の
を
「
イ
キ
リ
ス
」
と
云
、
屋
根
の
棟
に
十
字
形
の
標シ

ル
シあ
り
。
仏
ハ
三
像
あ
り
。

本
尊
を
「
リ
ヨ
ラ
ス
」
と
云
。
脇
立
を
「
サ
ン
タ
リ
ロ
ス
」、
又
一
方
を
「
サ
ン
タ
ニ
ヤ
」
と
云
。「
リ
ヨ
ラ
ス
」

ハ
日
輪
の
よ
し
。
此
外
ニ
「
テ
ン
ノ
ツ
カ
サ
」
と
い
ふ
仏
あ
り
と
云
。
此
ハ
皇
国
の
言
語
と
通
ひ
て
聞
ゆ
れ
と
、

「
テ
ン
ノ
ツ
カ
サ
」
と
い
ふ
ハ
、
教
祖
天
主
の
事
な
ら
ん
か
し
。

　

其
前
に
五
、
六
寸
許
高
き
所
あ
り
て
、
寺
主
夫
に
上
り
、
其
ま
へ
ニ
皇
国
の
寺
の
飯
台
の
如
き
も
の
ニ
て
後
に
も

た
れ
木
有
も
の
を
す
へ
た
り
。
寺
中
両
脇
に
幾イ

ク
ト
ホ通
に
も
な
ら
へ
あ
り
、
参
詣
の
者
皆
夫
に
腰
を
か
く
。
皆フ
ト
コ
ロ懐
よ
り　

皇
国
の
童デ

ツ
チ奴
謡ウ
タ
ヒ

本
の
大
さ
成
横
文
字
の
本
、
表
紙
ハ
十
字
形
の
標シ
ル
シあ
り
。
其
本
を
出
し
、
寺
主
も
立
な
か
ら
本
を

＊�

底
本
に
数
行
分
の
空

き
あ
り
。
絵
図
が

あ
っ
た
か

教
会
の
様
子

〈
追
考
〉

教
会
の
様
子（
万
次
郎
）

教
会
の
様
子（
亥
之
助
）

聖
書
を
読
む
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出
し
、
参
詣
の
も
の
と
か
は
る
〳
〵
に
読
な
り
。
又
花
、
香
炉
、
其
外
飾カ
ザ
リも
の
ハ
な
し
。
又
図
の
如
く
風
鈴リ
ン

の
如
き

鐘
有
。追

考

　

万
次
郎
云
。
寺
の
造
方
、
塔
の
如
く
ニ
て
、
高
大
至
極
の
も
の
な
り
。
惣
て
三
百
尺
、
二
百
尺
の
大
な
る
あ

り
。
夫
に
時
計
有
て
、
時
を
知
ら
し
む
。
寺
中
仏
像
な
し
。
毎
月
七
日
に
祭
あ
り
。
此
世
を
開
た
る
仏
を
祭
る

と
い
ふ
。
祭
の
名
を
「
シ
ヤ
バ
ス
」
と
い
ふ
。
又
船
中
ニ
て
も
此
祭
を
す
る
也
。
寺
内
に
幾
つ
と
も
な
く
腰
か

け
有
て
、
此
祭
に
ハ
檀
家
残
ら
す
参
集
り
、
各
書
物
を
持
参
す
。

　

寺
主
ハ
高
坐
ニ
上
り
て
書
物
を
持
、
衆
人
に
向
ひ
て
、
い
づ
こ
の
そ
こ
と
い
ふ
処
を
開
き
見
よ
と
い
へ
ハ
、

各
々
其
処
を
開
く
。
寺
主
其
処
を
読
上
て
、
跡
に
て
其
訳ワ

ケ

を
説
て
き
か
す
也
。

　

環ク
ワ
ン
カ
イ
イ
ブ
ン

海
異
聞
に
曰
、
鐘
楼
の
上
ニ
て
鐘
を
振
鳴
す
。
鐘
楼
の
天
井
の
真
中
に
大
鐘
あ
り
、
其
廻
り
に
釣
て
あ
る

小
鐘
ハ
、
五
ツ
或
ハ
七
ツ
又
九
ツ
釣
た
る
も
有
。
数
ハ
九
つ
限
也
と
云
へ
り
。

　

又
船
中
ニ
て
ハ
此
日
黒
き
も
の
を
着
し
、
髪
を
解
き
身
を
浄キ

ヨ

め
、
和
尚
体
の
も
の
有
て
船
中
ニ
集
り
、
此
者
寺
主

か
ハ
り
に
成
て
、
寺
の
誦
経
の
如
く
経
文
を
互
に
唱
る
也
。
此
和
尚
体
の
人
ハ
是
の
ミ
勤
に
て
他
の
事
ハ
セ
ざ
る
也
。

追
考

　

紅
毛
雑
話
に
、
喪モ

の
式
に
ハ
黒
色
を
用
ゆ
。
喪モ

ニ
あ
る
人
の
遣
ふ
黒
き
扇
子
を
「
ラ
ア
ウ
ワ
ー
ヱ
ル
」
と
い

ふ
。
書
翰
の
封
も
黒
き
「
ヲ
ツ
カ
」
と
い
ふ
も
の
に
て
封
ず
。
又
新
国
図
志
に
も
、
葬
式
、
墓
参
ニ
ハ
白
衣
を

用
ゐ
ず
、
黒
衣
を
用
ゆ
、
と
あ
り
。

　

又
七
日
毎
ニ
参
詣
日
有
。
一
日
を
「
サ
ン
デ
イ
」
と
い
ふ
、
二
日
目
を
「
モ
ー
デ
イ
」、
三
日
目
を
「
チ
ヤ
ウ
ブ

〈
追
考
〉

教
会
は
塔
の
よ
う
な
造

り各
自
聖
書
を
持
参
す
る

牧
師
は
聖
書
に
基
づ
き

説
教
を
す
る

『
環
海
異
聞
』

船
中
で
も
礼
拝
が
行
わ

れ
る

〈
追
考
〉

喪
の
式
に
は
黒
色
を
使

用（『
紅
毛
雑
話
』『
新
国

図
志
通
解
』）

日
曜
礼
拝
の
こ
と
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デ
イ
」、
四
日
目
を
「
ワ
ン
ヅ
テ
イ
」、
五
日
目
を
「
フ
ラ
イ
デ
イ
」、
六
日
目
を
「
セ
キ
テ
ヾ
」、
七
日
目
を
「
サ
ツ

タ
デ
」
と
云
て
、
又
終
の
日
よ
り
本
へ
戻
り
て
、
八
日
目
を
初
の
日
と
し
て
、
こ
れ
を
「
サ
ン
デ
イ
」
と
い
ふ
也
。

此
日
市
中
一
統
参
詣
な
し
て
、
経
文
を
唱
ふ
。
寺
ハ
此
日
の
ミ
明
て
居
、
恒ツ

子

に
ハ
和
尚
も
宅
へ
帰
り
て
、
寺
ハ
し
め

切
也
。追

考

　

万
次
郎
い
ふ
。
年
中
七
日
目
々
々
ニ
ハ
、
上
下
共
家
業
ど
め
に
て
、
此
日
ハ
休
む
な
り
。
是
を
カ
ー
ト
と
唱

へ
、
娑シ

ヤ

婆バ

未
来
を
開
き
賜
ふ
人
六
日
行
を
成
し
て
、
七
日
目
に
休
ミ
、
縁
ニ
よ
り
て
此
日
ハ
寺
へ
参
り
講
釈
を

聞
く
。
或
ハ
宅
ニ
て
書
見
を
成
す
も
の
も
あ
り
。
又
山
野
に
ゆ
き
て
殺
生
を
成
す
も
の
も
有
と
い
へ
り
。

　

又
伝
蔵
い
ふ
。「
ウ
ワ
フ
」
国
に
も
「
シ
ヨ
ン
レ
イ
」
と
唱
へ
、
七
日
目
々
々
に
ハ
上
下
家
業
ど
め
ニ
て
講

釈
を
寺
に
て
聞
と
い
へ
り
。

　

又
弥
市
ハ
是
を
ド
シ
ン
コ
と
い
へ
り
。

　

四
人
と
も
唱
へ
異
成
る
ハ
国
所
別コ

ト

な
る
ゆ
へ
也
。
さ
れ
ど
皆
天
守
を
祭
る
と
ミ
へ
た
り
。
此
「
サ
ン
デ
イ
」

の
事
ハ
諸
条
ニ
注チ

ウ

す
る
ゆ
へ
、
こ
ヽ
に
ハ
大
略
を
記
す
。

　

船
中
ニ
て
死
し
た
る
者
三
人
有
。
其
葬
式
を
見
る
ニ
、
棺ク

ワ
ンハ
一
方
細
く
し
て
裸ハ
ダ
カに
て
棺
へ
納
め
、
和
尚
体
の
も
の

共
、
経
文
を
唱
へ
抔
し
て
橋
船
に
の
セ
陸
へ
送
る
。
其
時
ハ
船
に
立
た
る
船
印
を
一
丈
許
も
下
る
也
。

追
考

　

環
海
異
聞
ニ
凡
死
亡
の
事
あ
れ
ハ
、
屍カ

バ
子を
臥
さ
し
め
る
や
う
ニ
作
り
た
る
棺
に
斂ヲ
サ

む
る
也
。
亡
者
ハ
垢ア
カ

付
ぬ

衣
服
を
着
セ
、
頭
の
方
を
高
く
し
て
臥
さ
し
め
、
透ス

キ

間マ

々
々
に
つ
め
も
の
し
て
蓋フ
タ

を
な
し
、
釘ク
キ

を
打
け
に
し
て

〈
追
考
〉

日
曜
礼
拝
（
万
次
郎
）

日
曜
礼
拝
（
伝
蔵
）

日
曜
礼
拝
（
弥
市
）

船
中
の
葬
式

〈
追
考
〉

葬
式（『
環
海
異
聞
』）
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し
め
づ
し
て
寺
へ
送
る
。
其
刻
限
ハ
朝
晩
の
内
三
度
の
つ
と
め
あ
る
時
を
さ
し
て
、
家
内
並
に
親
族
、
懇コ
ン

意イ

の

も
の
等
付
随
行
也
。

　

堂
内
へ
棺
を
持
込
バ
、
和
尚
唱
へ
言
有
。
引
導
の
如
き
も
の
と
ミ
ゆ
。
右
事
す
ミ
て
付
添
行
し
近
親
よ
り
始

め
て
、
蓋
を
明
置
た
る
棺
の
前
よ
り
、
亡
者
の
口
へ
己
か
口
を
つ
く
る
也
。
且
ハ
時
刻
に
寺
へ
参
り
合
セ
た
る

他
人
の
男
女
も
、
其
序
に
列ツ

ラ
ナり
、
各
火
を
点テ
ン

し
た
る
蝋
燭
を
手
ニ
持
其
場
に
立
並
ひ
、
親
類
中
口
を
合
セ
畢ヲ
ハ

れ

ハ
、
此
輩
も
銘
々
亡
者
の
口
と
口
を
合
す
。
何
れ
も
合
セ
終
、
棺
釘
じ
め
ニ
し
て
、
夫
よ
り
墓
所
へ
送
葬
す
る

也
と
あ
り
。

　

又
万
次
郎
い
ふ
。
人
死
す
れ
ハ
臥
棺
に
納
め
、
僧
来
り
て
存
生
中
其
身
の
行
ひ
等
を
言
ひ
、
唱
へ
ご
と
成
し

て
、
夫
よ
り
墓
所
へ
車
ニ
の
セ
馬
ニ
ひ
か
セ
、
土
葬
に
す
と
云
り
。

　

又
弥
市
が
世
話
に
成
居
た
る
「
カ
ヱ
タ
ノ

（
ノ
」か
）と
云
も
の
ゝ
妻
「
ト
リ
テ
ヤ
」
と
い
ふ
も
の
ゝ
死
し
た
る
一
条
ニ

珍
き
話
あ
れ
と
、
長
談
成
る
故
略
す
。

　

又
或
日
船
中
ニ
て　

皇
国
の
法
事
な
ど
の
事
を
か
た
り
け
れ
ば
、
異
人
云
、
死
し
て
後
金
銀
を
遣
ひ
、
又
親
類
等

を
呼
て
死
人
の
為
ニ
経
を
読
と
も
、
何
の
益
に
も
成
る
事
ニ
あ
ら
す
。
か
く
す
る
よ
り
は
、
生
て
居
る
内
に
そ
の
金

銀
を
人
に
施
し
、
胸
を
□
へ
て
心
を
よ
く
持
つ
ハ
、
魂
天
へ
登
り
て
安
楽
ニ
く
ら
す
と
云
り
。

追
考

　

ニ（
ま
ま
）ハ
天
主
教
の
大
主
な
ら
ん
。
又
死
後
年
忌
、
墓ボ

参サ
ン

、
精
進
、
法
事
等
成
さ
ず
と
見
え
て
、
伝
蔵
も
、「
ウ

ワ
フ
」
国
ニ
て
弟
重
助
病
死
成
し
つ
れ
ど
、
国
風
に
依
ら
ず
、
伝
蔵
ハ
精
進
、
墓
参
、
法
事
等
も
な
し
た
り
と

云
へ
り
。
又
環
海
異
聞
に
月
忌
、
年
忌
の
吊ト

ム
ラ
ヒ抔
見
当
ら
ず
と
云
り
。

葬
式
（
万
次
郎
）

〈
追
考
〉
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又
僧
の
頭
ハ
蓬
髪
、
衣
類
等
も
俗
と
同
し
。
妻
を
持
バ
火
食
ヲ
セ
ず
。
又
火
食
す
れ
ハ
妻
を
持
ぬ
也
。

追
考

　

万
次
郎
い
ふ
。
寺
を
「
チ
ヨ
イ
」
と
い
ふ
。
僧
と
い
ふ
べ
き
も
の
ハ
俗
体
に
て
、
衣
類
も
同
し
事
ニ
て
、
肉

食
を
成
す
。
さ
れ
ど
妻
は
持
す
。
精
進
の
時
は
四
足
の
も
の
を
食
ハ
ず
し
て
、
魚
、
鳥
を
食
す
と
云
り
。

　

又
環
海
異
聞
に
曰
、
精
進
潔ケ

ツ

斎サ
イ

と
い
ふ
ハ
、
四
足
の
肉
を
禁
食
す
る
事
也
。
魚
、
鳥
ハ
汚ケ
ガ

れ
の
物
と
セ
ず
。

　

偖サ
テ

、
魚
類
ハ
煮
て
も
蒸
焼
に
し
て
も
食
ふ
。
祭
日
抔
に
魚
を
小
麦
の
粉
ニ
く
る
ミ
蒸
焼
ニ
し
て
食
ふ
。
其
衣

に
か
け
た
る
粉
、
魚
の
油
に
て
共
ニ
甘
美
な
り
と
有
。
其
他
諸
書
皆
同
説
な
り
。

　

さ
て
万
世
界
教
法
の
根
元
ハ
天
方
教
、
耶
蘇
教
、
婆バ

羅ラ

門モ
ン

教
の
三
教
也
と
思
は
る
。「
フ
ロ
テ
ス
タ
ン
」
教
、

「
カ
ト
レ
イ
キ
」
教
、「
ロ
ー
マ
」
教
、「
マ
ゴ
メ
」
教
、「
ヤ
コ
ビ
チ
ヤ
」
教
、「
ア
ヒ
ユ
マ
」
教
、「
ヨ
ー
デ
ン
」

教
、「
フ
イ
フ
ー
」
教
抔
あ
れ
ど
も
、
是
皆
天
方
教
、
耶
蘇
教
よ
り
出
た
る
教
法
成
へ
し
。

亜
米
里
加
言
語

天
文

日
輪
ヒ
サ
シ　

月
輪
モ
ヲ
ン　

星
シ
タ
ア
シ　

風
ウ
ヱ
ン
ロ　

雨
シ
ユ
ン　

雪
ス
ノ
ヲ　

日
出
ヒ
サ
シ
ヲ
ツ
パ
ヤ　

日
没
ヒ
サ
シ
ラ
ヲ
ン　

北北
極
星
か極
ノ
ウ
ス
シ
タ
ア
ン　

寒
コ
ヲ
ル　

暖
ハ
ア
ツ　

烟
ス
モ
ヲ
ク　

東
イ
ヽ
ス　

西
ワ
イ
ス

　

北
ノ
ウ
ス　

南
サ
ア
ス

地
理

水
ワ
ア
ヲ　

山
マ
ム
ツ　

石
ス
ト
ン　

潮
水
サ
ア
ル
ヲ
ワ
ラ　

島
ア
イ
レ
ン　

磯
ロ
ラ
ス　
　

国
ス
テ
イ
チ　

江
戸

ゼ
ー　

京
シ
ヤ
コ　

長
崎
ナ
ガ
シ
ヤ
ア
キ　

日
本
ジ
ヤ
ツ
パ
ン　

日
本
人
シ
ヤ
パ
ン
ニ
ー
シ　

亜
細
亜
ヱ
ー
ジ　

欧

牧
師
、
頭
は
蓬
髪
、
衣

服
は
世
間
に
同
じ

〈
追
考
〉

教
会
と
牧
師
（
万
次

郎
）

世
界
の
宗
教
の
根
本
は

天
方
教
、
耶
蘇
教
、
婆

羅
門
教

ア
メ
リ
カ
言
語

天
文

地
理
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羅
巴
「ま
まヱ
ウ
ロ
ツ
フ　

亜
弗
和ま
ま

ア
フ
リ
カ　

北
亜
米
里ま

ノま

ウ
ス
メ
リ
カ　

南
亜
米
里
加
サ
ア
ス
メ
リ
カ　

伊
吉
利
須

イ
ギ
リ　

和
蘭
ホ
ウ
ラ
ン
グ　

新
和
蘭
ニ
ー
ホ
ー
ラ
ン
タ　

葡
萄
牙
ボ
リ
ゲ
ン
「
ボ
ル
子
ヲ

（
ヲ
」か
）ボ
ウ
ニ
ウ　

蘇
門
答

剌
サ
ギ
レ
ン　

都
児
格
ト
リ
コ　

魯
西
亜
オ
ラ
シ
ア　

瑞シ
ユ
ヱ
シ
ヤ丁ス
エ
デ
ン　

伯
西
児
バ
ラ
ヽ
イ
ス　

中
華
チ
ヤ
イ
ニ

時
令

年
イ
ヱ
ル　

一
年
グ
ワ
ン
イ
ヱ
ル　

三二
か

年
チ
ヨ
ウ
イ
ヱ
ル　

一
月
グ
ワ
ン
モ
ヲ
ン　

一
時
グ
ワ
ン
ア
ヲ
リ　

夜
ナ
イ

　

朝
モ
ヲ
子
ン　

晩
イ
ブ
子　

昼
テ
ヱ　

今
日
デ
シ
デ
ヱ　

昨
日
子
キ
シ
デ
ヱ　

明
日
ツ
マ
ア
ラ
デ
ヱ　

正
月
セ
ニ

ユ
ウ
ラ
イ　

二
月
フ
ク
フ
ラ
イ　

三
月
マ
ア
テ　

四
月
ヱ
ブ
ウ
ラ　

五
月
メ
ヱ　

六
月
ジ
ユ
ウ
シ　

七
月
シ
ユ
ラ
イ

　

八
月
オ
ヽ
グ
ス
テ　

九
月
セ
キ
テ
ン　

十
月
オ
ク
ト
ウ
ベ
ヱ　

十
一
月
ノ
ウ
ベ
ン
ベ
ヱ　

十
二
月
ソ
イ
セ
ン
ベ
ヱ

　

三
十
日
ト
ウ
テ
デ　

一
日
グ
ワ
ン
デ
ヱ　

二
日
チ
ヨ
ウ
デ
ヱ　

三
日
ツ
ル
イ
デ
ヱ　

四
日
フ
オ
ー
デ
ヱ　

五
日
フ

ワ
イ
デ
ヱ　

六
日
セ
キ
デ
ヱ　

七
日
サ
ヒ
デ
ヱ　

八
日
ア
イ
デ
ヱ　

九
日
ナ
イ
テ
ヱ　

十
日
テ
ン
テ
ヱ　

十
一
日
レ

ヱ
ブ
デ
ヱ　

十
二
日
ク
イ
ル
デ
ヱ　

十
三
日
ト
ヲ
テ
ン
デ
ヱ　

十
四
日
フ
オ
テ
ン
テ
ヱ　

十
五
日
ヘ
フ
テ
ン
デ
ヱ　

十
六
日
セ
キ
テ
ン
デ
ヱ　

十
七
日
サ
ビ
テ
ン
デ
ヱ　
（
十
八
日
脱
、
の
頭
注
あ
り
）　

十
九
日
ナ
イ
テ
ン
デ
ヱ　

廿
日
テ
ン
テ
デ

ヱ　

廿
一
日
テ
ン
テ
グ
ワ
ン
デ
ヱ　

廿
二
日
テ
ン
テ
チ
ヨ
ウ
デ
ヱ　

廿
三
日
テ
ン
テ
ツ
ル
イ
デ
ヱ　

廿
四
日
テ
ン
テ

フ
オ
テ
ヱ　

廿
五
日
テ
ン
テ
フ
ワ
イ
デ
ヱ　

廿
六
日
テ
ン
テ
セ
キ
デ
ヱ　

廿
七
日
テ
ン
テ
サ
ビ
テ
ヱ　

廿
八
日
テ
ン

テ
ア
イ
デ
ヱ　

廿
九
日
テ
ン
テ
フ
イ
デ
ヱ

人
倫

男
マ
ヱ　

女
モ
メ　

父
［
子
供
の
内
ニ
云
は
「
パ
ヽ
ア
」、
大
人
ニ
成
り
て
云
は
「
フ
ワ
ー
ダ
ラ
」］　

母
［
子
供
の

云
ハ
「
マ
ヽ
ア
、
大
人
ニ
成
て
云
は
「
ス
ア
ダ
ラ
」］　

祖
父
オ
ー
ル
マ
ヘ　

祖
母
オ
ー
ル
モ
メ　

兄
弟
ブ
ラ
ダ
イ

時
令

人
倫
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女
兄
弟
セ
ツ
ロ
シ　

妻
ワ
イ
フ　

夫
マ
ス
タ　

大
統
役
カ
ブ
子　

医
者
ド
ヲ
ク
ト　

男
子
供
ホ
ウ
ヤ　

女
子
供
ケ

ロ　

悪
人
ノ
グ
ル
マ
イ　

善
人
グ
ル
マ
イ　

師
匠
シ
コ
ロ
マ
ア
シ　

手
習
子
シ
コ
ロ
ホ
ウ
ヤ　

船
方
セ
ヱ
ロ
マ
イ　

木
匠
コ
ワ
カ　

兄
ヂ
ヨ
ン　

兄
弟
分
チ
ヨ
メ　

盗
人
ス
テ
イ
リ

身
体

頭ア
タ
マ窓
ヘ
ヤ　

髪
ヘ
エ
ル　

目
ア
イ　

眉
ア
イ
ブ
ラ
ス　

鼻
ナ
ア
ス　

口ク
チ

マ
ツ
ス　

耳
イ
ヤ
イ　

手
ハ
ン
テ　

陰
茎
ヘ

イ
カ　

陰
門
カ
ン　

骨
ボ
ン

疾
病

風
病
コ
ヲ
ル
セ　

何
に
て
も
疾
を
セ
キ

宮
室

家
ハ
ウ
ス　

寺
チ
ヨ
イ
チ

服
飾

着
物
シ
ヨ
ヲ
ツ　

帨
巾
ハ
シ
ケ
チ　

襦
絆
シ
ヨ
イ
チ　

中
繻
絆
シ
ヨ
ラ
ツ　

上
ニ
着
る
物
を
コ
オ
ツ　

羅
紗
の
は
ん

て
ん
ヂ
ヤ
ヤ
ケ
レ
ツ　

下
股
引
ツ
ラ
ア
シ
シ　

上
股
引
ド
ロ
オ
ツ　

頭
巾
キ
ヤ
ア
ブ　

沓
シ
ユ
ウ
ス　

長
沓
ブ
ウ
ツ

飲
食

塩
サ
ア
ル　

麦
ク
ラ
ハ　

蒸パ
ン

餅
ブ
ラ
イ　

砂
糖
シ
ヨ
カ　

酢
ヘ
ン
ガ
ラ　

米
ラ
イ
シ　

豆
ベ
ニ　

酒
ワ
ヱ
ン　

厚
酒

ブ
ラ
シ
テ
ン　

卵タ
マ
ゴア
ヒ
ギ
ス　

牛
油
ク
ル
イ
ス

器
財

本
ボ
ク　

商
船
マ
チ
ン
シ
ワ
パ
イ　

軍
船
マ
ノ
ワ　

蒸
気
船
シ
チ
ン
ボ
ウ
「
ス
ツ
テ
ン
ボ
ー　

食
物
を
積
来
る
船
ス

身
体

疾
病

宮
室

服
飾

飲
食

器
財
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ト
ン
シ
ツ
バ
イ　

船
シ
ツ
ハ
イ　

船
表
ホ
ウ
ス
テ　

右
面
柁
シ
タ
ヘ
ー　

左
面
柁
ラ
ベ
ー
ポ
ー
ス　

中
の
檣
ホ
ハ
シ
ラメ
シ
マ

ワ
シ　

表
檣
ボ
ウ
マ
ワ
シ　

艫ト
モ

檣
ミ
ヅ
マ
ワ
シ　

□桁
か

ヤ
ア
リ　

帆
セ
ヘ
リ　

柱
マ
ア
シ　

碇
ア
ン
カ　

鎖
綱
チ
ヱ
ー

ニ　

綱
ロ
ツ
プ　

帆
脚
タ
イ
ケ　

手
縄
ヒ
イ
テ　

柁
テ
ラ
イ　

枝テ
ン
マ船
ホ
ー
シ　

車
ス
ツ
テ
ン　

紙
ペ
エ
パ
ラ　

墨
プ

ラ
ツ
ケ　

筆
ペ
ン
ス　

大
皷
ド
ロ
ウ　

糸
ツ
ラ
イ
ト　

臥
単
プ
ラ
ン
ケ
チ　

椅イ

ス柁
チ
ヱ
ー
リ　

箱
ハ
ー
キ
ス　

遠
目

鏡
ア
イ
ギ
ラ
ア
シ　

眼
鏡
ギ
ラ
ア
シ　

時
計
ワ
ア
チ　

桶
ハ
ケ
チ　

籠
ハ
イ
ス
ケ　

袋
ハ
イ
ケ　

砥
石
ス
ト
ヲ
シ　

木ツ
ル
ベ罌
バ
ケ
チ　

硝ヒ
イ
ド
ロ子
キ
ラ
ア
シ　

烟
管
パ
イ
プ　

蝋
燭
ケ
ン
ロ
ー　

箒ホ
ウ
キプ
ロ
ン　

櫛
コ
ー
ム　

綱
セ
ン
メ　

板
ボ
レ

　

戸
ト
ウ　

盃
ク
ム
ロ　

匙
シ
ツ
ポ
シ　

庖
丁
ナ
イ
フ　

鋸
ノ
ラ　

剃カ
ミ
ソ
リ刀
フ
イ
ス
リ　

鋏
セ
シ
ル
シ　

斧
ハ
マ　

鳥

銃
マ
ス
ケ
チ　

大
銃
ゴ
ン
ツ　

油
ク
ル
イ
ス　

梯
ラ
イ
シ

金

金
ゴ
ヲ
ロ　

銀
シ
ヨ
ウ
ロ　

通
用
金
の
総
名
モ
子

玉
石

硫
黄
マ
ア
チ

気
形

鳥
の
総
名
ゴ
イ
ス　

鶏
チ
キ
ン　

鷲ワ
シ

イ
コ　

生
魚
フ
ヱ
ー
シ　

蟹
フ
ラ
ピ
ン　

蛇
ス
子
イ
キ　

牛
カ
ヲ　

馬
ホ
ヲ
ス

　

豕
ペ
キ　

鹿
ヒ
ウ
ス　

熊
パ
ニ　

犬
ト
ヲ
コ　

猫
キ
ヤ
ア
ツ　

鼠
ブ
ラ
イ
ダ　

猿
ジ
ヤ
コ
「
モ
ン
ケ　

虎
タ
イ
ゲ

ル　

馬
に
似
た
る
も
の
ア
イ
ス　

猿
カ
ヨ
リ

草
木

巻マ
キ
タ
ハ
コ

烟
草
シ
カ　

板
烟
草
タ
バ
コ　

烟
草
シ
ガ
ス
モ
ク　

茶
デ
ヱ　

大
根
フ
ラ
ジ
　ヽ

蕪
タ
ナ
ビ
シ　

菜
キ
ヤ
ベ
ツ　

金玉
石

気
形

草
木
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芋
ペ
テ
ト　

花
フ
ラ
イ
タ　

竹
マ
ン
ブ　

木
ス
テ
キ

数
量

一
グ
ワ
ン　

二
チ
ヨ
ウ　

三
ツ
ル
イ　

四
フ
オ　

五
フ
ワ
イ　

六
セ
キ　

七
サ
ビ　

八
ア
イ　

九
ナ
イ　

十
テ
ン　

十
一
レ
ビ　

十
二
チ
ヱ
ル　

十
三
ト
ヲ
テ
ン　

十
四
ア
ラ
テ
ン　

十
五
ヘ
フ
テ
ン　

十
六
セ
キ
テ
ン　

十
七
セ
ビ
テ

ン　

十
八
ア
イ
テ
ン　

十
九
イ
テ
ン　

廿
テ
ン
テ　

廿
一
テ
ン
テ
グ
ワ
ン　

廿
二
テ
ン
テ
チ
ヤ
ウ　

二
十
三
テ
ン
テ

ツ
ル
イ　

廿
四
テ
ン
テ
フ
オ　

廿
五
テ
ン
テ
フ
ワ
イ　

廿
六
テ
ン
テ
セ
キ　

廿
七
テ
ン
テ
セ
ビ　

廿
八
テ
ン
テ
ア
イ

　

廿
九
テ
ン
テ
ナ
イ　

三
十
ト
ヲ
テ　

四
十
フ
ヲ
テ　

五
十
ヘ
フ
テ　

六
十
セ
キ
テ　

七
十
セ
ビ
テ　

八
十
ア
イ
テ

　

九
十
メ
イ
テ　

百
ハ
ン
ケ　

千
タ
ヲ
チ
ズ　

万
テ
ン
タ
ヲ
ヂ
ス

言
語

よ
い
日
和
で
御
ざ
り
ま
す
ク
ル
デ
イ
「
グ
ル
フ
ハ
ヤ
デ
イ　

今コ
ト
シ年
テ
シ
イ
ヱ
ル　

来
年
子
キ
シ
イ
ヱ
ル　

ひ
く
事
を

ホ
ウ
ル　

切
事
ガ
ツ
レ　

強
ゴ
ー
ソ　

返
詞
ヤ
ス
サ
リ
「
ヤ
イ
ス　

赤
ラ
イ
ロ　

黒
ブ
ラ
ア
ケ　

白
フ
ワ
イ
ラ　

無

ナ
ウ　

有
ヤ
イ
ス　

長
ラ
ア
ジ　

短
シ
モ
ー
ル　

大
ベ
ー
キ
「
ラ
ア
ジ　

小
シ
モ
ヲ
ル　

上
ラ
ワ
パ
イ　

下
ラ
ヲ
シ

　

吾
事
を
ミ　

見
事
セ
ー　

早
ク
ヰ
ケ　

臭
シ
メ
ル　

死
ダ
ヱ　

好ヨ
シ

グ
ウ
ル　

誠
に
よ
い
ワ
リ
グ
ウ
ル　

悪
ノ
ウ
ク

ウ
ル　

美
麗
ハ
皇
国
の
俗
語
ニ
同
し
キ
レ
イ
ナ　

汚
ド
テ　

泣
ク
ラ
イ　

低
メ
ヂ
ヤ
々
　々

知
ヤ
イ
ス　

不
知
ノ
ヲ

　

寝
シ
リ
ツ
ピ　

汝
ユ
ウ　

行
コ
ウ　

戻
バ
ケ
ケ　

向
ふ
よ
り
人
の
来
た
る
を
カ
ミ
シ
ヤ
ウ
ル　

来
る
人
の
帰
る
を

コ
ウ
バ
イ
ケ　

来
い
カ
メ　

遣ヤ
ル

こ
と
ゲ
ビ
ツ　

色
々
ワ
リ
ラ
ア
ジ　

踊
シ
ン　

歌
を
ラ
ン
ス　

作
ケ
チ
ン　

浴
ワ
イ

シ　

洗
濯
ワ
イ
シ　

材
木
薪
抔
ワ
イ
シ
と
い
ふ
。
煮
フ
ハ
ヤ　

焼
同
上　

沈
ラ
ヲ
ン　

教
シ
コ
ロ
マ
ア
シ　

薬
メ
リ

レ
ン　

朝
飯
バ
ク
ワ
シ　

昼
食
デ
ナ
ラ　

晩
食
ソ
ツ
パ
ラ　

忝
タ
ン
キ
ソ
ン　

有
難
ふ
御
ざ
り
ま
す
ミ
プ
ラ
ン
テ
ン

数
量

言
語
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タ
ン
キ
ソ
ン　

忝
カ
タ
シ
ケ
ノ
フ

御
ざ
り
ま
す
も
同
し　

私
に
下
さ
れ
ケ
ビ
ツ
ミ　

下
さ
れ
ぬ
ノ
ウ
ノ
ビ　

余
処
へ
行
ゴ
ン
シ

ヨ
ウ
ル　

朝
飯
喰
た
か
ノ
ウ
バ
ク
ワ
シ　

湯
を
飲
ワ
ヘ
ン
シ
ン
ケ　

水
飲
ツ
ア
ラ
シ
ン
ケ　

喰
イ
ー
テ　

見
ロ
ク
ヤ

セ
ヱ　

咄
す
る
シ
ソ
ピ
キ　

戸
を
明
る
オ
ブ
子
ト
ウ　

戸
を
聞閉

か

シ
ユ
ツ
ト
　ヾ

腰
懸
る
チ
エ
ヱ
リ
セ
ダ
ヲ　

居
れ
ス

タ
ツ
ベ　

往
け
ゴ
ウ
ハ
ヤ　

何
ぼ
し
や
ア
マ
子
「
ア
マ
チ
」　

も
ち
つ
と
モ
ウ　

取
ケ
ヂ
ン　

小
便
す
る
ビ
ト
ス　

砕
る
フ
ロ
ラ
コ　

破
る
ゝ
ペ
ヱ
ル　

皆
エ
フ
レ　

湯
ハ
ツ
ワ
ア
ラ　

一
七
日
グ
ワ
ン
ウ
ヱ
イ
キ　

半
分
呉
ア
ヤ
フ
ケ

ビ　

朝
の
挨ア

イ
サ
ツ拶
［
グ
ル
モ
ー
子
、
よ
い
朝
で
御
坐
り
ま
す
］　

正ヒ

ル午
の
挨
拶
グ
ル
フ
ワ
ヤ
デ　

晩
の
挨
拶
［
グ
リ
フ

子
、
よ
い
晩
て
御
坐
り
ま
す
］　

尋
る
「
ホ
シ
イ
タ
ス
」
ワ
ツ
タ
イ
ス　

船
の
上
階
ア
ミ
ダ
イ
ケ　

次
の
階
ラ
ヲ
ン

追
考

　

万
次
郎
漂
流
記
並
ニ
諸
書
を
輯シ

ウ

正セ
イ

し
て
こ
ゝ
に
記
す
。

天
文

天
ヘ
ブ
ン　

日
［「
シ
ヤ
ア
ン
、「
シ
ヤ
ン
］　

月
ム
ウ
ン　

星
シ
タ
ア　

東
イ
ノ
シ
ワ　

西
ウ
ヱ
シ
ツ　

南
シ

ヤ
ウ
ス　

北
ノ
ヲ
ス　

暑
ハ
カ
ワ
イ　

寒
コ
ヲ
ル　

雲
ク
ラ
ウ　

雨
［
ル
イ
ケ
ン
、
ル
イ
ン
］　

風
ウ
イ
ン　

雷
サ
ン
ダ　

火
フ
パ
ヤ

地
理

地
オ
ヱ
ソ　

山
ヲ
ア
ン
ダ　

海
［「
シ
イ
、「
シ
イ
ー
］　

川
ン
レ
ハ　

土
ク
レ
タ　

道
シ
ワ
ル
イ　

遠
道
ム
ン

チ
ヤ
カ
ミ
ノ　

近
道
コ
マ
カ
ミ
ノ　

小
川
ホ
ン　

日
本
セ
フ
パ
ン　

唐
チ
ヤ
イ　

天
竺
イ
ン
ラ
ン　

亜
墨
利
加

メ
リ
ケ

時
令

＊�

「
一
七
日
」
と
は
一

週
間
の
こ
と
か

〈
追
考
〉

万
次
郎
漂
流
記
な
ど
を

参
考
に
ア
メ
リ
カ
語
を

修
正
、
追
加

天
文

地
理

時
令
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年
イ
ヤ　

時
タ
イ
ス　

春
［「
シ
プ
レ
ン
、「
シ
プ
ラ
ン
］　

夏
［
シ
ヤ
ス
、
シ
ヤ
マ
］　

秋
［
オ
ト
シ
、
オ
ト

ハ
］　

冬
ウ
イ
ン
タ　

昼
テ
ー
イ　

夜
ナ
イ　

夕ユ
ウ

方
ホ
イ
ナ
シ
ノ
ヽ
テ　

暮
イ
ブ
子
ン　

正
月
チ
ヱ
レ　

二
月

サ
ブ
ル
ヱ
レ　

三
月
マ
ア
テ　

四
月
ヱ
ツ
ブ
レ
ル　

五
月
メ
ヱ
イ　

六
月
チ
ワ
ン　

七
月
ヂ
ヱ
ヲ
イ　

八
月
オ

ホ
カ
シ
ワ　

九
月
シ
ツ
テ
ン
バ　

十
月
ヲ
ツ
ト
ラ
バ　

十
一
月
ノ
ラ
ベ
ン
バ　

十
二
月
リ
イ
セ
ン
バ

人
倫

人
イ
ー
ン　

男
メ
ー
ン　

女
ウ
ヲ
メ
ン　

父
フ
バ
ア
サ　

母
ア
ー
サ　

子
チ
ル
レ
ン　

主
人
マ
ア
シ
タ　

家
来

ウ
ヲ
イ
ヱ
タ　

老
ヲ
ウ
ル　

幼
ヤ
ン　

兄
弟
フ
ラ
サ　

姉
妹
セ
シ
タ　

夫
婦
メ
ヱ
ン
ツ
イ
フ　

夫
ハ
シ
バ
シ　

妻
ウ
ワ
イ
ス　

盗
ス
イ
ス　

乞
食
ヘ
イ
ガ　

師
匠
マ
ア
ン
タ　

王
フ
ラ
シ
タ
ン　

親
ヘ
ー
ラ
ン　

小
僕
チ
ヤ
テ

ウ身
体

頭
ヘ
ノ
ヱ
ツ　

耳
イ
ヤ　

目
ア
イ　

鼻
ノ
ウ
ス　

口
コ
ウ
ス　

手
ハ
ン
ダ　

足
レ
イ
キ　

指
セ
ン
ガ　

爪
子
イ

ル　

舌
タ
ン　

歯
ピ
イ
ス　

尻
ハ
イ
ン　

男
根
フ
レ
カ　

女
陰
カ
ン
タ　

腹
ベ
レ　

胸
シ
タ
ガ　

大
便
シ
ヱ
ツ

　

小
便
ペ
イ
ス　

唾
シ
ツ
ヘ
イ　

股
バ
タ　

肘ヒ
ヂ

コ
ト　

血
ブ
ラ
ン

病疾
か

病
病
ヒ
ー
イ
バ　

産
ハ
ベ
ン
チ
ヤ
ヱ
ル　

子
出
来
シ
タ
ル
「
ハ
イ
チ
ヤ
ヱ
ル　

痛
ホ
ヱ
ワ　

癢
イ
ツ
チ

宮
室

家
ハ
ウ
ン

服
飾

人
倫

身
体

疾
病

宮
室

服
飾
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絹
物
フ
ハ
イ　

赤
レ
ヱ
ー　

青
ブ
ル
ー　

黄
ヤ
ア
ロ　

白
フ
ハ
イ

飲
食

酒
ウ
ン
ム　

黒
砂
糖
ハ
ケ
オ
ヤ　

茶
テ
ヱ

器
財

鉄
炮
ガ
ン　

弓
シ
ツ
ピ
ヤ　

矢
ア
ロ　

刀
シ
ウ
ツ
ダ　

庖
丁
ナ
イ
ス　

船
ヘ
ー
メ
ル　

車
フ
イ
ロ　

檣
マ
ア
ン

　

楫カ
ヂ

テ
ラ　

櫂カ
イ

ヲ
ワ　

時
計
［
大
ク
ラ
カ
、
小
ワ
ー
チ
］　

丸
ラ
ウ
ン

金
銀

金
チ
ヱ
ム　

銭
ハ
ス
ダ
ラ

玉
石

玉
ボ
ー
ル　

石
シ
ト
オ
ン

気
形

鶏
サ
ウ
ル　

馬
ホ
ラ
ン　

犬
ト
ヲ
ギ
ヨ　

猫
キ
ヤ
ソ
タ　

鼠
ト
ウ
ス　

ま
つ
田甲

か

鯨
シ
ツ
パ
ア
ン　

坐
頭
鯨
シ
ヤ

ラ
ス
バ
タ
ア
ム　

背
美
鯨
ラ
イ
ツ
ホ
ヱ
ル

草
木

瓜
［
ニ
チ
カ
ク
、
シ
グ
ラ
イ
チ
］　

麦
セ
ハ
タ　

木
ウ
ラ
リ

数
量

尺
ス
ヲ
ツ
ト　

寸
イ
ン
チ　

歩
テ
ン
サ

言
語

飲
食

器
財

金
銀

玉
石

気
形

草
木

数
量

言
語
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思
セ
ン
カ　

聞
ヘ
ヤ　

見
シ
イ　

言
シ
ノ
セ
イ　

動
シ
マ
イ　

喜
フ
レ
ヤ
マ
ア
ン
チ
ヤ　

怒
ア
キ
レ
ブ
ラ
「
ヲ

ル
ト
モ　

哀
ソ
ン　

楽
フ
レ
イ　

笑
ラ
ア
イ　

泣
ク
ラ
イ　

立
シ
タ
ユ
ン
タ　

坐
シ
セ
ー　

走
ラ
ン　

智
ウ
ワ

イ
ジ　

愚
フ
ウ
ル　

恐
フ
レ
イ　

問
ア
ー
シ
カ　

否
ノ
ウ　

甘
シ
ー
ウ
イ　

苦
シ
ソ
チ　

事
ツ
マ
テ
ア
ル　

酸

ベ
ン
ガ　

強
レ
ワ
ロ
シ　

弱
ノ
ー
シ
ツ
レ
ン
キ
ス　

臭
シ
キ
ン
キ　

新
ヌ
ー　

古
オ
ー
ル　

軽
ラ
イ
ト　

重

ヘ
ー
ベ　

右
ラ
イ
ツ　

左
レ
ヱ
ス
ツ　

前
ヒ
ソ
フ　

後
ハ
イ
カ　

上
ハ
イ　

下
ロ
ウ　

打
シ
ツ
ラ
イ
ケ　

突
プ

ウ
ン　

切
ケ
ヱ
ル　

喰
イ
ツ　

呑
ツ
ル
イ
ン
キ　

忘
ナ
ガ
タ　

学
ロ
ヱ
ン　

覚
リ
メ
ン
バ　

寝
シ
リ
ツ
ビ
「
ト

ロ
シ　

起
ケ
ツ
レ
タ
「
子
バ
コ
ク
シ　

捨
ロ
ラ
ン　

拾
サ
ウ
ン
ト　

大
ラ
ア
子　

小
シ
モ
ヲ
ル　

善
タ
ホ
イ
ノ

　

有
ハ
ア　

無
ナ
ウ　

借
ハ
ヱ
ロ　

返
辞
シ
ヨ
イ

東
西
異
聞
巻
之
四
終

東
西
異
聞
巻
之
四
終


